















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　みなさんこんにちは、鈴吹太郎すずふき・たろうです。本書ではじめてわたしを知った方には、はじめまして。以前にわたしの著ちよ作さくを読んでくださった方々には、お久ひさしぶりです。

　本書はＴＲＰＧ『アリアンロッド ２Ｅ ＲＰＧルールブック』（KADOKAWA　富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）のリプレイです。

　まずは本書についての簡かん単たんな解かい説せつから始めさせてもらいます。




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようで、文字どおりゲームの一種です。ゲームマスター（ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーがテーブルを囲んで進めるゲームなのです。

　本書で使用しているのは、『アリアンロッド２ Ｅ　ＲＰＧ』（以下、『ＡＲ２』）というルールです。『ＡＲ２』はエリンというファンタジー世界を舞ぶ台たいにしたＴＲＰＧで、ＰＣは冒ぼう険けん者しやとなって未知の冒ぼう険けんに挑いどんでいきます。

　本書はこの『ＡＲ２』というルールに基もとづいて行なわれたゲームの様子を読み物として書き起こしたもので、これをリプレイと呼よびます。

　さて、最初に本書は『ＡＲ２』のリプレイだと説明しましたが、本書には『ナイトウィザード The 2nd Edition』（以下、『ＮＷ２』。KADOKAWA　エンターブレイン刊）や『トーキョーＮ◎ＶＡ THE AXLERATION』（以下、『ＴＮＸ』。KADOKAWA　エンターブレイン刊）などの、他のゲームのキャラクターも登場します。

　これは本書が、わたしが社長を務つとめるＦ．フアーＥ．イーストＡ．アミユーズメントＲ．リサーチの創そう立りつ二〇周年を記念したコラボ・リプレイだからです。このコラボは、ドラゴンブック、ファミ通文庫、そしてログインテーブルトークＲＰＧシリーズといったレーベルの壁かべを越こえ、数々のリプレイに登場したキャラクターたちが事じ件けんに挑んでいく……そんな、夢ゆめのような企き画かくです。

　コラボ企画のリプレイは、本書の他にもう一冊さつあります。『アルシャード・セイヴァーＲＰＧ』によるリプレイ『アリアンロッド×アルシャード コラボ・リプレイ ブルースフィア・デイドリーム』（KADOKAWA　エンターブレイン刊）が発売されております。

　この２冊はほぼ同時に起こった事件をそれぞれ扱あつかっておりますので、どちらを先に読んでもかまいませんし、片かた方ほうだけ読まれても十分楽しめます。

　興きよう味みがある方はそちらもご覧らんになってください。







■アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ用語解説


・セッション：ゲーム開始から終わりまでの一連の流れ。参加者が集まって、ゲームを一回遊ぶことを「一セッション」と数える。

・ＧＭ：「ゲームマスター」の略りやく。シナリオ（セッションに用いる物語のアウトライン）を用意し、セッション全体の司会進行を行なう。

・プレイヤー：ＧＭの元でゲームを遊ぶ参加者のこと。

・ＰＣ：「プレイヤーキャラクター」の略。プレイヤーは各自一体のＰＣを担たん当とうし、物語世界内におけるプレイヤーの分身的な存そん在ざいとする。

・行こう為い判はん定てい：ＰＣが何らかの行為を試みる際さい、ダイス（さいころ）を振ふることで成功／失敗を決定する。二個この六面ダイス（２Ｄ６）の出目合計に修しゆう正せい値ちを加算した結果から判はん断だんする。

・達成値：行為判定の結果の数すう値ち。通つう常じよう、高いほどよい。

・フェイト：〝運命の精せい霊れい〟アリアンロッドの加か護ご。このフェイトを使用することで、ダイスの振る数を増ふやしたり、振ふり直したりすることが可か能のう。

・アルディオン大陸：『ＡＲ２Ｅ』の世界にある大陸。大小さまざまな国が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよし、数百年に亘わたり戦せん乱らんの歴史を刻きざんできた。〝大グレート崩デイストラ壊クシヨン〟と呼ばれる事件により混こん乱らんが加速している。本書に登場するＰＣが活かつ躍やくする主な舞台である。


















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆気がつけば二〇年　take2




　その日、わたしこと鈴吹太郎すずふき・たろうは菊きく池ちたけしと顔をつきあわせていた。

　会社の今後に関わる、重要な決定をくださねばならなかったのである。

　わたしはＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長であり、菊池たけしは副社長なのだ。




「というわけで菊池さん、いよいよ二〇周年ですよ」

「二〇年かぁ。いろいろありましたねえ───って、社長。これすでに一回やってません？」

「そうです。まず、これまでお世話になったドラゴンブックさんとファミ通文庫さん、ログインテーブルルトークＲＰＧさんから、二〇周年を記念して、せっかくだから何かやりましょうとお話が来まして」

「コンベンションやったり、出しゆつ張ちようＧＭ企き画かくドナドナやったり……」




　二〇周年記念コンベンションは、二〇一三年五月に実じつ施しされた。

　ドナドナについては、本書の帯を見たいただきたい。

　二〇一三年一二月二〇日（金）が応おう募ぼの締しめ切きりである。お忘わすれなく。




「そして、リプレイを出しゆつ版ぱんすることになったわけです。それも二冊さつ」

「嬉うれしいことですな」




　そのリプレイのうちの一冊が本書である。

　もう一冊は、『アリアンロッド×アルシャード コラボ・リプレイ ブルースフィア・デイドリーム』（以下、『デイドリーム』）で、すでに発売されている。

　この二冊はほぼ同時に起こった事じ件けんをあつかっており、関係はあるが、どちらを先に読んでもいいし、片かた方ほうだけ読んでも楽しめるように書かれている。未読の方も安心して読み進めていただきたい。




　ちなみに、この相談をしている時はまだエンターブレインと富ふ士じ見み書しよ房ぼうは別の会社だった。だが、本書が出版ばんされるころにはひとつの会社の中のブランドになっているはずである。

　本書内では、現げん在ざいのブランド名で記き載さいすることにする。




「というわけで、リプレイのタイトルは夢ゆめのような企画ってことで、『デイドリーム』と『ナイトメア』にすることにした」

「で、冒ぼう頭とうはもう一冊の『デイドリーム』と同じことを繰くり返かえしたわけですね（笑）」

「そうそう」

「まぁ、いいんですが……。社長！」

「なに？」

「デイドリーム（白はく昼ちゆう夢む）はいいとして……ナイトメア（悪あく夢む）ってのはどうかと思うんですが？」

「かっこいいでしょ？」

「いや、まぁ、そうですけど……。社長のキャラのナイトメアが登場するんですか？」

「しないよ。だって舞ぶ台たいはアルディオン大陸だもの」

「じゃあ、どうしてナイトメアなんです？」

「だって、メンツを見てよ！　悪夢のようなリプレイになるに決まってるじゃん!!」

「……」

「『デイドリーム』は美人キャラ三人で、絵的にも華はなやかだったけど、こっちは野や郎ろうばっかだよ。悪夢だって」

「女じよ性せいキャラクターはいますよ！」

「でも天と井いの上うえさんだよ？」

「……そう……です……ね」

「菊池さんにも手伝ってもらいますからね!!」

「はい、覚かく悟ごはしてます……」




　と、いうわけでできあがったのが本書である。

　あ、その前にひとつだけ注意を。

　こういう企画なので、他のリプレイのちょっとしたネタバレをしてしまう可か能のう性せいがある。特に、現在まだ進行中の『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ（以下『無印』）については、十一巻かん終しゆう了りよう時点でのアルディオン大陸が本書の舞台となることもあって、ある程てい度どの状じよう況きようを説明してしまうことになる。

　未読のリプレイがある方は、お読みになる順番には気をつけていただきたい。




　では…………悪夢の始まりである。







◆Preplay 02◆そして、選ばれた者たちが集まった




　いよいよ収しゆう録ろく日びがやってきた。

　まずは、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集まったメンバーを紹しよう介かいしましょう。




井上いのうえ・純一じゆんいち

『アルシャードセイヴァーＲＰＧ』（ファミ通文庫）ほか、多数のＴＰＲＧのデザイナーにして、『中国嫁よめ日記』（http://blog.livedoor.jp/keumaya-china/）で知られる漫まん画が家か。

　数多くのリプレイに参加し、非ひ常じように強い印象を与あたえるロールプレイで、「ＧＭ殺ごろし」の名を欲ほしいままにする。多くの人気キャラクターを生み出した。




矢野俊策やの・しゆんさく

『ダブルクロス The 3rd Edition』シリーズのデザイナー。『ダブルクロス』以外にも、『アルシャード』のリプレイ執しつ筆ぴつなどでも活かつ躍やくした。

「王子」「薔薇ばらの公きみ」などと呼よばれ、華か麗れいでクレバーなロールプレイで、多くの人気キャラクターを生み出した。




田中天たなか・たかし

　フリーランスのライター。代表作は、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ』（ドラゴンブック）、『アルシャードセイバーＲＰＧ リプレイ１　ブレイヴ・ニュー・ワールド』（ファミ通文庫）など。

　プレイヤーとしても、自じ由ゆう奔ほん放ぽうで破は天てん荒こうなロールプレイで、数多くのリプレイを盛もり上あげ、多くの人気キャラクターを生み出した。




田中信二たなか・しんじ

　ゲーム制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。〝かわいそうな田中〟、略りやくしてかわたなと呼ばれる。代表作は、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（ドラゴンブック）、『アルシャードセイバーＲＰＧ リプレイ　月明かりのキヲク』（ファミ通文庫）など。

　止まることのない主人公セリフと、ネジの抜ぬけたロールプレイの二刀流で、多くの人気キャラクターを生み出した。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ THE AXLERATION』、

『ブレイド・オブ・アルカナ The 3rd Edition』を世に送り出したデザイナー。リプレイの執筆も行なっており、またＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．デザインのＴＲＰＧのほとんどのプロデュースを手がける。

　ＧＭ担たん当とうにして本リプレイの著ちよ者しや、つまりわたしのことである。




矢野：あのー、社長。最初に言っておきたいんですが……。

ＧＭ：なんです？

矢野：「薔薇の公きみ」などと呼ばれたことはありません（爆ばく笑しよう）。

井上：俺おれも、俺も（笑）。

天：「自由奔放で破天荒」って褒ほめられているのかなぁ？（笑）

かわたな：オレは自分の紹しよう介かい文ぶんを否ひ定ていできない……。

ＧＭ：ああ、すみません。今日はすごいプレイヤーが集まったってのを表ひよう現げんしたかったんで、ちょっと大げさに書いてみました。創そう作さくも多少……。

矢野：ウソはやめてくださいよっ！（笑）

ＧＭ：ほら、こんなにリプレイの人気キャラをいっぱい持っているみなさんが、いったい今日は誰だれをやるんだろう、ってのが最初の盛もり上あがるとこなわけですよ？

天：でも、読者は表紙のイラストとかでももう分かってるんじゃ？

ＧＭ：……ま、ともかく。これから、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．創そう立りつ二〇周年記念リプレイ『アリアンロッド×アルシャード コラボ・リプレイ』の『アリアンロッド』編へんの収しゆう録ろくを始めます。
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矢野：まずは、このリプレイの趣しゆ旨しの説明してもらっていいですか？

ＧＭ：はい。おかげさまでＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．が創立二〇周年を迎むかえましたので、ドラゴンブックの編へん集しゆう部ぶと、ファミ通文庫の編集部と話し合いをして、記念にお祭り企き画かくをやりましょうということになりまして。

天：お祭り！

ＧＭ：そう。そして、ファミ通文庫のリプレイのＰＣを使って『ＡＲ２Ｅ』のリプレイを収録し、ドラゴンブックのリプレイのＰＣを使って『ＡＬ２』のリプレイを収録しようということになりました。

天：両方に出たかったなぁ（笑）。

ＧＭ：せっかくの企画なので、あえてメンバーは被かぶらないようにセッティングしてあります。その方が面白いでしょう？

矢野：こちらは『アリアンロッド』編とのことですが、どの時代の、どの地方が舞ぶ台たいなんでしょう？

ＧＭ：メインとなる舞台は、帝てい紀き八一五年一二月頃ごろのアルディオン大陸です。具体的に言うと、『無印』11巻かんの直後くらいを想定していますが、みなさんは内ない容ようについて知らなくてかまいません。

かわたな：分かりました。

矢野：どうせＰＣたちはアルディオンについて詳くわしく知らないでしょうしね。

ＧＭ：それから、お祭り企画なので、『アリアンロッド』の世界にエンターブレインのキャラクターたちがやってくることになりますが、異い世せ界かいものだからと肩かた肘ひじをはる必要はありません。みなさんが楽しめるやり方で取り組んでいただければけっこうです。

天：ＧＭから、不真面目にやっていいと許きよ可かが出たぞ！

矢野：そうじゃねぇだろっ！

天：ふっふっふ、つまり最終巻手前の『アリアンロッド・サガ』シリーズの舞台を好きに蹂躙できるというわけだな。

矢野：そうじゃねぇよ。ってやめて、俺が困るから（←『無印』のプレイヤー）。

かわたな：オレも困る（←『デスマーチ』の著者）。

ＧＭ：オレも困る（←制作会社の社長）。

井上：困らない我々がっ……！

天：……この世界を破壊するっ！

矢野：それじゃ悪役だろっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：まぁ、そんな感じで、細かいことにはこだわらず気楽にやりましょう。そうでないとシナリオが進まない（笑）。

矢野：どういうことです？

ＧＭ：具体的には、どの世界出身のキャラクターでも会話は通じます。日本語をしゃべっているのでっ!!（一同爆笑）

矢野：分かりました。楽でいいですね（笑）。

ＧＭ：まぁ、運命の女神アリアンロッドの恩おん恵けいだとでも思ってください。あと、それぞれＰＣを演えんじてはいただきますが、プレイヤー自身の知ち識しきも使ってもらってかまわないので。

かわたな：分かりました。

ＧＭ：では、今回予告とハンドアウトを読み上げます。




●今回予告とハンドアウト

　世界のどこかで音がした。

　常じよう識しきの壊こわれる音がした。

　世界の境きよう界かいも、因いん果が律りつすらも崩ほう壊かいしたアルディオン。

　すべてをもとにもどせるのは、異い世せ界かいから召しよう喚かんされた四人の勇者だけだ。




『アリアンロッド×アルシャード』コラボ・リプレイ

「アルディオン・ナイトメア」




　───夢ゆめの向こうに待つものは、いったい何なのか？




井上：ナイトメア！

ＧＭ：ほら、夢のようなコラボ企画なので、夢にちなんだタイトルにしようと思って。

天：で、我われ々われが〝悪あく夢む〟の方なわけですな（笑）。

かわたな：ま、それは…………しかたないかな（まわりを見る）。

ＧＭ：次に、ハンドアウトを配はい布ふします。それと、みなさん『ＡＲ２Ｅ』以外のゲームのキャラクターなので、それを表現するために、オリジナルのライフパスを作ってきました。それも一いつ緒しよに紹介いたしましょう。




▼矢野俊策用ハンドアウト

コネクション：アンゼロット　　　関係：救出

　キミはファー・ジ・アースのウィザード、柊蓮司ひいらぎ・れんじだ。

　第一世界での壮そう大だいな戦いを終えたキミは、次なるアンゼロットの命により第三世界へとたどりついた。

　……と、思っていた。

　だが、どうやらそれは間ま違ちがいだったようだ。

　しかも、アンゼロットはキミの目の前で何者かにさらわれてしまう。

　いったいどういうわけだ？

　真相を突つき止とめ、世界の危き機きを救い、そして、最終的にはブルースフィアへ、いや違ちがった、ファー・ジ・アースへ帰るため、キミは探たん索さくを開始した。




ＧＭ：まずは、矢野くん。菊きく池ちたけしデザインのゲーム代表として、『ナイトウィザード The 2nd Edition』『セブン＝フォートレス　メビウス』の柊蓮司を演じていただきます。




　各ＰＣの出身ゲームについては、巻かん末まつに解説コラムをもうけた。

　知識のない読者の方は、そちらをちょっと見ていただけると、読みやすいだろう。




〝真昼の月〟アンゼロット

『ＮＷ２』に出てくるＮＰＣ。

　世界の守しゆ護ご者しやであり、多くのウィザードたちに任にん務むを課すのが役やく割わりだ。なお、アニメ・ドラマＣＤなどで彼かの女じよを担当しているのは、声せい優ゆうの小暮英麻こぐれ・えまである。
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矢野：今回、どの時間軸じくの柊蓮司をやるのかと思っていたら……。

ＧＭ：はい。今年春に発売されたばかりの『セブン＝フォートレス　リプレイ　シェローティアの空くう砦さい』（ファミ通文庫）の最終回を迎むかえたあとになります。

天：柊が帰るべき場所はファー・ジ・アースであって、ブルースフィアではないと思うんだが（笑）。




　ファー・ジ・アースとは、『ＮＷ２』の舞台。現げん在ざいの地球によく似にた世界である。

　ブルースフィアとは、『ＡＬ２』の舞台。現在の地球によく似た世界である。

　たまに…………間ま違ちがえる。




ＧＭ：間ま違ちがって書いてしまったんですが、面白いからそのままでいいかなと思いまして、残してあります（一同笑）。

井上：それにしても、アンゼロットがさらわれるだって!?　よりにもよって、あの女が!?（笑）

矢野：とっても彼女自身の自作自じ演えんっぽくて、疑ぎ念ねんを抱いだいてしまう（笑）。

天：たしかに、超ちようマッチポンプくさい（笑）。

ＧＭ：柊蓮司用のライフパスはこれです。




▼『ＮＷ２』用ライフパス

●出自：夜闇の魔術師ナイトウイザード

　あなたは第八世界ファー・ジ・アースで、世界を人知れず守る者──ナイトウィザードである。一いつ般ぱんスキル《プラーナ》を取得する。
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矢野：プラーナを使って判定をして、ファンブルした場合は、プラーナが差さし戻もどしか。これは強い！（笑）

天：落下によるダメージを受けないのも、けっこう強いと思う。

かわたな：ダンジョンアタックする時には、有ゆう効こうそうだね。

ＧＭ：では、次いきましょう。




▼井上純一用ハンドアウト

コネクション：平和な生活　　　関係：憧しよう憬けい

　キミは魔ま界かいの超ちよう技ぎ術じゆつが生み出した万ばん能のう潜せん水すい艦かんリヴァイアサンの人型コントロールユニット、〝地じ獄ごくの大たい尉い〟レヴィヤたんだ。

　キミはいつものようにだらだらと毎日を過すごしていたが、ハッと気がつくと見知らぬ土地にいた。

　ここではプラモもアニメもいっさい存そん在ざいしない。だらだらと毎日を過すごすこともできない。

　なんとしても元の世界に帰らなくては。

　抜ばつ錨びよう！　第一、第二エンジン始動！　出航の時間だ!!




ＧＭ：次。井上純一デザインのゲーム代表として、『ビーストバインド・トリニティ』（以下、『ＢＢＴ』）のレヴィヤたんを、井上さん自身に演じていただきます。

井上：まさか、もう一度レヴィヤたんを演えんじることになろうとは（笑）。

ＧＭ：って、二度目以い降こう、毎回言ってるでしょ？

井上：そうかも（笑）。

ＧＭ：井上さんはたくさん人気キャラいるんですが、やはりご自分のゲームのキャラをやってほしかったので、その中で一番繰くり返かえし登場しているレヴィヤたんでお願いしました。

かわたな：それだけ、人気あるってことだね（笑）。

ＧＭ：そんな、レヴィヤたんがなぜにか異世界に召喚されてしまうわけです。

天：アルディオン大陸には、プラモもアニメもない。あれ、これってもしかして……。

井上：レヴィヤたんにとっては地獄！　何としてでも元の世界に帰るであります！（笑）

ＧＭ：レヴィヤたん用のライフパスはこれ。




▼『ＢＢＴ』用ライフパス

●出自：半はん魔ま

　あなたは人と魔ま物ものの狭はざ間まで生きるもの、半魔である。一般スキル《アガペー》を取得する。
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井上：「愛」と書いて「アガペー」と読むんだけど。スキルは《アガペー》なのね？

ＧＭ：『ＡＲ２Ｅ』のスキル名は、基き本ほん的てきにカタカナなので、その法則に従したがいました。

柊：なるほど！

井上：絆をそろえなくても〝愛〟になる！　便利！　……でも、効果自体はただのフェイトじゃないか（笑）。

ＧＭ：でも、５回まで、ＰＣ、ＮＰＣ問わず、コネクションを得ることができますよ。

天：誰とでもアモーレできますよ！　敵てきと出会った瞬しゆん間かんに「あなたは……兄さん!?」とかできますよ！（笑）

柊：そんなのやるのは、お前だけだろ（笑）。

井上：それは素す晴ばらしい！（一同爆笑）

天：オレだけじゃないみたいだよ？

ＧＭ：はいはい、次いきましょ。




▼田中信二用ハンドアウト

コネクション：真しん教きよう浄じよう化か派は　　　関係：宿しゆく敵てき

　キミは〝火星から来た男〟カーロス・マウリシオ・ダ・シルバだ。

　宿敵、真教浄化派のテロリストどもの陰いん謀ぼうを潰つぶすために、今日も大だい活かつ躍やくだ。

　だが、脱出エクソダスのついでにちょっと行いき過すぎてしまい、見み慣なれぬ場所に来てしまった。どうやら、ここはトーキョーＮ◎ＶＡではない、もちろん生まれ故こ郷きようの火星でもない、───異世界のようだ。

　だが、こんなことは火星じゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。どこにいようと、真教浄化派を追うまでだ。

　ところで、ここではキミは、〝火星から来た男〟なんだろうか、それとも〝トーキョーＮ◎ＶＡから来た男〟なんだろうか？




真教浄化派

『ＴＮＸ』における敵の組そ織しきのひとつ。世界中から恐おそれられている、過か激げきなテロ集しゆう団だんである。すべてを氷に閉とざし、生命を根こん絶ぜつすることで救われると信じている。

　……アルディオンの元もと統一帝アルドワルダ様とは、相あい性しよう良さそうですね？




ＧＭ：鈴吹太郎デザインゲーム代表として、かわたなには『ＴＮＸ』のカーロス・マウリシオ・ダ・シルバを演じてもらいます。

かわたな：まさか、このオレが『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ、いや社長ゲームの代表になるとは！

ＧＭ：わたしのゲームのリプレイは、プレイヤー名公開してないから、選せん択たく肢しが少なくてなぁ（笑）。

井上：なるほど！

ＧＭ：で、ひとつ悲しいお知らせがあるんだ、かわたな。

かわたな：？

ＧＭ：『ＴＮＸ』ではな、カーロスはスタイルが変わって、カゼじゃなくなるんだ。

かわたな：なんですとっ!?




　収録の時点では、まだ『ＴＮＸ』は発売されていない。制せい作さくの途と中ちゆうであった。

　ちなみに、スタイルというのは『ＴＮＸ』におけるクラスのようなものである。




ＧＭ：今回は、前の版はんと『ＴＮＸ』の間の空白の期間のどこかのカーロスってことで、カゼでやってくれ。

かわたな：そして、人生最後の脱出エクソダスで、行き過すぎちゃうわけか（一同爆笑）。

天：（ハンドアウトを覗のぞき込こんで）カーロス、行いき過すぎたにしては、ずいぶんと遠くまで来ちまってるじゃねぇか！　世界の壁かべを越こえちまってるだろ！（笑）

矢野：しかも、ハンドアウトの最後、ＧＭからの問いかけで終わってるし……（笑）。

かわたな：どこにいようと、カーロスのハンドルは〝火星から来た男〟でしょう？

ＧＭ：問題は、『ＡＲ２Ｅ』の世界に、火星という惑わく星せいが存在しているのかということで……（一同笑）。

矢野：大だい丈じよう夫ぶ。カーロスが火星話を持ち出したら、柊とレヴィヤたんがツッコミを入れます（笑）。

天：シェルリィはブルースフィアに行ったことがあるから、火星の存在を知っているよ。問題なし！

井上：どちらにしろ、ＰＣ以外からはツッコミを入れてもらえそうにない事実には変わりない（笑）。

かわたな：でも、今回のセッションで神業使えるのかな？

ＧＭ：大丈夫。これがキミのライフパスだ！




▼『ＴＮＸ』用ライフパス

●出自：ニューロエイジ

　あなたはニューロエイジでスタイルを貫つらぬいて生きるものである。一般スキル《カミワザ》を取得する。
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井上：望む効果が得られるって……《カミワザ》の効果、強いじゃないですか！

ＧＭ：１シナリオで３回まで、ＧＭが認みとめる範はん囲いで、超ちよう人じん的てきなことができます。

かわたな：これは強いなぁ（笑）。

井上：ちょっと！　ずるいですよ！（笑）

ＧＭ：なんか思ったより、オリジナルのライフパスが好こう評ひようで嬉うれしいです（笑）。シャレで作ったので、もっと「使えねー」って反はん応のうされると思ってた。

天：カーロスのスタイルって何でしたっけ？

かわたな：レッガー、フェイト、カゼ。




　レッガーは、ヤクザやギャング、マフィアなど、犯はん罪ざい結社の構こう成せい員いん。フェイトは、探たん偵てい。カゼは、ドライバー、運び屋、ゾク、逃にがし屋などをそれぞれ表わしている。

　そのスタイルが使える神業は、「真実を聞き出す」「不ふ祥しよう事じを揉もみ消す」「好きな場所に移い動どうする」である。




井上：全然戦闘の役に立たないじゃん！（笑）

ＧＭ：そもそも「ラウンド進行中には使えない」って書いてあるでしょ。キャラ演えん出しゆつが目的の一般スキルなんですから。効果はあくまでもＧＭが認める範囲です。

矢野：ま、戦闘に使えないから弱い、ってわけじゃないから（笑）。

ＧＭ：じゃ、最後いきましょう。




▼田中天用ハンドアウト

コネクション：奈な落らく　　　関係：宿敵

　キミは対たい奈な落らく組織エクスカリバーの導どう師し〝青の〟シェルリィだ。

　今日も今日とて、奈落を狩かる毎日を過ごすうちに、なんとなく世界の壁を越えてしまった。

　まぁ、こんなことはよくあることなのだが、今回はどうも様子が違ちがう。あり得ないことに、１レベルとなってしまったのだ。

　おかしい、最低でも３レベルのはずだ。エキストラってわけでもない。

　キミは、この謎なぞを解とくために、この見たこともない世界で探索を始めた。




奈落

『ＡＬ２』での敵存在。世界を形作るマナを貪むさぼり、奈落に同化させてしまう。




対奈落組織エクスカリバー

『ＡＬ２』において、奈落の脅きよう威いに立ち向かうために作られた秘ひ密みつ結社である。




天：素す敵てきなハンドアウトですね！　シリアスに真面目なことをさせるつもりがないのが、ひしひしと伝わってきますよ！（笑）

ＧＭ：シリアスに真面目なことをさせようったって、無む駄だだからな（一同爆笑）。

矢野：自分のレベルまで認にん識しきしだすとか、どうやって謎を解くつもりだ？

天：きっとセッション中に、シェルリィは田中天というプレイヤーについて認識をしはじめるのだ。そして……。

かわたな：待て待て。そもそも、シェルリィはＮＰＣだったはずだぞ！（笑）

天：そういえば、『ＡＬ２』版ばんのシェルリィであるという認識でいいんでしょうか？

ＧＭ：シェルリィはラグナロクの前、前ぜん版はんのシェルリィです（きっぱり）。

天：なんで!?　ホワーイ!?

ＧＭ：『ＡＬ２』のシェルリィはＮＰＣだろ。天が好き放題やったシェルリィは、前版とともにラグナロクの渦うずに消え去るんだよっ！

天：そんなぁ、最さい新しん版ばんがいいのにぃ。

ＧＭ：「のにぃ」じゃねぇっ！　今回の企画を聞いて、『ＡＬ２』のスタッフが「せっかく『ＡＬ２』になって、綺き麗れいなシェルリィが戻ってきたのに、また田中天版シェルリィに逆ぎやく戻もどりですか」とションボリしてるんだよ（一同爆笑）。

天：ちょっと待て！　俺、今からアルシャードスタッフ陣じんを説得してくるから！（笑）

矢野：やめんか（笑）。

かわたな：逆ぎやくに考えるんだ。「今日は、好き放題やっていい」と。

天：ピコーン！

ＧＭ：ということで、キミのライフパスだ。




▼『ＡＬ２』用ライフパス

●出自：探求者クエスター

　あなたはシャードに選ばれた戦士──クエスターである。一般スキル《シャード》を取得する。
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井上：おお、ちゃんとシャードを所持してるんだな！　空も飛べる。

天：でも、加か護ごについて言げん及きゆうされてない……。




加護

『ＡＬ２』において、シャードから提てい供きようされる、クエスターの持つ神の力のことである。




ＧＭ：加護はありません。

天：ふっふっふ、ＧＭの本心はわかってますよ。

ＧＭ：？

矢野：なにを言っているんだ、お前は？

天：バーン（一いち枚まいのキャラクターシートを取り出す）。これを見ろぉぉ！　リプレイで使った、ＰＣ版シェルリィのキャラクターシートだぁぁぁ!!

矢野：なんでそんなものを？

天：夢の企画でしょ？　ナイトメア？　つまり〝夢む幻げんのきらめき〟ってことだぁ！　だからね、必ずこれが必要になるんだよぉ。

ＧＭ：おい（笑）。

天：クライマックスで追おい詰つめられるわけですよ。そしてピンチに立たされたオレが呟つぶやく「あぁ、加護が使えたらなぁ」って。するとＧＭはニコニコしながらこう言うわけですよ。「使えますよ」って！




夢幻のきらめき

　二十年ほど前の話である。とある雑ざつ誌しの連れん載さい企画のことだ。

　毎回違うゲームで読者参加のリプレイを記事にして、最終回はそれまでのゲームのキャラクターを一堂に集めてセッションを行なった。

　今回の企画のように、違うゲームのキャラクターをひとつのシステムにコンバートして、セッションを行なったのだが、そのクライマックスに田中天が言ったとおりのことが起きたのだ。

　ＰＣ全員が出身ゲームのリソースを好き放題使った、混こん沌とんとした展開になったことは言うまでもない。

　ちなみに、著者の鈴吹太郎とプレイヤーの田中信二の両方が、この連載で初リプレイを執筆していることは、あまり知られていない。




ＧＭ：認みとめたくないものだな、若わかさ故の…………。

かわたな：夢幻のきらめきかぁ……なにもかも懐なつかしい。

井上：あれはすごかったなぁ（笑）。

天：その時のために、元のキャラシートがいるわけよ。サクセサーだから、加護もいっぱい、準じゆん備びは万ばん端たん！

矢野：そんなこと、するわけないだろっ！

天：え──っ。

矢野：そのためにわざわざオリジナルのライフパスがあるんだろうが。今日は『ＡＲ２Ｅ』をやるのっ！　しかも１レベル!!　加護はないのっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ありがとう矢野くん（笑）。そのとおりだ、加護は使えない。

天：しょうがないな。フェイトを使う時に、「これが加護だ」と言いい張はろう（笑）。

ＧＭ：その代わり、ラウンド進行中以外では、飛行状態になれるので、データとして十分に強いよ。

かわたな：ああ、埋うめ込こみ型のトラップとかはスルーできるから……。

天：シーンに登場する時に使用して、ふわふわ浮ういてイイ気になる。それで十分だ（笑）。




●ＰＣの作成

ＧＭ：というわけで、みなさんは、さまざまな理由により、アルディオン大陸へとやって来るので、キャラクターを『ＡＲ２Ｅ』の１レベルキャラクターにコンバートしてもらいます。

天：レベルが１に下がってしまう！（笑）

ＧＭ：ただし、それぞれのキャラクターを完全再さい現げんするのは難むずかしいでしょうから、アイテムに関しては、相当品のような演出をすることを許可します。

矢野：スーツアーマーを呪じゆ練れん制せい服ふくだと言ってもいいということですか？

ＧＭ：そうです。

井上：じゃあ、マジックスタッフを買って、「レヴィヤたんはプラモデルを持っている」と演出してもいいの？

ＧＭ：ええ。演出は自由にしていいですよ。キャラクターの再さい現げん度どを優ゆう先せんするあまりに、データ的に弱くなってしまっては、納なつ得とくいかないでしょう？（笑）

天：もちろん！（笑）

ＧＭ：では、このオリジナルライフパスを使用して、キャラクターメイキングをしてください。

一同：はい！




＊　＊　＊




ＧＭ：キャラクターメイキングが終了しましたね？　では、データを交えつつ、ＰＣの自じ己こ紹しよう介かいをお願いします。まずは、柊蓮司から。




▼柊蓮司───矢野俊策

矢野（以下、柊）：はい。『ナイトウィザード　The 2nd Edition』の柊蓮司です。もともとはファー・ジ・アース出身です。

ＧＭ：柊はゲーマーズ・フィールドに掲けい載さいされたリプレイ『星を継つぐ者』が初出なんだよね。

柊：はい。それからいろいろあって、最終的にはラース＝フェリアにまで行くハメに（笑）。

かわたな：そして今度は、アルディオンへとやって来る、という（笑）。

天：あっちこっちの世界に行き過ぎて、柊はもうどんな世界に連れて来られても、驚おどろきもしないだろ。

柊：いや、さすがに驚きはする。ただ、異世界へ適てき応おうしていく能力が上がっていっているだけ（笑）。

かわたな：レベルが下がるのにも慣なれてるし（笑）。

柊：慣れたくないけどね！　……ともかく、菊池さんが二二年に亘わたってやってきたキャンペーンの終わりに立ち会って、ラース＝フェリアを救ってきました。

天：そしてその直後に、アルディオンへと飛ばされたと（笑）。

柊：そのようです（笑）。そして、アンゼロットがさらわれてしまうらしいので、行方ゆくえを追います。あんなものをアルディオンに置いていくわけにはいかない！

天：偉えらいな。アンゼロットを置いて帰れば、柊は自由の身になれるのに（笑）。

柊：柊オレは自由になっても、柊オレが酷ひどい目に遭あうだけだろ！（笑）

ＧＭ：結局、矢野くんに問題が降ふりかかってくることには変わりが無い（笑）。

天：もし、柊とアルが出会ったらどうなるの？

柊：合体するか、消しよう滅めつする（笑）。

ＧＭ：あらかじめ言っておきますが、『アリアンロッド×アルシャード　コラボ・リプレイ』の『アルシャード』編の都合により、今回、ピアニィは出てきません（一同笑）。それ以外のキャラクターならば、それなりに会えます。
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天：よかったな！　アルには会えそうだぞ！

柊：面めん倒どうなことになるから会うつもりはないってば！（笑）

ＧＭ：そろそろ、データについての説明をお願いします。

柊：メインクラスはウォーリア、サポートクラスはサロゲートです。

井上：サロゲートって何だっけ？

柊：神具を模もした召喚具を操あやつるクラスです。召喚具が俺の魔ま剣けん……というか箒ほうきだと言いい張はる感じです（笑）。




箒

『ＮＷ２』において、ウィザードたちの中でメジャーな乗り物。科学と錬れん金きん術じゆつを取とり込こみ、強力な兵器として使用できるものもある。柊は剣タイプの箒を所持し、自分の魔剣としている。




ＧＭ：ちなみに、アルディオンではあまり知られていないクラスです。柊が魔剣を呼よび出だすと、驚おどろかれるでしょうね。

柊：召喚具を持っていると飛行状態になれる《ホーリーフェザー》、召喚具を呼び出して装そう備びできる《ディバインコール》を取得しましたので、性せい能のうもほぼ魔剣と変わらない。召喚する際さいにＭＰが必要になったくらいの差しかないです。

ＧＭ：アルディオンに来る前に柊がどうしていたかは、『シェローティアの空くう砦さい』を参照と言うことで。
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▼レヴィヤたん───井上純一

井上（以下、レヴィ）：小官、『ＢＢＴ』からやって来ました、万能潜水艦リヴァイアサンことレヴィヤたんであります！

ＧＭ：レヴィヤたんの初出は、『ビーストバインド　New Testament　ビーストバインド　エヴァンジェル』（ゲーム・フィールド）に収録されたリプレイ『別れの日は過ぎて──』なんだよね。

天：ＰＣ①は社長！　ＧＭ兼けん著者は俺！　俺の初はつ執しつ筆ぴつリプレイのＰＣのひとりが、レヴィヤたん！

ＧＭ：最近だと『ＢＢＴ　リプレイ　魔ま王おう再さい誕たん』に出てますね。

柊：それにしても、なんでレヴィヤたんがアルディオン大陸に？

レヴィ：『ビーストバインド』は、他のルールのＴＲＰＧのデータを『ビーストバインド』用にコンバートするということを積極的にやってきたゲームなので、このリプレイにレヴィヤたんが登場するのは当然なのであります！

柊：理由になっているような、なってないような（笑）。……つまり、俺はレヴィヤたんと、蟹かにアーマーの話とかができるのか？

レヴィ：もちろんであります！　小官からすれば「ああ、『セブン＝フォートレス』のドミニオンからやって来たでありますな？」くらいの気持ちであります！（笑）




ドミニオン

『ＢＢＴ』において、強すぎるエゴによって生まれる、もうひとつの新たな世界のことを指す。




かわたな：じゃあ、アルディオンに飛ばされても……。

レヴィ：「またどこかのドミニオンに入はいり込こんでしまったようでありますな」と思うだけであります。とくに驚おどろいたりはしなであります。

ＧＭ：では、レヴィヤたん、データの紹介をお願いします。

レヴィ：メインクラスがメイジ、サポートクラスがサモナーであります。

かわたな：召喚士ですか。

レヴィ：そう。小官は《サモン・リヴァイアサン》を使って、万能潜水艦リヴァイアサンを召喚するであります！　次元潜せん航こう艇ていなので、アルディオンにも召喚可能なのであります（笑）。

かわたな：なるほど（笑）。

レヴィ：基本的には《サモン・リヴァイアサン》で無む属ぞく性せいの魔法ダメージを与えるであります。《アニマルパクト》もあるので、シナリオに１回だけ、場面（選せん択たく）にダメージをばらまくこともできるであります。

天：レヴィヤたんにとっては、フェイトじゃなくて、〝愛アガペー〟なんですよね？

レヴィ：そう。アルディオンでは、愛は有ゆう限げんのようであります！（笑）

ＧＭ：具体的には愛は５つまで（笑）。

レヴィ：それから、アルディオンでは魔ま獣じゆう化かできないようでありますが、《サモン・リヴァイアサン》で潜水艦を呼び出せるので、何ら問題ないであります。

ＧＭ：では、レヴィヤたんの紹介は以上。次はカーロス。
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▼カーロス・マウリシオ・ダ・シルバ───田中信二

かわたな（以下、カーロス）：『ＴＮＸ』のカーロス・マウリシオ・ダ・シルバだ。

ＧＭ：初出は『トーキョーＮ◎ＶＡ　The Revolution　トータルエクリプス』（ゲーム・フィールド）だね。

レヴィ：今日のＰＣの中で、カーロスが一番の古参でありますな。

カーロス：真教浄化派という宗しゆう教きよう的てきテロリストと延えん々えんと戦い続けている、トラブルシューターさ。

天：惚ほれた女の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされたから、真教浄化派と敵てき対たいしてるんですよね！

カーロス：その辺はリプレイやシナリオとかを読んだ人たちの想そう像ぞうにお任まかせするよ。口くち癖ぐせは「ハッ。そんなのは火星じゃ日常茶飯事さ」だ。

ＧＭ：では、カーロス、データの紹介をお願いします。

カーロス：スタイルをできるだけ再現しようと思って、メインクラスをシーフ、サポートクラスをバートルにした。

ＧＭ：裏うら社会で生きる犯はん罪ざい者しやであるレッガーを表現するためにシーフ、運び屋であるカゼを表現するためにバートルを選んだんですね？

カーロス：そう。バートルは竜りゆうに乗る騎き兵へいを表わすクラスなんだが、俺の場合、その竜はバイク！

ＧＭ：カーロスはバイク乗りだけど、アルディオンの人から見ると、「あれが噂うわさのバートルですか」ってなる。鉄の竜だね（笑）。

天：カーロスが痛いたい人にしか見えない（笑）。

カーロス：《ライドファイト》を取得したので、騎き乗じよう状態になると命中やダメージにボーナスがつく。だから、バイクからは極力降おりないことにする（笑）。

ＧＭ：実は、『ＴＮＸ』にも《ライドファイト》というスタイル技ぎ能のうがあります。

カーロス：そう。名前が同じだったので、取らねばならないという気になった（笑）。それから、武ぶ器きはマスケットを取得した。これがマシンガンという演出。

柊：アルケミストでないのに、マスケットを取得したんですか？

カーロス：種族はヒューリンなのだが、《ハーフブラッド》でネヴァーフハーフだったことにして、そこから《マスターハンド》で《ガンスミス》を取得したんだ。

柊：なるほど。カーロスを再現するためにがんばったんですね。
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▼〝青の〟シェルリィ───田中天

天（以下、シェルリィ）：わしは〝青の〟シェルリィ。『ＡＬ２』の世界からやってきた……と思いきや、旧きゆう版はん時代のわしだそうだ（一同笑）。

ＧＭ：お祭り企画なので、あんまりこだわらないで（笑）。

シェルリィ：ともかく、対奈落組織〝エクスカリバー〟の導師として、さまざまなクエスターを導みちびいてきたのじゃ。

レヴィ：シェルリィはアルディオンに来て、どんなデータになったでありますか？

シェルリィ：柊がウォーリア、レヴィヤたんがメイジ、カーロスがシーフになったので……わしはアコライトを担当することにしたのじゃ（一同笑）。

レヴィ：なんてメタな思考！（笑）

シェルリィ：メインクラスはアコライト、サポートクラスはファランクスにしたのじゃ。

ＧＭ：アコライト／ファランクスということは、固い鎧よろいを着た司祭ということになりますが……。

レヴィ：シェルリィのイメージとはかけ離はなれている気がするであります。

シェルリィ：そんなことはない。シェルリィは護ご衛えい用のヴァルキリーを連れていて、こいつがわしを守ってくれているのじゃ（一同笑）。

レヴィ：（キャラクターシートを覗のぞき込んで）あっ！　種族がエクスマキナになってる！

カーロス：古代人が造つくりあげた人じん造ぞう人間だから、自じ我がと意い志しを持ったエクスマキナで表現したってわけか。

シェルリィ：そうそう。再現度、高いじゃろう？

レヴィ：じゃあ、このデータはシェルリィのではないじゃないか！（笑）

シェルリィ：そう。そして、このヴァルキリーはヴィオレットにしようかと思ったんですが……。




ヴィオレット

『アルシャードffリプレイ　オーディンの槍やり』などに登場している、ヴァルキリー。プレイヤーは井上純一。

　シナリオに関係ない冗じよう談だんをいい続けて、セッションの進行を破は壊かいする、まさに〝ＧＭ殺し〟のキャラクターである。

[image: ]




柊：話が進まなくなるぞ！（笑）

レヴィ：ややこしいことになるからやめろっ！（笑）

ＧＭ：うーむ、たしかにヴィオレットは危険だな。井上さん本人も言ってるし……。

カーロス：ヴィオレットの破壊力は、トラウマになりそうなほどだったから（笑）。

レヴィ：今日のメンツは、みんな直接見ているのか（笑）。

シェルリィ：っていうか、あの時と同じじゃね？

一同：おーっ。

柊：正確には、オレと社長は交代してるけど。

ＧＭ：長くやってると、こんなこともあるもんだねぇ（しみじみ）。




『アルシャードffリプレイ　オーディンの槍』（ファミ通文庫）

　ＧＭ・執筆は菊池たけし。第一話のプレイヤーが、かわたな、井上、天、鈴吹。第二話が、かわたな、井上、天、矢野である。

　井上さんは、両方でヴィオレットを怪演し、参加者の心に消えないトラウマ……じゃなくて、思い出を作ったのだ。




シェルリィ：よし、わかった。アルディオン大陸に来た時に、音声機き能のうが壊こわれてしゃべれなくなればいいんじゃな。

レヴィ：適てき当とうだな、おい！（笑）

シェルリィ：（無む視しして）わしは《プロテクション》でダメージを軽けい減げんしたり、《ヒール》で【ＨＰ】を回かい復ふくさせたり、《カバーリング》で誰だれかをかばったりするのじゃ。

レヴィ：昔は攻こう撃げき力りよくを誇ほこっていたのに、どうして防ぼう御ぎよ系けいに……？

シェルリィ：アルディオンへと来る最中に、戦せん闘とう力が削そげてしまったのじゃ（きっぱり）。どうせ普ふ段だんから、クエスターを見み繕つくろっては仕事を割わり振ふってるんだから、戦闘力なんかなくてもよかろう（一同笑）。

カーロス：ひ、ひどい……（笑）。

シェルリィ：わしの懸け念ねん事じ項こうは、なぜわしが１レベルになってしまったのかということじゃ。この謎は解とかねばなるまい。

ＧＭ：奈落と謎を追い、シェルリィはアルディオンを彷徨さまよう……と言う感じですね。
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ＧＭ：さて。ＰＣの自己紹介も終わりましたし、ＰＣ間コネクションの取得……といいたいところですが。

柊：？

ＧＭ：今回は、ＰＣ間コネクションは取得しないことにします。

レヴィ：えっ!?　何で!?

ＧＭ：何度も考えたんですが、みなさんが知り合いになるチャンスがあるわけがないと結けつ論ろんづけました。だから、ＰＣ間コネクションはなしです。

柊：そう言われると、納得する。

ＧＭ：ただひとつ、問題があるんです。

柊：何でしょう？

ＧＭ：……みなさんが出会ったとしても、ギルドを結成する理由がないのです（一同笑）。

レヴィ：でも、ギルドを組んだ方が、データ的においしいですよね？

ＧＭ：はい。そのため、ＧＭとしてもギルドを組んでいただきたいのですが……ＰＣ同士が知り合いではないので、どうしようかと思いまして。

カーロス：ギルドサポートが必要になったら、その時点でギルドを組む理由を考えるってことにして、ギルドを組む理由は保ほ留りゆう……ではダメ？

ＧＭ：そうですね。今回のシナリオでは、クライマックスフェイズになるまでギルドサポートは必要にならないはずですし。

柊：では、とりあえず、先にギルドサポートだけ決めちゃいましょう（笑）。

ＧＭ：分かりました。

柊：《蘇そ生せい》か《祝福》ってところですよね。

シェルリィ：１レベルだから、取得できるギルドサポートも限かぎられてるし、《蘇生》でいいと思う。

レヴィ：ギルドリーダーとか、ギルド名とか、その辺は……？

ＧＭ：その辺は、ギルドを組む時点で決めることにしましょう。それでは、プリプレイを終了して、オープニングフェイズに移うつりましょう。
















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆　柊ひいらぎの場合～〝第三世界〟エル・ネイシア




　柊蓮れん司じは、海うみ辺べに倒たおれていた。

　第一世界ラース=フェリアでの戦いを終えた彼かれは、かの世界の運命のすべてを仲間に託たくし、そして次元の狭はざ間まに呑み込まれた。

　亜あ空くう間かんを漂ただよい……たどりついた先が、その海辺だった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。まず最初に、ゲストを呼よびしましょう。

シェルリィ：ゲスト？

ＧＭ：はい。今回のセッションは、サブＧＭとして───。

きくたけ：（会議室のドアを開けて入ってくる）どうも、菊きく池ちたけしです（一同笑）。

柊：サブＧＭってなにをするんですか……（笑）。

ＧＭ：今回、菊池さんにはＮＰＣの演えん出しゆつなどを手伝ってもらうことになります。なにせ、菊池さん関連のキャラクターがいっぱいいるので（笑）。

シェルリィ：おお、なるほど！

きくたけ：うひひ、そういうことなんで、よろしく！

一同：は～い！

柊：もうすでに嫌いやな予感しかしない……（笑）。

ＧＭ：では、オープニングフェイズの最初は、柊蓮司のシーンからです。

柊：はい。やっぱり『シェローティアの空くう砦さい』のエンディングの続きですか？

ＧＭ：そうです。柊はラース＝フェリアで宿しゆく敵てきエンダースと戦いのあと、次元の狭間に呑み込まれ、亜空間を漂い……気づいたら、どこかの海辺に倒れていました。

柊：はい。たしか、第三世界エル＝ネイシアの浜はま辺べでしたよね。




第三世界エル・ネイシア

　読者参加ゲーム『超ちよう女じよ王おう様さま伝説 セント★プリンセス』の舞ぶ台たい。『プリンセス聖姫（セント）』と、その下げ僕ぼくのみが存そん在ざいする世界である。




柊：ともかく……「ザーフィがやったことを真似まねて上手うまくいくか不安だったが、どうやら成功したみたいだな」と呟つぶやく。圧あつ縮しゆくされた空間で月げつ匣こうを展てん開かいして戦うと、違ちがう世界に飛ばされる……というのは、ザーフィのやったことを真似ただけなので。

きくたけ：あれ、そんな設せつ定ていだったっけ（笑）。




ザーフィ

『セブン＝フォートレス　リプレイ　フォーラの森しん砦さい』などに登場するＰＣ。腕うでの立つ騎き士しだが、女癖ぐせが悪い。プレイヤーは遠藤卓司えんどう・たくじ。
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ＧＭ：なるほど。だが、空の青さ、吹ふく風の匂におい、すべてが柊が知っているものとは違う。遠くから、耳みみ慣なれない言葉をしゃべっている声が聞こえてくる。

柊：ふむ……。とりあえず、立ち上がろう。

ＧＭ：そうすると、ふいに背はい後ごから〝さくっ、さくっ〟っと砂すなを踏ふみしめる足音が聞こえて───アンゼロットがやって来ます。はい、菊池さん。

きくたけ：（アンゼロットになってなぜか超ちよう笑え顔がおで）「……お疲つかれ様さまでした、柊さん。今は、その身体を休めることだけを考えてください」

柊：ここ、ファー・ジ・アースじゃねぇんだろ？　だったら、休んでもいられねぇっての！（笑）　俺おれは早く、元の世界に帰りたいんだよ！

きくたけ：「焦あせる気持ちはわかります。……それなら、一いつ緒しよに行きましょう。あなたががんばるほど、帰き還かんの日も早まるというものですよ？　ふふふ」

シェルリィ：なんだその笑みは……（笑）。

柊：じゃあ、舌した打うちして、アンゼロットと一緒に行こうとする。

きくたけ：「あら、実に素す直なおですね。よい心がけです。それだけ前向きなら、きっとすぐに役目を果たし、元の世界へと飛んでいけることでしょう」

柊：い、いや、別に飛んで帰るつもりは……。

ＧＭ：と、その時です。突とつ然ぜん、アンゼロットの背はい後ごの空間にしみ出した黒い影かげが、彼かの女じよを捕とらえました。そして、アンゼロットはそのまま上空へと飛び去ります。

きくたけ：「あーれー……ひいらぎさあん……っ!?」

柊：って、お前ひとりで飛んでいってどーするんだよっ!?（笑）

きくたけ：……社長、アンゼロットが「飛び去った」というよりは、「連れ去られた」と表ひよう現げんするのがいいのではないでしょうか。

一同：連れ去られたっ!?

柊：だ、誰だれがなんの目的であんな物体を……っ!?

きくたけ：ひどいこと言うなよっ!?

ＧＭ：アンゼロットが、黒い靄もやのようなものに捕らわれています。それが何であるか、キミにはよく分からない。ただ、侵しん魔まや冥めい魔まとは違うようだとは理り解かいできる。

きくたけ：「あーれーたーすけーてー……！」

シェルリィ：……ア、アンゼロット。抵てい抗こうはせぬのか？

ＧＭ：「あーれー……って、あ。わたくし、エキストラなので何も抵抗できないのです。ですので、たーすーけて～」（一同大だい爆ばく笑しよう）

柊：お前、さらわれる気満々だろうっ!?（大爆笑）

きくたけ：「まさか、そんなことは。でも、私わたしは今回のシナリオのヒロイン……っ、ヒロインですのよ!?　ヒロインは大事な場面でさらわれないと……っ!?」

一同：お前がヒロインかよっ!?

シェルリィ：くっ、アンゼロットめ……やる気を萎なえさせる力は一流じゃな……。

柊：つか、喜んでさらわれてるようにしか見えねえよっ!?　ちっとは抵抗くらいしてみせようよっ!?（笑）

きくたけ：その言葉に、彼女は「ちっ」と笑顔で舌打ちし──「仕方ありませんわね。この私がこのようなザコにさらわれるわけがないでしょう」とぶつぶつ言いながら……〝どんっ！〟　全身からプラーナを解かい放ほう、それが衝しよう撃げき波はとなって世界を鳴動させた。

カーロス：どんだけのパワーを秘ひめてるんだ。

ＧＭ：……ですが。アンゼロットはそこで眉み間けんにしわを寄よせ、あきらかに焦あせりの表ひよう情じようを見せますね。「……お、おかしいです！　力が、通用しない……っ!?」

一同：なにいっ!?

柊：おーい、そんなくさい演えん技ぎしなくてもいいんだぞ～（笑）。

きくたけ：「え、演技じゃありませんっ!?　なぜ私がそのようなマネをしなければならな……ガボガブガボ」　アンゼロットは、見る見るうちに、黒い影のようなものに取とり込こまれていく。「おーたーすーけ──────っ!?」

柊：あれ？　よ、よく分からないが、とりあえず月衣カグヤから箒ほうきを引ひき抜ぬいて、飛んで追いかけよう。

ＧＭ：では、柊は箒で追いかけますが……相手との距きよ離りの差は縮ちぢまりません。むしろ、どんどん引ひき離はなされていくようです。

柊：おお……っ!?（笑）

ＧＭ：そしてやがて……黒い影は前方で弾はじけ、消え去りました。

柊：あ。

きくたけ：……。

柊：あーあ。

きくたけ：おい。少しは悔くやしがったり、悲しそうな顔をしろ。

柊：……く、『ＡＲ２Ｅ』のデータにコンバートした時、移い動どう能のう力りよくがガタ落ちしたんでしょうがない……っ！（わなわな）

きくたけ：そこかよっ!?（笑）　さらわれたアンゼロットを助けられなかったことを悔くやしがれよっ!?

柊：あいつがさらわれて俺が悔くやしがると思うのかっ!?（一同大爆笑）

きくたけ：なにいっ!?

シェルリィ：そして、砂すな浜はまに降おりて……ひとり取り残される柊（笑）。

柊：……さて、困こまったぞ。とりあえず月衣に箒をしまって、周囲を見回し…………どうしようか考え……。

ＧＭ：と、柊が考え始めた時。さらに向こうからふたり、キミに近づいてくる人ひと影かげが目に入りますね。現げん地ち人じんではないかと推すい測そくできます。

柊：現地人？　すると、木の株かぶみたいな生物とか、ドロ人形みたいな奴やつか？（笑）

きくたけ：ああ、プリンセス★モンスターね（笑）。




プリンセス★モンスター

　エル＝ネイシアにおいて、プリンセス聖姫（セント）たちが作るモンスターのことを指す。




ＧＭ：いえ、それはあきらかに人間型です。ひとりは黒い髪かみに紫むらさき色いろの目をした少女、もうひとりの少年も、その少女にどこか顔立ちが似にていますね。

柊：？　まあ、いいや。とりあえず、情じよう報ほうを得ることが必要だな。声をかけよう。「すまない、ちょっといいか？」

ＧＭ：「はい？」　弟らしき少年が首を傾かしげます。ちなみにその少年、年ねん齢れいは柊よりもあきらかに下で、綺き麗れいな身なりをしています。ハンマーを背せ負おっているのが特とく徴ちよう的てきですね。

柊：ハンマー……？　え、あれ？　それ……ナーシアとロッシュかっ!?
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ＧＭ：はい、正せい解かいです。

柊：え、つまりどういうことだ？　あれ？

ＧＭ：その疑ぎ問もんに応こたえることはなく、弟に付つき添そうよう歩いていた姉らしき少女が、柊に向かって語りかけます。

きくたけ：「これからする私のお願いに、ハイかイエスでお答えなさい」

柊：キャラがちげーだろっ!?（一同爆笑）　中の人が同じなだけじゃないですかっ!?（笑）

ＧＭ：正解。通りかかったのは、ナーシアとロッシュの、アガルタ姉弟きようだいです。つまり、柊は『シェローティアの空砦』最さい終しゆう巻かんで次元の彼方かなたに飛ばされたあと、第三世界ではなく、アルディオン大陸に飛ばされたのです。

きくたけ：なにいっ!?　それは初耳だぞっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：『シェローティアの空砦』最終巻を読み返してください。エンディングで、「柊は第三世界にいる」と明言はされないんです。

きくたけ：え？

ＧＭ：つまり、飛ばされた先がアルディオン大陸でもなんら問題はありません。

きくたけ＆柊：ないのかよっ!?（笑）

シェルリィ：浜辺の近くに、プリンセス★モンスターがいるっぽい描びよう写しやもあったと思うのじゃが。

ＧＭ：ところが、『アリアンロッド』にも、似にたようなエネミーがいるんです。

きくたけ：つまり、柊がアルディオンの浜辺に流れ着いた時……たまたま似たようなエネミーが近くを歩いていたと。

ＧＭ：偶ぐう然ぜんとはこわいですね。

きくたけ：偶然すぎるわっ!?（大爆笑）

柊：でも、そのリプレイ本文では、最終的に第三世界において激はげしい戦いをするって書かれていたような……？

カーロス：は!?　つまり、柊は『シェローティアの空砦』のエンディングで、アンゼロットと一緒にアルディオンに飛ばされたあと、どうにかして第三世界に行って、そこで戦うことに……！（笑）

レヴィ：（げらげら笑いながら）そんな重大な寄より道みちが、どうして違うレーベルのリプレイであきらかになるでありますか!?（笑）

シェルリィ：しかも、菊池さんの想定外（笑）。

きくたけ：ちょっと！　もし、このセッションで柊が死し亡ぼうしたら、今後の展開が……っ！

ＧＭ：矢野くんががんばって、柊が死なないようにこのセッションを乗り切ればいいんです。

きくたけ・柊：おい───っ!?（笑）

シェルリィ：酷ひどい……なんて酷い……（笑）。

ＧＭ：（どこか遠くを見つめながら）きっと、なんとかなりますよ……。

柊：ええと……と、ともかく、だ。「なあ、ここはどこなんだ？　俺、別の世界から飛ばされてきたんだけど」と尋たずねるか……（笑）。

ＧＭ：すると、武ぶ器きに手をかけ、警けい戒かいの様子を見せたあと……ロッシュはさわやかな笑顔で言います。「ああ、最近はやりなんですよね」

柊：流行!?　この世界は、異い世せ界かいからの来らい訪ほう者しやがぽんぽん流れ着くのかっ!?

ＧＭ：それにはなにも答えず……ロッシュは微笑ほほえんで聞き返します。「あなたは、どの程てい度どの異世界からいらしたんです？」

柊：ど、どの程度？　どういう意味だそりゃ。

ＧＭ：「海を越こえていらしたのか、それとも、もっと遠く……世界の亀き裂れつを越えていらしたのか……」

柊：せ、世界の亀裂を越えてきたことになるのかな……（笑）。事じ故こでここまで飛ばされた感じだ。だが、知り合いが誘ゆう拐かいされちまって、連れ戻もどし……。

ＧＭ：「世界の亀裂から侵しん入にゆう……？」　ナーシアは、訝いぶかしげな表情を見せ、おもむろにダガーを抜ぬきます。「……つまり、あなたは〝来寇者マリジナント〟ということ。このアルディオンを好き勝手にできると思わないことね」

柊：「は？　〝来寇者〟？　なんだそりゃ？」

ＧＭ：ロッシュは、その問いに答えます。「……現げん在ざい、アルディオンは、外の世界からやってきた魔族たちが暗あん躍やくしているという情報が流れ始めたばかりなのです。これはアルディオンでも、上じよう層そう部ぶの人間しか知らされていない事実なのですが……」

レヴィ：なるほど。それでナーシアがピリピリしてたり、ロッシュがはやってるとか言い出すわけでありますな。

カーロス：魔族は敵てきだからな。同じように異世界からやってきた柊がエネミー扱あつかいされてもしょうがない。

柊：……って、それはまずい。ナーシアに襲おそわれると、俺は死ぬ（笑）。

カーロス：圧あつ倒とう的てきなレベルの差の前に負けるね。

きくたけ：この時、ナーシアは20レベルくらいだからな。

柊：違うゲームでレベルを比くらべるのもなんだが、俺は12レベルだったかな。

きくたけ：いや、柊は今回１レベルだ。

柊：下がってるじゃねえか──────っ!?（一同大爆笑）　ナチュラルにスルーしてたわ……っ！（笑）

ＧＭ：（笑）。ロッシュは、騒さわぐ柊をじっと見つめたあと、手にしていたハンマーを背に戻します。同時に、今にも襲おそいかかろうとしているナーシアを手で制せいしますね。

柊：お？

ＧＭ：「……姉さん、この人はどう見ても人間だよ。魔族なんかじゃない」

きくたけ：「何を言っているの、ロッシュ。魔族というものは、いくらでも人間を騙だますものよ。こんな風に、人じん畜ちく無む害がいそうなふりをして近づいてくるものなの」

ＧＭ：「でも、この人は本当に困ってそうだよ」　ナイフを収おさめようとしないナーシアに、珍めずらしくロッシュが食い下がる。

柊：が、がんばれロッシュ！（笑）　ナーシアにも言おう。「さっきさらわれた連れさえ取とり戻もどせれば、元の世界に帰れるはずなんだ。俺はさっさと元の世界に戻りたいし、そっちで待っててくれる人もいる。アンタたちと敵てき対たいするつもりは、今のところねぇよ」と言おう。

ＧＭ：「ふうん……」　表情も変えず、柊の目をまっすぐ見ながら、でもナーシアはダガーをしまいます。いつでも倒たおせるのよという態たい度どですが。

柊：それでも、武器をしまって話を聞いてくれそうな雰ふん囲い気きになっただけマシだと思うことにする。「俺の名は柊蓮司。あんたらは？」

ＧＭ：「僕ぼくはロッシュ・アガルタ。こちらは、姉のナーシアです」とロッシュが紹介をしてくれます。

柊：もう一度聞くが、ここはどこなんだ？

ＧＭ：「ここはアルディオン大陸にある、アガルタ公国という小国です。この大陸には、よその大陸からの来訪者がいらっしゃることがまれにあるので、そういう方なのかと思ったのですが……」

柊：0-Phoneを引ひっ張ぱり出だして、アガルタ公国とやらを調べて見る……けど、該がい当とう項こう目もくはなしだよな？




0-Phone

『ＮＷ２』において、ウィザード同士が通信手しゆ段だんとして使う携けい帯たい端たん末まつ。




ＧＭ：そうですね。

柊：「主しゆ八はつ界かいのどこにも属ぞくしてないってことか」と呟く。よし……！　これで、俺自身が「異世界にいる」ってちゃんと認にん識しきできた！（笑）

ＧＭ：ですが、同時に気づきます。柊は、自分の能力に制せい限げんがかかっていることに。

柊：つまりレベルが下がって弱くなったってことね……（笑）。まあ、経けい験けんなら何度かあるからな。問題ない。

きくたけ：レベルが下がり慣なれるってのもどうなんだ。

柊：主に菊池さんのせいじゃないですかっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：（笑）。ただ、今回はいつもと違う感じがします。レベルが下がって弱体化したというよりは……具体的には、プラーナがフェイトというものに代わってますし、ファンブルとクリティカルも出にくくなっています（一同笑）。

きくたけ：柊の持つルールが、この世界のルールに書かき換かわったってことか（笑）。

柊：ああ、『ＮＷ２』と『ＡＲ２Ｅ』だと、クリティカルとファンブルの値あたいが違うからな……！（笑）

ＧＭ：「ええと、柊さん、でしたっけ。立ち話もなんですから、我われ々われの館へといらっしゃいませんか？」とロッシュが誘さそいます。

柊：ここで立たち往おう生じようしててもなんだし、ロッシュの厚こう意いに甘あまえるとするかな。

ＧＭ：では、柊がロッシュたちに連れられ、彼の屋や敷しきに向かったところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆　シェルリィの場合～ユグドラシル宇う宙ちゆう




　シェルリィは、漆しつ黒こくの空間、世界と世界の狭はざ間ま……ユグドラシル宇宙にいた。

　ユグドラシル宇宙の生まれ変わりの時を、見み届とどけるために。




ＧＭ：次は、シェルリィのシーンに入りましょう。

シェルリィ：はい。わしは奈な落らくを追っているのか？

ＧＭ：今、シェルリィはユグドラシル宇宙にたゆたう、無数のリーフワールドの隙すき間まに漂ただよっています。ラグナロクが起きて、ユグドラシル宇宙はもうすぐ生まれ変わるというところです。




ユグドラシル宇宙

『アルシャード』シリーズにおいて、世せ界かい樹じゆユグドラシルを中心とした世界。

　世界樹ユグドラシルに無数の世界が繋つながっており、それらをルートワールドと呼よぶ。またそのルートワールドから派は生せいした世界をリーフワールドと呼ぶ。

　ユグドラシルを再さい誕たんさせるための汎世界的な事じ件けんをラグナロクという。

　前ぜん版はんの『アルシャード』では最終的にラグナロクが起き、世界のすべては再さい構こう成せいされた新しい世界となった。最さい新しん版ばん『ＡＬ２』の舞台はその新世界である。




シェルリィ：ほほう。つまり、前の『アルシャード』から『アルシャードセイヴァー』に移うつり変かわろうとしているその刹せつ那なにいるわけだな。では、ヴィオレットとともに、ユグドラシル宇宙の再誕を見守るとするか。

きくたけ：ヴィオレット……もはや懐なつかしいキャラだな、おい。『スルトの剣けん』ってリプレイ、すでに九年前に書かれたものだ（笑）。

レヴィ：（いきなりヴィオレットになって）オーウ……っ!?　懐かしいデスネェエエェエェエっ!?　まさか再ふたたび登場デキルトハ思いまセンデシタ───っ!?　柊サアン、ドコデススカ──────っ!?

きくたけ：うるせえ、黙れっ!?　ヴィオレットのエセ外人口調はリプレイに書くの大変なんだからっ!?（笑）

レヴィ→ヴィオレット：オーウ、ナントイウコトデショウ……って言うかですね、プレイヤーの俺ですらどうしゃべったか憶おぼえてない（笑）。言語ＯＳを切きり替かえて、ふつうの口調でしゃべれるようにしましょう。

柊：そんなことできんのかよっ!?

きくたけ：なら前のリプレイの時にやっとけよっ!?（笑）

レヴィ→ヴィオレット：ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！　それはともかく、シェルリィ。この空間に漂っているということは、我々は新たなるユグドラシル宇宙に誕たん生じようすることができないのでは？

シェルリィ：安心しなさい。わしは茉まつ莉りが約束してくれたから、新世界に再誕することができるのじゃ。おぬしとは違うのです。

ヴィオ：ひでぇな、お前っ!?（一同爆笑）




宮みや沢ざわ茉莉

『アルシャードガイア リプレイ 明日へのプロファイル』などに登場したＰＣ。巨きよ大だいな剣を振ふるう、凛り々りしい少女。プレイヤーは、しのとうこ。
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柊：茉莉が願って再誕したシェルリィだから、『アルシャードセイヴァー』のシェルリィは綺麗なシェルリィになったんだな（笑）。

ＧＭ：シェルリィは、ぼーっと見守っている暇ひまはありませんよ？　奈落が襲おそいかかってきますよ。

シェルリィ：（ハンドアウトを見直して）あ、そうか。わしは奈落を追いかけているところじゃった。忘わすれてた忘れてた（笑）。

柊：（奈落になって）「ドウモ、コンニチハ。奈落デス」（一同笑）

シェルリィ：うむ、分かりやすく奈落じゃ。では、「奈落滅ほろびるべし！」と言って、わしは魔剣アヴァロンを抜ぬく。

カーロス：何だよ、魔剣アヴァロンって。

シェルリィ：今適てき当とうに考えた、対たい奈落武器。「この魔剣を造つくりあげるのに、いくつのリーフワールドが犠ぎ牲せいになったか。それを無む駄だにせぬよう、お前を吹ふき飛とばしてくれる！」（一同笑）

レヴィ：お前、オープニングフェイズだからって、適当なこと言ってるんじゃないよ！　シェルリィが悪役みたいじゃないかっ!?（笑）

シェルリィ：ラグナロクが起き、世界が再誕するのは決定事じ項こうなんだから、ちょっとくらい好きに暴あばれたっていいじゃろーが!?（笑）

レヴィ：よくねぇよ！（笑）

シェルリィ：ほらね？　ラグナロクによって、どうせ一度は分ぶん解かいされてマナになっちゃうんだから、それがちょっと早まっただけと思えば、ね？（笑）




マナ

『ＡＬ２』において、魔ま法ほうや魔ま力りよくの源みなもとであり、存在する力、可か能のう性せいを発生させる力でもある。




ＧＭ：では、奈落とシェルリィの力がぶつかり合うと、空間が裂さけます。

シェルリィ：（いきなりシリアスなノブとい声で）何……っ!?

ＧＭ：奈落はこれ幸いと、その裂け目に飛とび込こんで逃にげだそうとします。

シェルリィ：ヴィオレット、この裂け目は……。

レヴィ→ヴィオレット：「分かりかねます。データが存在しません」
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シェルリィ：そうじゃよな。しかし、あの裂け目はいずこかの世界へ繋がっているのだろう。そして、その世界へと迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。対奈落組そ織しき〝エクスカリバー〟の導どう師しとして！

レヴィ→ヴィオレット：「おともいたします」

シェルリィ：よし、では、行くぞヴィオレット！　あの裂け目を越えていけば、今までとは違う我々になれる気がするのじゃ……！　いざ征いかん、新たな力を得るために……！

きくたけ：おい。いきなり目的が変わってるぞ。

シェルリィ：いえね？　あの亀裂の向こうにアルディオンって世界が広がっていうそうな気がしてですね……（一同爆笑）。

ＧＭ：（笑）。では、シェルリィはふいに、リーフワールド間を越えるのとはまた違ちがった感覚に包まれます。すごく大きな世界の壁かべを越えたような気がします。

シェルリィ：アルディオンへと飛ぶわけじゃな。では、わしのレセプターが急きゆう激げきに光を失っていくことにするのじゃ。

レヴィ→ヴィオレット：ＨＡＨＡＨＡ、ナンですか、この力のみなぎりハ───っ!?

シェルリィ：あ、ヴィオレットはここで音声機き能のうを失ったことにしましょう。そうでないと、ヴィオレットが出しゃばりすぎて、誰のシーンだか分からなくなるんで。

レヴィ：お前、ほんとにひどい奴だなっ!?

シェルリィ：あんただって、賛さん成せいしたじゃないかぁ!!（一同爆笑）

ＧＭ：では、世界を越えたシェルリィは、気がつけばひとり……見み慣なれない場所に立っています。そこは非ひ常じように開けた土地で、遠くには山野があり、近くには建物がぼちぼち建っているのが見えます。

シェルリィ：東京……というわけではなさそうじゃな。奈落の気配は？

ＧＭ：奈落の気配は、近くには感じません。代わりにすぐそばで人間の軍ぐん勢ぜいと、エネミーの軍勢が一いつ触しよく即そく発はつの状じよう態たいでにらみ合っています。

シェルリィ：エネミーを見て、「ああ、クリーチャーじゃな」と思う。

レヴィ：『ＡＬ２』だと、敵キャラは〝クリーチャー〟って呼ぶからな（笑）。

柊：ああ、クリーチャーもエネミーも、似たようなもんか。

きくたけ：ここで、人間側もエネミー側もシェルリィに気づく。

シェルリィ：「むっ？　もしや、わしが〝青の〟シェルリィだと知っての狼ろう藉ぜきか!?」と言って、魔剣アヴァロンを呼よび出だそうとして……呼び出せずに、力が落ちていることに気づく。「これは……」

きくたけ：ろ、狼藉……？

ＧＭ：なにが狼藉かわかりませんが、ひとりで騒ぐシェルリィを見て、人間たちの先頭に立つ、固い鎧よろいを身に纏まとった女じよ性せいが言います。「あいつ、しゃべったぞ……」

シェルリィ：おお、意い志しの疎そ通つうはできそうじゃな。

ＧＭ：「敵対意志がないのなら、危き険けんだから下がっていろ」と言うと、女性は「いくぞ！」と背後に控ひかえる軍勢に号令をかけます。激はげしい戦いが繰くり広ひろげられるのですが、最終的に人間側がエネミー側を押おし返かえし、エネミーの軍勢は退たい却きやくしていきます。

シェルリィ：おお。あっという間じゃったな。見ているだけで終わった（笑）。

ＧＭ：すると、先ほど声をかけてきた女性が、シェルリィのもとへと歩あゆみ寄よります。「お前……いや、あなたは何者だ？」

シェルリィ：（どこか尊そん大だいな声色で）───見事な戦いであったな、人間たちよ。

柊：いきなり神様ムーブかよっ!?（笑）

シェルリィ：今のところは身バレしてないし、いけるじゃろ、きっと（笑）。「わしはシェルリィ。〝青の〟シェルリィと呼ぶ者もおる」

ＧＭ：「私はヒルデガルド・ゴーダだ。ヒルダと呼よんでくれ」　そのリーダーらしい女性が名乗ると、彼女の背後から、ピンクの髪かみをツインテールにした少女が顔を覗のぞかせます。「シェルリィさん……不思議な話し方をなさる方ですね。えっと、あたしはリージュって言います♪」

シェルリィ：ああ、『ゲッタウェイ』の面々か。プレイヤーは理解した（笑）。
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ＧＭ：そのとおりです。ヒルダとリージュの側には、チコやギデオンもいます。

シェルリィ：では、戦いのあとを眺ながめて……「これは、いったいどういうことじゃ？」と尋たずねよう。

ＧＭ：ヒルダは眉まゆをしかめます。「我々もよく分からないのだ。異世界からやってきた魔ま獣じゆうを倒たおそうと思っていたところに、あなたが降ふってきたのだ」

シェルリィ：ほうほう。

ＧＭ：シェルリィがハッと足下をみると、魔獣が踏ふみつぶされて絶ぜつ命めいしてますよ（一同笑）。

シェルリィ：いつの間にか、わしも魔獣を倒たおしていたようじゃ（満面の笑顔）。

ＧＭ：「どうやら、あなたが魔獣のリーダーを倒してくれたようだ。礼を言う」とヒルダは笑います。

シェルリィ：わしは壊こわれかけたヴィオレットを抱だき起おこす。「礼はいい。ただ、わしの大切な友が怪け我がをしてしまっている。どうにかならぬか？」

ＧＭ：では、チコがヴィオレットを観察したあと、自信を持って言います。「……エクスマキナみたいっすね。オイラたちにはどうしようもないっすが、オイラたちの知り合いなら、何とかしてくれるかもしれないっす」と、少し離はなれた場所にある建物を見ます。

シェルリィ：では、すぐそちらに……いや、まて。倒した魔獣を浄じよう化かしてから行くか。奈落の影えい響きようがなくば、もっと違う生き物になっていたかもしれぬ。わしの力で魔獣をマナに還かん元げんして……。

ＧＭ：そこでシェルリィは、この世界がマナでできていないことに気がつく。

シェルリィ：マナで成り立っている世界ではない、か。「ヒルダ、この地はなんと呼よばれている？」

ＧＭ：ヒルダは「グラスウェルズ王国の、イルシールだ。あそこに見えているのは、かの有名なイルシール大学だ」と答えます。

シェルリィ：……この大地はなんと呼ばれている？

ＧＭ：「ん？　アルディオン大陸だが……」

シェルリィ：アルディオン……わしが知らぬ地じゃな。どうやら、ユグドラシル宇宙とは別の世界へきてしまったようじゃ。

ＧＭ：チコが「シェルリィさんは、どこから来たっすか？」と尋たずねてきます。

シェルリィ：ユグドラシルと呼ばれる世界からやって来た。

ＧＭ：「ユグドラシル……聞いたことがないっすねぇ」とチコは首を傾げます。

シェルリィ：もうすぐ存在しなくなり、また生まれてくる世界じゃが……それにしても、わしは、まったくの異世界に来てしまうとは──。なるほど。加か護ごが使えぬのも、シャードが色を失ったのも、納なつ得とくじゃ。

柊：シャードが色を失うってのは、お前が勝手に言い出したことだろ（笑）。

きくたけ：ギデオンが、「立ち話もなんだし、とりあえず大学に戻もどるぞ。そこのエクスマキナは……まぁ、俺が運ぶよ」と言って、ヴィオレットを抱かかえるよ。

シェルリィ：そうじゃな。すまないが、案内をよろしく頼たのむ。




＊　＊　＊




ＧＭ：ヒルダたちに連れられ、シェルリィはイルシール大学へとやってきました。

シェルリィ：おお、早い。

ＧＭ：そこで、修しゆう理りをしてくれるという人にヴィオレットを引ひき渡わたし、シェルリィは異世界研究を専せん攻こうしている教きよう授じゆなどと話をして、この世界について説明を受けます。

シェルリィ：ふむ。では、適当にその辺にいる子こ供どもたちの相手をしつつ、話を聞くとするかのう。

ＧＭ：そこで改めて、ここはユグドラシル宇宙の外であり、シェルリィでさえも知らぬ世界までやってきてしまったようだと分かります。そして、それゆえに、シェルリィの力が制限されてしまっているようだとも。

シェルリィ：アルフのレリクスによるダイレクトサポートが受けられないのか……。

ＧＭ：はい。現げん状じよう、シェルリィは本当に、その身ひとつだけの状態です。

シェルリィ：「やれやれ、こんな状態で奈落と戦わねばならぬのか。正気の沙さ汰たとは思えんが……面白いではないか」と言って、ニヤリと笑う。

ＧＭ：「奈落？」　シェルリィの言葉に、チコが首を傾げます。

シェルリィ：そうじゃ。シャードを見せて、「このような物を、おぬしらは持ってないのか？」と聞いてみるか。

ＧＭ：「竜りゆう輝き石せきと少し似てますけど……いえ、違うものですね」　竜輝石を懐から取り出し、リージュはシェルリィに見せた。

シェルリィ：「ふむ。そのようじゃな」　これで、ヒルダたちが探求者クエスターでないことは分かったのじゃ。

ＧＭ：「ふむ、一いつ般ぱん常じよう識しきではないのだが……最近になって、異世界からの来訪者が増ふえてきていてね。我々は、異世界から来るものたちのことを〝来寇者マリジナント〟と言って、敵として認識しているんだ。だが……あなたは敵ではなさそうだ」　ヒルダが説明をします。

シェルリィ：そうか？　わしがおぬしらを騙だましているかもしれないぞ？

ＧＭ：「本当にあたしたちを騙したいのなら、そのような態度はとりませんよ」と、子供の遊び相手になっているシェルリィを見て、リージュは笑います。

シェルリィ：「むぅ……」とうなって、苦笑する。

きくたけ：せっかくだ。考かんがえ込こむシェルリィに、ギデオンも話しかけよう（笑）。「〝来寇者〟ってヤツは、アルディオンを侵しん略りやくしようとやってくる連中だ。アンタみたいに、ただ迷まい子ごになっただけっぽいヤツが、〝来寇者〟のわけねえさ。あんたは、どこから来たんだい」

シェルリィ：では、わしの身の上を話そう。「わしはな、奈落という名の敵を追いかけて、ここまでやって来たのじゃ」

きくたけ：「……奈落？」

シェルリィ：そうじゃ。わしのいたミッドガルドという世界に巣食う、世界の敵じゃ。

ＧＭ：ヒルダは考かんがえ込こんだあと、「奈落というのは、我々にとっての邪じや神しんや魔族と呼ばれる物に近そうだな」と言います。

シェルリィ：なるほど。わしが追っている奈落は、魔族と呼ばれるものとして、この地で暴あばれ回まわるかもしれん。それは、看かん過かできん。この地に迷めい惑わくをかけるわけにはいかぬ。

ＧＭ：すると、リージュがシェルリィの手を取ります。「あたしたちと目的は一緒のようですね！　がんばって戦いましょうね！」

シェルリィ：うむ。ところでおぬし、いい目をしておる。そなたの心には、真の勇者たる魂たましいが宿っているようじゃ。

きくたけ：なんだいきなり。うしろでギデオンは「なんかうさんくさい奴だなぁ」……と、訝いぶかしむ。

シェルリィ：いえね？　リージュを見て、シルダを思い出したのじゃ。だから、そのように声をかけたまでよ。

レヴィ：それ、プレイヤーが一緒なだけじゃん！（笑）




シルダ・メルフィンダ

『アルシャードff　リプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』などに登場していたＰＣ。『ＡＬ２』においては、ミッドガルドで皇こう帝ていになっている。プレイヤーは大竹みゆ。
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シェルリィ：そのとおり（笑）。ん？　そういえば、ギデオンとやらは、はグラーフに似ておる。うむ、だんだん、この世界が異世界だという気が薄うすれてきたぞ（一同笑）。




グラーフ・シュペー

『アルシャード　リプレイ　悠ゆう久きゆうの地平』などに登場したＰＣ。巨大飛空艇てい〝虚きよ無むの翼つばさ〟号の船長。プレイヤーは、菊池たけし。
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きくたけ：しょうがねぇだろ！　この大陸アルデイオンを作った人間が、お前のいる世界ミツドガルドを作ったんだから！（笑）

レヴィ：俺も俺も、そのひとり（笑）。

カーロス：……創そう造ぞう神同士が世界の外でじゃれあってると思うと面白い（笑）。

ＧＭ：では、シェルリィはヒルダたちと協力関係を築きずいたところで、シーンを終了しましょう。







◆Opening 03◆　カーロスの場合～トーキョーＮ◎ＶＡ




　カーロスは、高こう層そうビルが立たち並ならぶ街の片かた隅すみで、ひとりの男を追っていた。

　相手は、テロリスト集しゆう団だんである真教浄化派のメンバーであり、ここ、トーキョーＮ◎ＶＡで大だい規き模ぼな爆ばく弾だんテロを起こそうとした人物だ。

　何としてでも、追おい詰つめなくては───ならない。




ＧＭ：次はカーロスのシーンに入りましょう。今、カーロスは、トーキョーＮ◎ＶＡの、とあるビルの中にいます。カーロスは、真教浄化派のリーダー、ウィリアム多た聞もんが消えたと聞き……。




ウィリアム多聞

『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズにおける敵組織、〝真教浄化派〟のリーダーで、一代でＩＴ企き業ぎようテラウェアを築きずき上あげた天才であった。

　しかし、最新版『ＴＮＸ』においては、娘むすめにすべてを譲ゆずって、消息不明。
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カーロス：何てこった！　ウィリアム多聞は死んじまったのか！

ＧＭ：死んだかどうかはっきりしてないのですが……、代わりに〝黄金の蜘蛛くも〟なる別の人物が彼の位置についたという情報を掴つかみ、その裏うらを取るために奔ほん走そうしています。

カーロス：ふむ。

ＧＭ：今、カーロスは廃はい墟きよとなったとあるビルの中──真教浄化派のテロリストである爆弾魔を追おい詰つめたところです。

きくたけ：そう、時じ刻こくは黄昏たそがれ時どき、朽くち果はてたビル。割われた窓まどガラスより差さし込こむ、夕日のくすんだオレンジ色が階かい段だんの踊おどり場ばに立つ犯はん人にんの姿すがたを浮うかび上あがらせる。

ＧＭ：演出ありがとう（笑）。爆弾魔はコートをばっとめくると、コートの裏に爆弾をたくさんぶら下げており……。

カーロス：「お前らの拠きよ点てんを潰つぶしたからって、そんなにムキにならなくていいだろうに」って挑ちよう発はつしようか（笑）。

ＧＭ：爆弾魔は、どこか狂きよう気きじみた笑いをあげ、カーロスを見下すように叫さけぶ。「俺の陰いん謀ぼうを止めたつもりだろうが、もう遅おそい！　このビルには爆弾がしかけてあって、もうすぐ爆ばく発はつして倒とう壊かいするのさ！」

カーロス：おいおい！　そんなことしたら、お前だって死ぬだろう!?

ＧＭ：「破は壊かいによって、世界は浄化されるんだ！　俺も浄化されるのならば本望！」

カーロス：話が通じねぇ。……ま、火星じゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じだがな。

ＧＭ：「ここは火星じゃねぇ！　あーばよ……っ！」　その言葉と共に、爆弾魔がビルにしかけた爆弾のスイッチを押おす。直後、ビルは大爆発を起こして倒壊を始めます。

カーロス：《カミワザ》を使えってことか？　カゼの神業の脱出エクソダスを。

ＧＭ：うーん、そのつもりだったんだけどさ。さっき話をしていて思ったんだけど、「人生最後の脱出エクソダスがこれ」ってのは、かわいそうだよね。

シェルリィ：たしかに（笑）。

ＧＭ：じゃ、どっかから誰だれかの「ファイト！」という声が聞こえて、カーロスの《カミワザ》の回数を増ふやしてくれたことにしましょう。




ファイト！

『ＴＮＸ』の神業。応おう援えんしたり、励はげますことで他人に力を与あたえ、神業の使用回数を一回増やす。




シェルリィ：オープニングに、カーロスにインスタントヒロインがついたぞ（笑）。

きくたけ：ヒロインなのか（笑）。

カーロス：（少し考えて）……よしっ！　窓から俺の愛車であるバイクが飛び込んできて、オレはそれに颯さつ爽そうとまたがり、ビルの壁へき面めんを走って脱出する。

ＧＭ：轟ごう音おんと共に倒壊していくビル……キミは、そこより脱出したその刹那。カッ、と目ま映ばゆい光がキミの眼がん前ぜんで輝かがやきます。まるで、カーロスを迎むかえるかのように、眼前で空間が開かれて……。

カーロス：カーロスは「なんだこりゃ!?」と言うけれど……これって、アルディオンへの道が開かれたってことだよな？（笑）

ＧＭ：そのとおりです。カーロスは光に包まれ、そのまま、どこかの空間へと飛ばされますが……ついでに、ビル爆発の爆ばく風ふうで飛んできた爆弾魔も一いつ緒しよに光に包まれます（一同笑）。

カーロス：何だとっ!?（笑）

ＧＭ：しかし、爆弾魔にかまう間もなく、カーロスはバイクと共に、どこかの荒こう野やに投げだされます。何とか体たい勢せいを立て直して着地した時には、爆弾魔の姿はありませんでした。

カーロス：爆弾魔のことは一いつ旦たん置いておくとして……さて、ここはどこだ？

ＧＭ：Ｎ◎ＶＡと違って、緑豊ゆたかな山々が広がり、建物も背せ丈たけの低いものばかり。かろうじて、城しろみたいな建物が大きく見えなくもないくらいですね。そしてなにより、空が青く高く広がっている。

カーロス：ふむ。「ここは火星みたいに空はだだっ広いが、火星と違って赤くないな」　アーコロジーも見当たらないんだよな？




アーコロジー

『ＴＮＸ』において、超ちよう巨きよ大だい企き業ぎようの所有する巨大な建けん造ぞう物ぶつのこと。高さ一〇〇〇メートル、基き部ぶの直径も数キロメートルに渡わたる。




ＧＭ：そうですね。それに、通信もいっさい途と絶だえています。持っている機器も、サイバーウェアもいっさいネットワークと繋つながりません。

カーロス：やれやれ、連れん絡らくの取りようがないんじゃ、俺のコネクションも意味がねぇってことだ。それにしても、通信が届とどかないなんて、どんな田舎いなかだ？

ＧＭ：Ｎ◎ＶＡに比くらべると、かなり小さな田舎町まちに見えますね。しかも、中世っぽい風景です。

カーロス：「ヴァーチャルなアトラクションに迷まよい込こんじまったのか？」と呟つぶやいて、その辺の石を掴つかむ。「いや、これは現げん実じつ世界のようだな。空気もかなり澄すんでるようだし」

ＧＭ：とりあえず、近くには人がいそうな城下町があるわけですが……。

カーロス：とりあえずそっちに近づいてみるか。バイクを走らせるぞ。

ＧＭ：街につくと、カーロスはちょっと驚おどろきます。全身義ぎ体たいの人や、ツノが生えて体たい格かくの良い人など、さまざまな人々が闊かつ歩ぽしているからです。しかも、みんなファンタジー風の衣い装しように身を包んでいる。

カーロス：…………ますますアトラクションぽく見えてきたな。

ＧＭ：カーロスがバイクを引きながら街に入ってきても、別に人々は気にする素そ振ぶりもありません。

レヴィ：カーロスは珍めずらしい格かつ好こうをしてると思うでありますが……。

ＧＭ：この街の人にとって、異い国こく人じんや不思議な格好をした人は珍しくもないのでしょう。多少ちらっと視し線せんを向けられる程度ですね。

カーロス：悪目立ちしないのはありがたい。とにかく、その辺の人に話を聞こう。「ここはどこだい？」

ＧＭ：すると、近くを歩いていた、金きん髪ぱつツインテールで、ファンタジー系けいの固そうな鎧を着き込こんだ少女がカーロスの問いに答えてくれるよ。「ここはグラスウェルズの王都ベルクシーレだよ」

カーロス：ええと、なんて話せばいいんだ……。「道に迷まよってしまって、グラスウェルズっていうところも、よく知らないのさ」

ＧＭ：少女は「へぇ」とちょっと面白そうな顔をします。

カーロス：あ、オレのことを田舎者だと馬ば鹿かにしたな？　これでも、トーキョーＮ◎ＶＡからやってきたんだぜ？　もともとは、火星出身なんだけどな。

ＧＭ：「───火星？」

カーロス：火星。

ＧＭ：「…………」

カーロス：…………。

ＧＭ：「聞いたことないね。それは、海の向こうにあるのかい？」

カーロス：……火星生まれだと言っても反はん応のうが薄うすい相手なんて、なかなかいないんだが。お前、変わってるな……っ!?

レヴィ：カーロスが自分のレーゾンデートルを失いつつあるであります（笑）。

ＧＭ：「変わってるのはそっちの方だろ。ま、異い国こくの地に流れ着いて、行く当てがないってんなら、ちょっとくらい面めん倒どう見てやってもいいよ？」

カーロス：いいのかい？　自分で言うのもなんだが、出会ったばかりの、うさんくさい男相手に。

ＧＭ：「ふん。うちの母親は、アンタみたいな流れ者の面倒を見るのが得意でね」　少女はニヤリと笑います。

カーロス：母親って、もしかしてマム……オーレリー・カルマンのことか。「この辺の顔役ってことか。そりゃあ、挨あい拶さつをしないわけにはいかないな」




オーレリー・カルマン

『デスマーチ』などに登場するＮＰＣ。グラスウェルズにある犯はん罪ざい結社〝王おう蛇じや会かい〟のボスである。
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ＧＭ：「言っておくが、貸かしは返してもらうよ。それでもよければって話だがね」

カーロス：火星からＮ◎ＶＡへ流れ着いて、色んな人の世話になった。義ぎ理りや人にん情じようってものはよーく分かってるさ。レッガーだしな。

ＧＭ：「……れっがー？」

カーロス：あぁぁあぁ、裏社会に生きる人間ってことさ（笑）。オレはカーロスだ。

ＧＭ：「じゃあ、ついてきな。私はルナ・チャンドラ。よろしく」

カーロス：少女って、ルナのことか！（笑）




ルナ・チャンドラ

『アリアンロッド・サガ・リプレイ　イェーガー』（著ちよ者しや：鈴吹太郎すずふき・たろう）に登場するＰＣ。〝王蛇会〟に所しよ属ぞくする魔ま術じゆつ師しである。プレイヤーは藤井忍ふじい・しのぶ。
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ＧＭ：はい（笑）。

カーロス：じゃあ、道すがら「ルナはずいぶんと重じゆう装そうじゃないか。ファンタジースタイルが好きなのかい？」と話をしよう。

ＧＭ：「重装の防ぼう具ぐに身を包んだクラス……ファランクスをしらないのかい？　ほんとにあんたは田舎者なんだねぇ」と笑います。「あんたは本当にアルディオンの外から来たようだね」

カーロス：アルディオン？

ＧＭ：「この大陸の名前さ」

カーロス：オレは夢ゆめの中にでもいる気分だよ、と苦笑する。

ＧＭ：すると、ルナはカーロスのバイクを見て「あんたはバートルか。エリンディルの東方から来たんだね。そりゃあ、アルディオンのことを分からなくてもしかたない」と言う。

カーロス：東方じゃなくてトーキョーなんだが……まぁ、似たようなものか（笑）。

柊：語感は似てるかもしれない（笑）。

カーロス：勘かん違ちがいされてる方が話が通じそうだから、訂てい正せいせずにいよう（笑）。

きくたけ：だいたいあってる（笑）。

ＧＭ：ルナは街でも治安の悪そうなエリアを、慣なれている感じで進んでいきます。屈くつ強きような男たちが検けん閲えつとかをしているのですが、彼女の姿すがたを見ると、何も言わずに通してくれますね。

カーロス：年とし若わかいお嬢じようちゃんだが、修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけているようだな。

ＧＭ：憲けん兵ぺいに関しては、賄わい賂ろを渡わたしてあるのでしょう。ただ、彼女がストリートの住人であることは理解できますね。

カーロス：その辺を感じ取って、オレは声をかけたのかもしれないな……。

ＧＭ：ルナがカーロスの方を振ふり返かえり「うちの親はこっちに……」と言いかけたところで、近くの建物が爆発が起こります。

カーロス：「危あぶない！」と言って、ルナの肩かたを掴つかんで、一緒に伏ふせる。

ＧＭ：ルナは舌打ちをすると「またか」と呟く。

カーロス：もしかして……真教浄化派のテロか？

ＧＭ：「ほう、よく知ってるね。最近現あらわれた新顔さ」

カーロス：爆弾魔の野や郎ろう、ちゃんとこっちに来てたのか。「真教浄化派はオレの宿敵みたいなもんでね」

ＧＭ：さて、爆発現げん場ばに野次馬たちが徐じよ々じよに集まってくるわけですが、その中に、カーロスの見知った顔がいる。

カーロス：爆弾魔か!?

ＧＭ：そのとおり。爆弾魔が、自分の成果を確かく認にんしに現場に現われたのです。

カーロス：見つけたなら、とっ捕つかまえたいところなんだが……。

ＧＭ：実は、爆弾魔はエキストラなんで、カーロスの好きにできますよ（一同笑）。

カーロス：じゃあ、ルナの口に「しーっ。犯人を見つけたぜ」って人差し指を当てたあと、懐から銃じゆうを抜く。そして、バイクに乗って、爆弾魔に突とつ撃げきして、そのまま撃うち抜ぬく。

ＧＭ：爆弾魔は驚きよう愕がくとした顔で、撃ち抜かれます。

カーロス：あの時は死しに損そこなったようだが、ここであの世に送ってやる。

ＧＭ：「カーロス……お前もこの世界に来ていたのか。だが、ここへ来たのは俺らだけではない。汚お濁だくに満ちたこの世界は、もうすぐ氷の下に沈しずむことになるのさ……！」と狂気に満ちた笑顔で事切れます。

カーロス：氷の下？　……やれやれ。この世界でハザードみたいなことでも起こそうっていうのか。お前らのやることは気に入らない。陰謀は暴あばいて、企たくらみなど挫くじいてやる。おとなしく眠ねむりな。

ＧＭ：ルナはカーロスのもとに歩み寄り「大したもんだね。こいつはシンキョウジョウカハとかいうヤツらの仲間なのかい？」と尋たずねます。

カーロス：ああ、間ま違ちがいない。

ＧＭ：「なるほど。……ただ、衛えい兵へいに捕つかまると厄やつ介かいだね。さっさとずらかるよ」と言います。

カーロス：すまない。

ＧＭ：では、ルナに連れられて、マムのもとへと向かったところでシーンを終了します。







◆Opening 04◆　レヴィヤたんの場合～池いけ袋ぶくろ




　レヴィヤたんは浮うかれていた。

　今日は欲ほしかったプラモデルの発売日。

　ようやくあのプラモデルが手に入るのだと思うと、自然と足取りも軽くなるというもので……。




ＧＭ：では、次は、レヴィヤたんのシーンです。シーンの舞台は池袋の……。

レヴィ：ゾゴック～ゾゴック～♪　小官、ゾゴックのプラモデルを買いに出かけるであります！　新しいプラモの発売日なのでありますよ～♪

ＧＭ：え？

きくたけ：なんでゾゴック……せめてバンシィ・ノルンくらいに……（ぽそ）。

ＧＭ：いや、そこでもなく！　レヴィヤたんはですね……。

レヴィ：「やっと貯金が貯まったので、ゾゴックが買えるであります！」　小官、軽やかに舞まいながら、お馴な染じみの模も型けい屋やさんに移動中であります！

ＧＭ：……家にあるプラモは作り終わったから、新しいプラモを買いに行こうとしているってことで……？

レヴィ：は、そうであります。

ＧＭ：…………。

カーロス：社長が困ってる（笑）。

きくたけ：社長、ファイト。井いの上うえさんが相手です。この程度ですんだことを幸運と考えましょう（断だん言げん）。

レヴィ：ああ、憧あこがれのゾゴック！　三〇年前、ズゴックを途と中ちゆう改かい造ぞうして諦あきらめた未練を、今、断たち切きるであります！

ＧＭ：レヴィヤたんは、三〇年前からプラモを作っていたんですか……。

レヴィ：もちろん。昔に比べて、最近のプラモの精せい巧こうさと言ったら……！

シェルリィ：レヴィヤたんが外に出かけるって、珍しいのじゃ。

レヴィ：普ふ段だんは引きこもりのような生活でありますからな。でも、プラモは、ネット通つう販はん任まかせにしないで、きちんと買いに向かうでありますよ。

シェルリィ：ちょっとだけアクティブになったであります（笑）

レヴィ：ちなみに、小官は異世界になんぞ行っている余よ裕ゆうはないであります。一いつ刻こくも早く帰き宅たくし、ゾゴックを組み立てなくては……！

シェルリィ：あんた最低だなっ!?（一同大爆笑）

きくたけ：社長、ちょっとＧＭを変わってもらっていいですか。私に名案が。

ＧＭ：実は、俺もアイデアが浮うかんだ。

きくたけ：きっと同じことを考えています。

ＧＭ：よし、任まかせよう。

きくたけ：では───。

レヴィ：ほう、貴き様さまが相手でありますか。そうやすやすと思い通りになると思ったら、大おお間ま違ちがいであります。小官には、ゾゴックが待ってい……。

きくたけ：では、アクティブな人生を歩み始めたレヴィヤたんはその日……憧れのプラモを買いに出かけた。

レヴィ：ゾゴック───っ、もうすぐ会えるでありますよ───っ！

きくたけ：そう。ゾゴックを求め、池袋にある馴な染じみの模型屋に向かうその途中、気がつくと、キミは見知らぬ道を歩いていた。

レヴィ：は──────っ!?　小官、嬉うれしさのあまり、思わず時空を越えてしまったであります──────っ!?（笑）

一同：なんでだよっ!?（大爆笑）

シェルリィ：（笑いをこらえながら）ゾゴックのプラモを買いに行ったら、違う世界に来ているとか……（笑）。

カーロス：（笑いをこらえながら）菊池さん、どこが名案…………（笑）。

きくたけ：社長、ＧＭをお返しします。

カーロス：本当にそれだけなのかっ!?

きくたけ：うむ、これだけだ。

ＧＭ：うむ、同じ事を考えていた（笑）。

カーロス：うちの会社って……（笑）。

ＧＭ：なにはともあれ、レヴィヤたんは見知らぬ場所に来てしまったのだ。もう、戻れない（一同笑）。

レヴィ：ここは───っ、ここはどこでありますか───っ!?（笑）

ＧＭ：もちろんそこは、見覚えのない風景です。迷子になったようですね。

レヴィ：「帰り道が分からない……プラモが買えないであります～っ!?」と絶ぜつ望ぼうに満ちた叫さけび声ごえをあげるであります……！

シェルリィ：ツイッターで実じつ況きようすればいいのではないか？

レヴィ：はっ、それだ！　「異世界なう」ってツイートするでありますよ！

ＧＭ：通信機器はいっさい繋がりません。

レヴィ：役立たずであります！　文明の利器は頼たよらないであります。小官、潜せん水すい艦かんを呼よび出だすでありますよ。

ＧＭ：《サモン・リヴァイアサン》を使えば、潜水艦はいつでも呼び出せますよ。その代わり、【ＭＰ】は消費してもらいますが。

レヴィ：うっ……オープニングフェイズで【ＭＰ】を使いたくないであります。

ＧＭ：レヴィヤたんが少し冷静になると、人々が遠とお巻まきに見守っているのに気づきます。

レヴィ：じゃあ、「ビックカメラはどこでありますか!?」と聞く！（笑）

ＧＭ：街の人々は「……ビックカメラ？」「何？」と困こん惑わく顔がおです。

レヴィ：ヨドバシカメラでもヤマダ電機でもボークスでもいいでありますよ!?

ＧＭ：街の人々は本当に知らないらしく、首を横に振ふるばかりです。

レヴィ：がっくりと項垂うなだれるであります……。

ＧＭ：すると、ひとりの少女が近づいて来て、「どうなさいました？」と声をかけてきます。一〇歳さい前後の少女ですね。

レヴィ：プラモが買える店はないでありますか？

ＧＭ：「ぷらも……？　よくわかりませんが……ええと、たぶん、ないと思います」

レヴィ：そんな馬ば鹿かな！　ここは池袋じゃないのですか!?

ＧＭ：「違ちがいますよ」

レヴィ：……日本じゃないでありますか？

ＧＭ：「違いますよ」

レヴィ：アジアでもない？　もしかして、地球でもない？

ＧＭ：少女は「違いますよ。ええと、何と言ったら分かってもらえるんでしょう」と、ちょっと困ったような顔をしてます。

レヴィ：もしかして、別の宇宙へ来てしまったのでありましょうか……。

ＧＭ：少女は「あの、お名前は？　わたしはミネアと申します」と尋ねてきます。




ミネア

『ブレイク』シリーズなどに登場するＮＰＣ。ルコーンの街にある城型エクスマキナのアバターである。
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レヴィ：おお、ミネアか。じゃあ、顔をマジマジと見る。「おや？　小官、あなたのことを、リプレイ本で読んだでありますよ？」

ＧＭ：「はい？」

レヴィ：ええ。あなたは城の端末……アバターでありますな？　いや、実は小官、潜水艦の一部でありまして、似たような存在なのでありますよ！

ＧＭ：そうすると、ミネアは笑います。「なるほど。お仲間ですね」と。ミネアはレヴィヤたんのことを、何らかのアバターであると思ったようです。

レヴィ：「たしか、あの本の著者は鈴吹太郎……Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．……ＴＲＰＧ……」とブツブツと呟いたあと、「も、もしかして、ここは……アルディオンでありますか!?」とミネアに尋ねるであります！（笑）

きくたけ：……井上さん？　レヴィヤたんは、リプレイとか知っているの？

レヴィ：もちろん!!　『ＢＢＴ』の世界は我々の現実世界にあるものは全部あるのです。だから、ＴＲＰＧもＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．もリプレイもある。

きくたけ：レヴィヤたんは『アリアンロッド・サガ』シリーズは読んでいると？

レヴィ：もちろん！（きっぱり）　っていうか、そういうキャラ立ちで行こうと思ってたんだけど、いいよね？

ＧＭ：よろしいんじゃないでしょうか。

きくたけ：まぁ、説明が楽にはなるよな（笑）。

ＧＭ：では、続けますね。「よ、よくわからないけど、そうです。分かっていただけたようですね」と、安心したような顔になります。

レヴィ：おお、戦せん乱らんの大地アルディオン……!?　小官はなんというところに飛ばされてしまったでありますか!?　せ、せめて、ブルースフィアに行きたかったであります……！（一同笑）

シェルリィ：なにゆえ、ブルースフィア（笑）。

レヴィ：あそこなら、プラモが手に入るからでありますよ！　……それにしても、小官はなぜアルディオンなんかに。プラモがないなんて、ここは地じ獄ごくでありますよ……（しょぼん）。

ＧＭ：「そ、そんな、気を落とさずに」

レヴィ：見たいアニメがいっぱいあるのに、予約録画をしてないのでありますよ！　なんとしても、素す早ばやくもとの世界へ戻もどらなくては……！

柊：戻りたい理由はそこなんだ？（笑）

レヴィ：とりあえず、現在は帝てい紀き何年で、ここはアルディオンのどこでありますか？

ＧＭ：「帝紀八一五年。グラスウェルズのルコーンですよ」

レヴィ：たしか、リプレイでは、ルコーンの城は二度と戦乱に巻まき込こまれることはなかった、と書いてあったであります。つまり、ここは安全！　よし、小官、帰き還かん方法が見つかるまで、この場に留とどまるであります！

ＧＭ：「あの、行く当てはあります？　なければ、城に案内しますよ」

レヴィ：お願いするであります！

ＧＭ：「じゃあ、こっちよ」とミネアに案内され、城に向かったところで、オープニングフェイズを終了します！
















ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆〝王蛇会〟にて




　カーロスはルナに連れられ、とある酒場の地下へと足を踏ふみ入いれた。

　そこは、グラスウェルズの裏うら社会を支し配はいする、〝王蛇会〟という犯はん罪ざい結社のアジトらしい。

　さて、〝王蛇会〟のボスとやらに、どんな挨あい拶さつをすればよいのやら……。




ＧＭ：ミドルフェイズに移うつります。まずは、カーロスのシーンから。ルナに連れられて、〝王蛇会〟と呼よばれる犯罪結社のアジトにやってきました。

カーロス：若わかい連中が、適てき材ざい適てき所しよに配置されているのを見て、「なるほど。たしかに、この辺りのボスのもとへ連れていかれるようだな」と納なつ得とくする。

シェルリィ：詳くわしいな（笑）。

カーロス：そりゃあ、サガ・シリーズで一番よく王蛇会を登場させたＧＭは、自分だから。

ＧＭ：ははは、なるべくプレイヤーにも縁えんの深いＮＰＣとかに会わせようと思ってね。

レヴィ：なるほど！




　カーロスはルナに連れられ、酒場の地下にある奥おくまった部屋へとやってきた。

　ひと目見ただけで、ＶＩＰルームだと理り解かいできる。

「マム、客人だよ」




ＧＭ：部屋の中央には上じよう質しつな椅い子すがあり、そこにボスらしい女じよ性せいが座すわっています。形の良いサイバーレッグをゆったりと組んだ、髪かみの長い美しき妙みよう齢れいの女性です。

レヴィ：あれ？　マムって、幼おさな子ごっぽい容よう姿しだったような？

シェルリィ：髪が長くてサイバーレッグで、暗黒街のボスな女性って……音羽南海子じゃないかっ!?（一同笑）

ＧＭ：そのとおり（笑）。〝王蛇会〟のボスであり、マムと呼ばれているのは、あなたが知っている音羽南海子にそっくりの女性です。




音羽南海子

　トーキョーＮ◎ＶＡで、ヤクザのトップを長く勤つとめた女性。最さい新しん版ばんでは引いん退たいしている。

　ちなみに、初出は、ＧＭの鈴吹太郎すずふき・たろうがリプレイで演えんじたＰＣである。
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カーロス：オーレリー・カルマンは『デスマーチ』で自分がさんざん演えんじてるキャラだから、出てきたらどんな顔しようって悩なやんでたから、ある意味、音羽南海子でよかった（笑）。

ＧＭ：彼かの女じよは「あたしが〝王蛇会〟の頭、オーレリー・カルマンだよ」と名乗ります。

カーロス：オレから見ると、音羽南海子にしか見えないんだよな。「こんなところで同どう胞ほうに会えるとは思わなかったぜ」と言う。

ＧＭ：すると、彼女は「何を言ってるんだい？」と眉まゆをしかめます。

カーロス：オレはトーキョーＮ◎ＶＡから来た、カーロスだ。

ＧＭ：「トーキョーＮ◎ＶＡ？　……知らないねぇ」と呟つぶやきます。

カーロス：おいおい、音羽の姐あねさんが記き憶おく喪そう失しつかい。こんな異い世せ界かいで再さい会かいしたことを喜ぼうと思ったのに（笑）。

シェルリィ：カーロスが嘆なげいておる（笑）。

　柊ひいらぎ：いや、ちょっと違ちがうんじゃないかな。まわりの人間もこの人のことをオーレリーと思ってるんでしょ？

ＧＭ：そうです。なんかヘンですね。

カーロス：うーむ、とりあえず話を続けよう。オレの目的は真教浄じよう化か派はなんだが、あんたらとは敵てき対たいしてるんだよな？

ＧＭ：「ああ。あんたが真教浄化派の男を一いち撃げきで仕し留とめたんだって？」

カーロス：そのとおりだ。ま、オレは当然のことをしたまでだ。

ＧＭ：彼女は「やはりな」と呟つぶやいて、傍かたわらにいるボディーガードらしきドゥアンに向かってさっと手を振ふります。すると、ドゥアンはためらいなくカーロスに向かって銃じゆうを発はつ砲ぽうします。

カーロス：何だと!?（笑）

ＧＭ：本来、１レベルの冒ぼう険けん者しやならば即そく戦せん闘とう不ふ能のうになるような一撃が、カーロスに命中するのですが……カーロスは、痛いたくも痒かゆくもありません。ダメージは０です。

カーロス：どういうことだ？

ＧＭ：彼女は鼻を鳴らすと「やっぱりねぇ」と言います。

カーロス：オレが不死身の男になってるなんて、どういうことだ？　さすがに、こんなのは火星でも体験したことないぜ？

ＧＭ：すると、音羽南海子の姿すがたをした、自じ称しようオーレリー・カルマンはカーロスに説明をしてくれます。




　真教浄化派の爆ばく弾だん魔まは、数日前にこの街へやってきて、すぐに問題を起こした。〝王蛇会〟は爆弾魔に対して、少々痛いたい目にあわせておとなしくさせようとしたが、殺すことはおろか、傷きずひとつつけることはできなかったのだ。




ＧＭ：「たいしたやつでもないのに、こっちの攻こう撃げきが効ききやしない。困こまったもんだよ」

カーロス：なるほど。それで、オレに対しても試してみたってわけか。

ＧＭ：「そう。同類かと思ってね。そしたら案の定ってわけだ。……あんたら、なんか魔ま法ほうでも使ってるのかい？」と面白くなさそうに言います。

レヴィ：もしもカーロスが同類じゃなかったら、どうするつもりだったんだろう？（笑）

ＧＭ：その場合は、死体を海に沈しずめて終わり。王蛇会は冷れい酷こくな犯罪結社ですから、流れ者がひとり死んでもなんとも思いません。

レヴィ：おお、怖こわい。ぶるぶる（笑）。

カーロス：この程てい度どの修しゆ羅ら場ば、火星じゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じさ。

ＧＭ：その場にいる殆ほとんどの人間が「は？　火星って何？」という顔をしますが、オーレリーだけは「火星だって？　とぼけたヤツだねぇ」と答えます。

カーロス：おっ、火星が通じた！（嬉うれしそう）　……ともかく、これで、あんたらのお眼鏡めがねにかなったと思っていいのか？

ＧＭ：「眼鏡にかなうもなにも、あたしらはあんたをどうすることもできないんだよ。もし、あんたがあたしらを殺そうってんなら、それを止めるすべは持っちゃいない」

カーロス：オレは火星生まれの文明人。そんな野や蛮ばんなことはしないさ。

ＧＭ：「なるほど。あんたはたいした紳しん士しだ」とオーレリーは笑う。「あたしは耳が早いほうでね。あんたみたいな妙みような連中が、このアルディオンの各地に現あらわれたって聞いてる」

カーロス：オレは常じよう識しき人じんのつもりなんだけど、あんたにかかりゃ、妙な連中扱あつかいか。まぁ、いい。続けてくれ。

ＧＭ：「そこで、あんたに頼たのみがある。その目め障ざわりな連中を、片かたづけてくれないか？」

カーロス：数は……どのくらいだ？

ＧＭ：「妙な連中はたくさんいるみたいだ、全部見つけたわけじゃない。でも、特に迷めい惑わくなのはナラクと名乗ってるヤツらさ」

シェルリィ：奈な落らくが悪さをしているのか。

柊：しかも、この世界の人間が手を出せないとするとやっかいだな。

カーロス：なるほど。美人の頼みじゃ断ことわれねぇ。それに、あんたみたいな気っ風の良いボスのお願いじゃ、よけいに、な。

ＧＭ：「受けてくれるのかい？」

カーロス：ああ。だが、オレひとりじゃ、時間がかかっちまう。オレと似にたような状じよう況きようのやつがいると思うから、そういう連中と組んで仕事をしたいところだ。

レヴィ：おお、我われ々われが合流しやすくなる！　ナイスアシスト！（笑）

シェルリィ：うむ、カーロスに任まかせておけば大だい丈じよう夫ぶのようじゃ（笑）。

カーロス：お前らもちゃんと協力しろよ!?（笑）

ＧＭ：「なるほど。じゃあ、情じよう報ほうが手に入ったら、そっちに連れん絡らくするようにしよう。ただ」

カーロス：ただ？

ＧＭ：「高名な賢けん者じや様でも、この敵てきに関しては何も知ち識しきを持っていなくてね。こっちからは、有ゆう益えきな情報をくれてやることは難むずかしいだろう」

カーロス：……なるほど。

柊：まぁ、そうだろうなぁ（笑）。

ＧＭ：「ただ……ひとりだけ、心辺りがある」

カーロス：ふむ？

ＧＭ：「レイウォール王国の王都ノルドグラムにいる軍ぐん師し。そいつなら、何か知っていてもおかしくない」

カーロス：ほほう。そのイカした物知りの名前は何て言うんだい？

ＧＭ：「グレイ・ウォーデンって男さ」

カーロス：メタメタ軍師かよ！（笑）
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ＧＭ：「リディル・バウエスっていう名の貴き族ぞくの部下だよ。軍師な上に、エルダナーンで長命だから、物知りなのさ。あたしたちからすれば何を言ってるのか分からないやつだが、あんたとは話が通じるかもしれない」

カーロス：リディルとグレイは、今ノルドグラムにいるんだ？

ＧＭ：はい。たぶん『イフ』のＰＣはみんないるでしょう。登場するかどうかは、わかりませんが（笑）。

カーロス：分かった。じゃあ、そのグレイ・ウォーデンとやらに会ってみることにするさ。

ＧＭ：では、そこで取引成立の乾かん杯ぱいをしてから、カーロスは出発することになります。

カーロス：では、アルディオン大陸を旅するとしよう。

ＧＭ：最後に、ルナが声を掛かけてきます。「頼たのむよ。マムが言うには、あんたは救世主様だそうだからねぇ」

レヴィ：救世主セイヴアー!?　『ＡＬ２』ネタがっ！（くわっ）

柊：でも、この世界は『アリアンロッド』（笑）。

カーロス：……オレは救世主みたいなご立りつ派ぱな存そん在ざいじゃないが、引き受けた以上、なんとかするさ。

ＧＭ：「……ありがとう」　では、ルナに見送られ、カーロスは愛用のバイクで、ベルクシーレからノルドグラムに向かって出発したところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆〝明日〟へ




　オーレリーの助言を受けたカーロスは、愛用のバイクで、大きな街道を進んでいた。

　大きな街道とはいえ、バイクで通ることは考こう慮りよされていない。

　こんな荒こう野やを走るのは故こ郷きようの火星を離はなれて以来だ───カーロスはつぶやいた。




ＧＭ：では、ここからＰＣたちの合流シーンをやっていきます。

シェルリィ：わしら、合流する理由がないのじゃが（笑）。

柊：でも合流して情報を集めないと、話が進まないぞ。さっきのシーンでも、事じ態たいを把は握あくしている人間は少ない、って言われてたろ。

シェルリィ：確たしかに。

ＧＭ：協力的なプレイヤーで助かるなぁ（笑）。まぁ、みなさんこの世界の住人とはあきらかに異い質しつな雰ふん囲い気きをまとっている、という点では共通点があるわけです。

レヴィ：顔に〝異世界から来ました〟って書いてあるわけですな！（一同笑）

ＧＭ：まぁ、そんな感じ（笑）。カーロスがノルドグラムへ行く道すがら、ひとりひとり拾っていくって演えん出しゆつで進行しようと思うのですが。

シェルリィ：おぉ、ロードムービーみたいでかっこいい！
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レヴィ：小官たちは、ヒッチハイクをするでありますか（笑）。

ＧＭ：おおむね、そんな感じでいこうと思います。まず、カーロスがレイウォールに向かってバイクで旅立ち、イルシール大学方面へ向かいます。

シェルリィ：わしが滞たい在ざいしている場所じゃ。

ＧＭ：ちょっと遠回りなんですが、オーレリーから、「異世界から来たらしい人物がいる」という情報をもらったということで。

シェルリィ：ふむ、わしのことじゃな。

ＧＭ：カーロスはベルクシーレを出立し、大きな街道を通って、イルシール方面へ向かいます。シェルリィは、ヴィオレットを修しゆう理りしてもらったあと、イルシールを出立したことになります。

カーロス：オレはバイクを走らせている。「火星の荒野を走っていたころを思い出すぜ！」とつぶやきながら（笑）。

シェルリィ：では、わしは「Tomorrow」と書かれた段だんボールを持って、親指を立てて、ヒッチハイクをしようとしている（一同笑）。

柊：何で行き先が「明日」なんだよ!?

シェルリィ：いや、なんかカッコイイかと思ってな（笑）。

柊：それじゃあ、誰だれも停まらないだろ!?（笑）

カーロス：えーと……オレのバイクが、シェルリィに砂すなを飛ばすんだけど、オレはそのまま走り去る。

シェルリィ：おぃぃっ、ＧＭは合流しろって言ってたじゃろ!?（一同爆ばく笑しよう）

カーロス：しばらくして、Ｕターンして戻もどってくるんだよ。それで「失礼、レディ。砂を飛ばしちまったみたいだな」って声をかけるんだ。

シェルリィ：おや、わびを言うためだけに、戻ってきてくれたのか？

カーロス：ああ。それにしても、ヒッチハイカーなのか？　さっき、親指を立てて、行き先を示すボードを掲かかげてたようだが。

シェルリィ：そんなことしてたかのう？

一同：おいぃっ!!（爆笑）

カーロス：数分前の言動を忘わすれるなよ!?（笑）

柊：天……おとなはね、自分の発言に責せき任にんを取るものだよ？　自分のしたことは、憶おぼえていような？（笑）

シェルリィ：はい、ごめんなさい（笑）。

カーロス：じゃあ、もう一度……「あんた、ヒッチハイカーなのか？」と。

シェルリィ：「そうじゃが……」と答えたところで、カーロスのバイクに視し線せんを向ける。「おぬし、この世界の人間ではないな？」

カーロス：……分かるのか？

シェルリィ：この乗り物といい、おぬしが着ている服といい、この世界由来のものではないじゃろう。

カーロス：おお！　つまりあんたが情報にあった「異世界から来たらしい人物」だな。トーキョーＮ◎ＶＡの人間と出会えるなんて、ハッピーだ！　あんたの額ひたいに埋うまってるのは、サイバーウェアかい？　イカしてるな！

シェルリィ：……トーキョーＮ◎ＶＡ？

カーロス：えっ……違うのか？

シェルリィ：おぬしは、ミッドガルド、もしくは、ブルースフィアという言葉に聞き覚えはないか？　ユグドラシルという世界の名でもいい。

カーロス：悪いが、知らねぇな……。

シェルリィ：では、サイバーパンクという言葉に聞き覚えは？

カーロス：それは分かる。オレの世界にはサイバーウェアっていうものがあって、オレの体内にもいくつか入ってるぜ。

シェルリィ：なるほど。おぬしは、超ちよう技ぎ術じゆつの世界からやって来た者じゃな。

カーロス：この世界に比くらべりゃ、たしかにかなりハイテクノロジーな世界からやってきたさ。……遠回しな言い方をするってことは、あんたはトーキョーＮ◎ＶＡ出身じゃないのか。

シェルリィ：残念ながら、違う世界から来たようじゃ。わしはトーキョーＮ◎ＶＡという言葉に聞き覚えがない。

カーロス：そいつは残念だ。なら、あんたはどこから？

シェルリィ：ミッドガルドという世界からじゃ。この世界と似にているが、超技術も存在している世界なのじゃ。

カーロス：ほほう。

シェルリィ：そして、わしは、アルフと呼ばれる、神のような……いや、神をも越こえる存在なのじゃ！（一同笑）

柊：おい、相手が良く分かってないのをいいことに、適てき当とうなこと言いだしたぞ（笑）。

カーロス：へぇ、そいつはすげぇ。神様がヒッチハイクをするなんざ、火星でも聞いたことはないぜ。

シェルリィ：ただの神ではなく、神を超ちよう越えつした存在なのじゃ！（一同爆笑）

カーロス：分かった分かった。オレの名は、カーロス。あんたは？

シェルリィ：〝青の〟シェルリィじゃ。そして、同行者のヴァルキリーは、ヴィオレットという名前じゃ。

カーロス：へぇ、なかなかに面白そうなドロイドだな。

シェルリィ：ドロイド？　アンドロイドという意味じゃな。まぁロボットでもエクス・マキナでも、おぬしの好きな言葉で表ひよう現げんしてかまわんが。

カーロス：そうかい。ところで、ひとつ確かく認にんしたいことがある。

シェルリィ：何じゃ？

カーロス：シェルリィに銃をつきつけて「あんたは真教浄化派のひとりかい？」と尋たずねる。

シェルリィ：むっ!?

カーロス：芝しば居いがかったその言い回し……嫌いやな雰囲気があるんだよな。

柊：……ああ！　ハンドルに色の名前がついてるから、真教浄化派じゃないかって思ったのか！（笑）

シェルリィ：しまった！　たしかに、〝青の〟シェルリィだって名乗ってしまったのじゃ！

ＧＭ：真教浄化派の幹かん部ぶは、ハンドルに色の名前がついてますし、狂きよう信しん者しやなので神がかった話をしますしね、カーロスが勘かん違ちがいするのも無理はないかも（笑）。

シェルリィ：わしは狂信者じゃないぞ！（笑）

カーロス：浄化派の連中はみんなそう言うのさ（一同爆笑）。

シェルリィ：ふふ。面白いおもちゃじゃな？　じゃが、わしの前では無力じゃぞ？

カーロス：そうかい。……御ご託たくはいいから、さっさと答えろ。

シェルリィ：わしは真教浄化派とやらではない。わしが率ひきいているのは、対たい奈な落らく組そ織しき〝エクスカリバー〟。人類を守るために戦う組織じゃ。

カーロス：……。

シェルリィ：……。

カーロス：やっぱり、真教浄化派と雰囲気が、恐おそろしく似ている（笑）。

シェルリィ：て、訂てい正せい！　「奈落という脅きよう威いから世界を守るために戦う組織なのじゃ」

カーロス：しかたない、《カミワザ》を一回使用。シェルリィから真実を聞き出す。

ＧＭ：では、カーロスは、シェルリィが真教浄化派でないと確かく信しんが持てます。

シェルリィ：わしはこの世界へ逃にげ込こんだ奈落を倒たおし、ミッドガルドに帰き還かんしたいだけじゃ。嘘うそなどついておらん。

カーロス：銃をしまおう。「……あんたの真っ直ぐな瞳ひとみを信じるとしよう」

柊：まさか、シェルリィの身の潔けつ白ぱくをカーロスに証しよう明めいするためだけに、《カミワザ》が一回使われてしまうとは（笑）。

ＧＭ：あと、オーレリーが言っていた〝ナラク〟と闘たたかっているらしいことも分かりますね。

カーロス：あ、そうか。ふむ、少なくとも敵の敵は味方と思っていいかな。

シェルリィ：さて、わしのことは説明したが……おぬしのことは聞いておらんな。

カーロス：オレは、真教浄化派っていうイカれたテロリスト集しゆう団だんの一員と戦ってるうちに、こっちの世界へと飛ばされたのさ。

シェルリィ：なるほど。敵は違ちがえど、境きよう遇ぐうは似たようなものか。

カーロス：そうみたいだな。

シェルリィ：一いち応おう、カーロスをきちんと見つめて探求者かどうかを確認したい。

ＧＭ：カーロスがシャードを持っている気配はありませんね。

シェルリィ：了りよう解かい。「探求者でなくとも、運命に翻ほん弄ろうされることはあるのか」と呟いておくのじゃ。

カーロス：そういや、知ってるか？　どうもこの世界は、最近、異世界からの来らい訪ほう者しやが増ふえているらしいぜ。

シェルリィ：来寇者というやつじゃな。話は聞いておる。

カーロス：それなら、話は早い。オレらみたいな外の世界から来た者の知識を持っていそうだという人物の噂うわさを聞いたんだ。

シェルリィ：ふむ？

カーロス：グレイ・ウォーデンという名の賢者だそうだ。オレはそいつに会いに行こうと思っている。

シェルリィ：ふむ。では、わしも同行してよいか？

カーロス：「いいぜ。……乗っていくか？」と言って、バイクにサイドカーを出しゆつ現げんさせる。

シェルリィ：では、厚こう意いに甘あまえるとしよう。ヴィオレットは……飛んでついてきてもらうとするか（一同笑）。

レヴィ：（ヴィオレットになって）「分かりました」

カーロス：「かわいいお嬢じようさんが同行者なら、旅も華はなやぐってもんだな」と笑う。

シェルリィ：顔を赤らめて「な、何を言うのじゃ！　このうつけ！」と言っておこう（一同爆笑）。

レヴィ：シェルリィが、急に女の子っぽい態たい度どになったであります！（笑）

シェルリィ：今回のパーティー、女性はわしとレヴィヤたんだけじゃろ？　レヴィヤたんは色いろ恋こい沙ざ汰たに興きよう味みがなさそうじゃから、わしが……。

柊：シェルリィも興味ねぇに決まってんだろ！　変なところで、気を利かせなくていいんだよっ!?（爆笑）

シェルリィ：あっ、はい、すいません（笑）。

カーロス：と、とにかく、シェルリィと合流できたから、出発するぞ！

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了します。







◆Middle 03◆リヴァイアサンが多すぎる！




　レヴィヤたんは、ルコーンの街で退たい屈くつのどん底にいた。

　プラモもない、アニメもない、ネットもパソコンも、なにもない。

　ゴロゴロ、ダラダラといたずらに時間を過すごしていた。

　…………あれ、いつもとあまり変わらないですよね？




ＧＭ：次は、カーロスたちと、レヴィヤたんが合流するシーンですが、合流の前にレヴィヤたんの状況の説明からはじめます。

レヴィ：小官はプラモもアニメもパソコンもないので、することがないであります（笑）。

ＧＭ：そんなレヴィヤたんのところにミネアが、ふたりの人物を連れてきます。「この人たちも〝異世界から来た〟らしいよー」と。

レヴィ：なんと！

ＧＭ：ひとりは同じくらいの年とし頃ごろの女の子です。ただ、ひどく眠ねむそうで、話しかけても「眠ーい、あと五年……」とか寝ねぼけた返事しかしません。

レヴィ：あと五年？

ＧＭ：もうひとりは三十代の男だん性せいです。どうやら現げん代だい日本人みたいです。知ち性せい的てきで穏おだやかな雰囲気を持った好人物に見えますね。

レヴィ：誰？

ＧＭ：女の子はレビュアータ、男性は霧谷雄悟きりたに・ゆうごと名乗ります。




レビュアータ

『ＮＷ２』に登場するＮＰＣ。寝ぼけた女の子の姿で現あらわれるが、真の姿は強大な力を持つ魔ま王おうである。元ネタは、伝説の巨きよ大だい生物リヴァイアサン。

　魔王がゆえに長大な寿じゆ命みようを持つために、起きる時間を遅おくらせる単位もケタ違ちがいである。
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霧谷雄悟

『ダブルクロス』シリーズに登場するＮＰＣ。ＵＧＮ日本支し部ぶの支し部ぶ長ちようで、コードネームは〝リヴァイアサン〟。

　実は『ブルースフィア・デイドリーム』に登場し、異世界へ飛ばされた。こっちに来ていたんですね。
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カーロス：みんなリヴァイアサンだ（笑）。

ＧＭ：井いの上うえさんは、ドラゴンブックのリプレイに出しゆつ演えんするの初めてなので、関連ＮＰＣがいないんですよね。だからダジャレで攻せめてみました。

レヴィ：ダジャレかよっ！（爆笑）

柊：コンニチハ、ワタシがリヴァイアサンです。

シェルリィ：わたしもリヴァイアサンです。

レヴィ：どもども、小官もリヴァイアサンです。

カーロス：うぉお、リヴァイアサンが多すぎる！　これは世界が壊れるな（笑）。

ＧＭ：レヴィヤたん以外のふたりはエキストラなので、大丈夫（笑）。

レヴィ：エキストラなのか。

ＧＭ：まぁ、そんな感じでレヴィが過ごしています。一方、カーロスはシェルリィをサイドカーに乗せ、ルコーンという街につきました。

レヴィ：小官がいる街でありますよ～！

ＧＭ：カーロスたちの来らい訪ほうをミネアが察知し、レヴィヤたんに「ねぇ、また変わった人たちが来たよ。もしかしたら、あなたの同類なんじゃない？」と言います。

レヴィ：変わった人でありますか？

ＧＭ：「うん。今、お城しろの哨しよう戒かいシステムに引っかかったの」

レヴィ：なるほど。ミネアは優ゆう秀しゆうでありますなぁ。小官も、潜せん水すい艦かんとしての感知システムを起動するであります。

柊：そんなデータ、持ってたっけ？

レヴィ：フレーバーでありますよ。その方が、こっちから接触にいけて便利なだけ（笑）。

ＧＭ：まぁ、いいでしょう（笑）。

カーロス：じゃあ、オレらは、街へとやってくる（笑）。

シェルリィ：カーロス、まずは宿を取ろう。どうせならば、ベッドでゆっくり寝ねたいところじゃ。

カーロス：そうだな。バイクを置かせてもらえる宿があるといいんだが……。

シェルリィ：ちっ、シケた街だぜ。ホテルなんかろくになさそうだな（一同爆笑）。

ＧＭ：シェルリィ！　カーロスに影えい響きようされて、Ｎ◎ＶＡっぽくなってるぞ！（笑）

レヴィ：では、話し合ってるカーロスとシェルリィに向かって突とつ進しん！　「シェルリィがいるであります～！」

シェルリィ：む？　おぬし、わしの名前をしっておるのか？

レヴィ：おおっ！　等身大フィギュアかと思ったら、コスプレでありましたか！　よくできているでありますなぁ！（嬉き々き）

シェルリィ：コスプレ衣い装しよう専せん門もん店てんで買ったとしたら、三〇万円はくだらないであろうな。

レヴィ：おお、オタク会話ができる！　小官はレヴィヤたんという者でありますが……もしかして、あなたは、池いけ袋ぶくろから来たでありますか？

シェルリィ：いや、違う。

レヴィ：え？

シェルリィ：そもそも、これはコスプレではないぞ。わしは〝青の〟シェルリィ、本人じゃ。

レヴィ：えっ……？

カーロス：シェルリィ、知り合いか？

シェルリィ：いや、初対面じゃが……。

レヴィ：あっ、カーロスがいるであります！　『ＡＲ２Ｅ』の世界に来たと思ったら、いろんなゲームのキャラがたくさん登場して、嬉うれしいでありますっ！（爆笑）

カーロス：あんたが何を言っているのかはよく分からないが、少なくとも、オレのことを知っているということは分かった。

レヴィ：『ナイトウィザード』『ダブルクロス』の次は『アルシャード』に『トーキョーＮ◎ＶＡ』なのであります！

シェルリィ：アルシャード!?　なぜわしの世界の秘ひ密みつを知っておるのじゃ!?　おぬしも、ユグドラシル宇う宙ちゆうから来たのじゃな!?（一同笑）

カーロス：トーキョーＮ◎ＶＡを知ってるってことは、トーキョーＮ◎ＶＡの住人だな？　ネットワークに繋つながらなくて大変だったろ？（一同爆笑）

柊：ふたりとも、レヴィヤたんが自分の世界の住人だと思ってる（笑）。

シェルリィ：……ちょっとよいか？　おぬしは何者で、なぜわしらのことを知っている？

レヴィ：……へ？

シェルリィ：おぬしの言うとおり、わしは〝青の〟シェルリィ、こちらはカーロス・マウリシオ・ダ・シルバじゃ。

カーロス：〝火星から来た男〟と呼よんでくれ。

シェルリィ：そして、わしの同行者のヴィオレットじゃ。

レヴィ：はっ、ヴィオレット！　小官、ヴィオレットのフィギュアを持っているでありますよ！




　井上さんは、昔、ヴィオレットの同人フィギュアを制せい作さくしたことがある。どうやら、レヴィヤたんはそれも買って、持っているらしい。




シェルリィ：よし、ヴィオレット、この娘むすめと交流してみよ（一同笑）。

レヴィ：（ヴィオレットになって）「あのときはとっても大変デシタネ～！　ＨＡＨＡＨＡ！」（レヴィに戻って）「そうそう。けっこうお金がかかって……」　って、リアルすぎる話はやめます（笑）。

柊：それがいいかと（笑）。

レヴィ：「小官、状況を整理するであります」と言って、ふたりの顔をまじまじと見るであります。「……リプレイ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．、秋葉原……。なるほど」

シェルリィ：どうしたのじゃ？

レヴィ：ふたりとも、落ち着いて聞いて欲ほしいであります。ここは、リプレイと呼ばれるフィクションの世界なのであります。そこに、われわれは迷まよい込こんでしまったのでありますよ。

シェルリィ：わしらはリアルな存在じゃ！　フィクションなどではない！（笑）

カーロス：そうそう。火星は本当にあるんだぜ？

レヴィ：「分かってもらえない!?　こ、この人たちも、完全にリプレイの中のキャラクターでありますね」とがっくりと肩かたを落とすであります……。「小官が池袋に戻もどれる日はいつでありますか!?」

シェルリィ：池袋？　ブルースフィアに戻もどれれば、いつでも行けるじゃろ。

レヴィ：ブルースフィアにある池袋では、ゾゴックのプラモは売ってないのでありますううううう！（一同笑）

柊：そ、そうなのか……。

レヴィ：ブルースフィアにあるおもちゃメーカーは、バ●ダイではなくサジッタ社なので、きっとゾゴックのプラモも、ちょっと似た別のなにかなのでありますよ……。

ＧＭ：設せつ定てい細かいな（笑）。

シェルリィ：ふむ。おぬしは、ユグドラシル宇宙の、リーフワールドについて語っているのじゃな？

レヴィ：まぁ、シェルリィに分かる形で言うならば、そういうことになるであります。カーロス、今から小官がする話を、落ち着いて聞くであります。

カーロス：へいへい。何だ？

レヴィ：カーロスがいたトーキョーＮ◎ＶＡは、ゲームから生み出されたドミニオン……いや、世界、なのであります。

カーロス：は？　ゲーム？

シェルリィ：レヴィヤたんは、いくつも異世界があるという話をしているのじゃろう。

ＧＭ：トーキョーＮ◎ＶＡの住人には、世界がいくつもあるという概がい念ねんはないだろうねぇ。

カーロス：……（重たい沈ちん黙もく）。

レヴィ・シェルリィ：……（カーロスを見つめる）。

カーロス：つまり、ウェブ上のゲームの話をしてるんだな？　ＯＫ、分かった（一同笑）。

レヴィ：ネットゲームとかの話をしてるわけじゃないであります！　リアル、現げん実じつの話をしているでありますよ～！（カーロスをポカポカ殴なぐる）

柊：もう、なにが現実で、なにがリアルなんだか、よくわからん（笑）。

カーロス：痛い痛い！　……と、ともかく、レヴィヤたんも、別の世界からアルディオンに落とされて困ってるんだろ？

レヴィ：そうであります！（きりっ）

カーロス：オレらは、それぞれの世界への帰還方法を知っていそうな賢者のもとへ向かうところさ。レヴィヤたんも一いつ緒しよに来るか？

レヴィ：（渋しぶい顔になって）ルコーンから離はなれるのは、あまり気乗りがしないであります。

カーロス：どうしてだ？　レヴィヤたんも、自分の世界へ戻もどりたいんだろ？

レヴィ：「ここは戦せん乱らんの地、アルディオンであります！」と言って、今まで発はつ刊かんされたリプレイの内ない容ようをかいつまんで説明！

シェルリィ：ふむ……。

レヴィ：……と言うわけで、うかつに出歩くと、戦争に巻まき込こまれる可か能のう性せいがあるでありますよ！　小官たちはきっとひとたまりもないであります！

カーロス：そんな心配はいらねぇと思うけど。

レヴィ：いやいや、小官たちはなにしろ１レベルなのですよ!?

カーロス：……よし、じゃこうしよう。おもむろに銃を抜ぬいてシェルリィを撃うつ。

ＧＭ：え？

一同：……。

カーロス：な？　なんともないだろ？

一同：……。

柊：……普ふ通つうに、死ぬと思うんだけど……。

ＧＭ：カーロスが攻撃したなら、シェルリィは死にます（一同爆笑）。

カーロス：えっ？




　どうやら、カーロスさん。なにか勘違いをしたもよう……。




シェルリィ：（笑い転げながら）じゃ、じゃあ、「カーロス、なぜ、裏うら切ぎったのじゃ……」と悲しげな瞳で倒たおれ伏ふくす！

柊：ヴィオレットも「マスター！　死なないでー！」って取とり乱みだすんじゃないか（笑）。

レヴィ：カーロス、この中で一番まともなＰＣだと思っていたのに……なぜ、突とつ然ぜん大だい惨さん事じを引き起こしたでありますか!?（笑）

カーロス：ご、ごめんごめんっ！（パニックしている）

シェルリィ：か、カーロス……あ、愛していたのに……。

柊：さっき会ったばっかりだろう！（爆笑）

カーロス：お、オレが〝王蛇会〟のやつに撃うたれたときは、ダメージが０だったから……口で説明するより、実じつ際さいに体験した方が分かりやすいと思ったら……その、シェルリィ、殺しちまった（笑）。

柊：ああ、「出身世界が同じでないと、ダメージが通らない」というレギュレーションになっていると思ったんですかね？

カーロス：そうそう！

シェルリィ：「そういう実験は、やる前に、相手の許きよ可かを、取って、欲ほしかった……」がくり（動かなくなった）。

レヴィ：シェルリィ！　カムバーック！

ＧＭ：……ええと、あまりに大惨事なので、「カーロスの弾だん丸がんは、シェルリィの頬ほおを掠かすめた」くらいにしておきましょう（笑）。

シェルリィ：じゃあ、わしは死ななかった。むくり（起きた）。

カーロス：ごめんごめん。大丈夫かと思ったんだよ（笑）。

シェルリィ：あやうく死ぬところだったのじゃぞ!?　もっと真しん剣けんに謝れっ！（爆笑）

ＧＭ：ちゃんと説明しますね。カーロスの説明をもとに検けん証しようをしてみた結果、「アルディオンの人間は、カーロス、シェルリィ、レヴィヤたんの三名に対して、ダメージを与あたえることができない。逆ぎやくに、カーロスたちは、アルディオンの人々にダメージを与えることができる」ということが判はん明めいします。

レヴィ：なるほど、アルディオンのキャラクターからの攻撃は、無む効こうになるわけでありますな！

ＧＭ：つまり『ＡＲ２Ｅ』の外から来たキャラクターは、ＰＣもＮＰＣもなにか特とく殊しゆな結界のようなものに覆おおわれているという感じです。

柊：霧谷とレビュアータのふたりは？

ＧＭ：あ、エキストラですが、ダメージ受けません。ＰＣのみなさんと同じです。

シェルリィ：それだけに、〝奈落〟や〝浄化派〟たちもやりたい放題。わしらが止めるしかないというわけじゃ。

カーロス：なるほど！（やっと、理解したらしい）

ＧＭ：ただし、自然発生的なダメージは被こうむることになります。平たく言ってしまうと、トラップなどにかかれば、ダメージは受けるということです。

シェルリィ：雪が降ふれば寒いし、時間が経たてば腹はらが減へる。そういうことじゃな。

カーロス：話をもどそう。「ともかく、オレらはそう簡かん単たんには死なないってことだよ」

レヴィ：なるほど。戦乱に巻かんき込まれても、小官たちは大丈夫ということでありますな！

カーロス：そうそう。オレらが同どう士し討うちを始めない限かぎりは平気（笑）。

レヴィ：（明るい顔になり）それならば、カーロスたちと一緒に、賢者に会いに行くであります！　小官、さっさと池袋に戻りたいでありますから！

シェルリィ：異世界から来た「誰だれか」に攻撃されたら、死ぬ可能性があるわけじゃが……まぁ、そのことは、黙だまっておくとするか（一同笑）。

レヴィ：小官、目の前のことさえ解かい決けつできれば、それでいいのでありますよ（笑）。

シェルリィ：よし、ならば、わしらだけが見ることができる真実を求めて、旅立とうではないか！（笑）

レヴィ：「さしずめ我々は選ばれた戦士でありますな？　小官、行くでありますよ！」……って、いつの間にか、レヴィヤたんがダメな子になってる!?

ＧＭ：いや、レヴィヤたんは、最初からダメな子でしたよ（一同爆笑）。

シェルリィ：わしもひどいキャラだが、レヴィヤたんも大たい概がいじゃな。

柊：ひどさを競ってどうするんだよ!?　真面目にやれよ！（笑）

レヴィ：では、小官、ミネアに別れをつげ、カーロスたちの旅に同行するであります！

ＧＭ：では、レヴィヤたんたちはファリストル城じようで一泊ぱくして体を休めたあと、ミネアに別れを告げて出立することになります。ミネアは「仲間が見つかって良かったね。旅が終わったら、レヴィヤたんの本体も連れて、遊びに来てね！」と見送ってくれます。

レヴィ：もちろん！　池袋に帰る道を見つけたら、ちゃーんと別れの挨拶をしに来るでありますよ。

シェルリィ：あとふたりのリヴァイアサンはどうするのかな？

ＧＭ：話を聞いて、ついて来ます。ただ、彼らはエキストラなので役には立ちません。

カーロス：人数がぐっと増ふえたな。バイクには乗らない（笑）。

ＧＭ：馬車でも借りたことにしましょう。

柊：霧谷が御ぎよ者しやなのかなぁ？

シェルリィ：苦労人だねぇ（笑）。

カーロス：それじゃ、出発するぜ？

ＧＭ：では、三人が出立したところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 04◆シャールズベリにて




　ルコーンにて一泊したカーロスたちは、国こつ境きようを越こえてアガルタ公国へと入ろうとしていた。

　一方その頃ころ、柊は、シャールズベリにて、意外な人物と話をする機会を得た。

　その人物は、死んだはずだったのだが……。




ＧＭ：次は、カーロスたちと柊の合流シーンになります。

柊：はい。さて、どうなるやら（笑）。

ＧＭ：まずは柊視し点てんでシーンをはじめます。途と中ちゆうからカーロスたちも登場できるようになりますので、カーロスたちはしばらく待っていてください。

カーロス：了解。

ＧＭ：柊は、ナーシアとロッシュに連れられて、シャールズベリにある宮きゆう殿でんへとやって来ました。

柊：まず、アルディオンの基き礎そ知識とかを、ナーシアたちに教えてもらうって感じ？

ＧＭ：ナーシアは静かな表ひよう情じようで柊を見ると、「……おじ様なら、いろいろと、教えてくれるはず」と言います。

レヴィ：ナーシアたちが教えてくれるわけじゃないのか……。

ＧＭ：ロッシュが「さまざまな事象に関して、知識の深い方がいるので、ご案内します。きっと、僕ぼくらでは、あまり、柊さんのお力にはなれないでしょうから」と苦笑します。

柊：悪いなぁ。こっちの事じ情じようで振ふり回まわしちまって。

ＧＭ：「いいえ、かまいませんよ」

柊：これはプレイヤー知識になりますが……ロッシュはアガルタ公国のトップになってるんでしたよね？　ロッシュがお偉えらいさんだって、柊も気づいていいですか？

ＧＭ：いいですよ。宮殿に通されたり、ロッシュに対する衛えい兵へいの態度を見たりして、柊はロッシュがかなりいいの身分の人間だと気づいたことにしましょう。

柊：「早々にお偉いさんと知り合えたのは、俺おれにとっちゃラッキーだった。でも、こっちの都合で振り回しちまったみたいで、悪いな……」って言っておこう。

ＧＭ：ロッシュは「困ってる人を放っておけませんから」と優やさしく笑いながら、宮殿の奥おくの方にある執しつ務む室しつへと柊を誘さそいます。




　ロッシュは、執務室のドアを叩たたいた。

「オスウィンおじ様、ちょっと風変わりなお客様がいらしたので、お時間をいただけませんか？」

　ドアの向こう側から、男性の声が返ってくる。

「どのように、風変わりなのだ？」

「ええ。なんでも、異世界からいらっしゃったというお方で」

「……なるほど。

　いろいろな異い変へんが起きているものだな。

　すぐにお通ししなさい」




カーロス：オスウィンおじ様って、オスウィン・ゴーダ伯はくか。

柊：ゴーダ伯って、もう死んでるはずだが……。

カーロス：もし、本物のゴーダ伯がいるんだとしたら、おかしい。

柊：ただ、これはプレイヤーたちの知識であって、柊はその辺の事情を知らないからなぁ。

ＧＭ：ええ、柊は特に気にしなくてかまいません。柊が執務室に通されると、室内では、中年の男性……ゴーダ伯が執しつ務む机づくえについて書類仕事をしていました。

柊：プレイヤーは懐なつかしい気持ちになるんだけど（笑）、柊はこの人に会うのは初めてだから、なんか凄すごみのある人だな、とだけ思っておく。




　矢野くんは、『無印』四巻でアル・イーズデイルとしてゴーダ伯と対面しているのだ。




ＧＭ：ロッシュとナーシアは忙いそがしいので、早々にその場を辞します。

柊：じゃあ、俺はゴーダ伯に「こういうことが起きたんだ」と、自分の身に起こったことを説明する。

ＧＭ：ゴーダ伯は静かに話を聞いたあと「なるほど。状況は分かった」と柊の話を信じてくれます。そして「異世界から来たといっても、お前は魔族たちとは違うようだな」と言ってくれます。

柊：俺の目的は、アルディオンで攫さらわれてしまった連れを取とり戻もどして、元の世界に戻もどることだけだ。

ＧＭ：「なるほど」

柊：なぁ、このアルディオンとやらで、一体何が起こってるんだ？

ＧＭ：ゴーダ伯は静かな声で「正直に話すと、今、アルディオンに起きている事態に関しては、私わたしも把握できているわけではないのだ。お前には理解できないかもしれないが、私はすでに死んでいる」と言います。

レヴィ：ゴーダ伯は、自分は死し亡ぼうしたはずだって、理解しているでありますか!?

柊：「俺の目には、あんたは生きているように見える。……一度死んだってんなら、なんで　蘇よみがえったんだ？」

ＧＭ：「説明できぬ。私は現げん世せのことはずいぶんと学んだつもりだが、今起きていることはまったく聞いたことがない」

柊：……。

ＧＭ：「私は死んだはずだし、その記憶もある」

柊：どうして死んだ？

ＧＭ：「魔族のひとりと戦い、負けて、殺された。だが、なぜにか生きていて……私以外の人間は、この異い常じよう事態に、気づいていない」

柊：なるほど。それがあんたの言う異変ってやつか。

ＧＭ：「そうだ。細かく調ちよう査さしてみたが、死亡した人間や、過か去この出来事について、とても混こん乱らんしているように見受けられる」

柊：俺がこっちに来たことが影響してるのか？

ＧＭ：「正せい確かくにはわからん。しかし関連があると思う」

柊：まぁ、そうだよな。

ＧＭ：ゴーダ伯なりの調査とその結果、それから見けん解かいを述のべてくれるのですが、簡かん潔けつに纏まとめると、以下のようになります。




・神話にさえも登場していないような、不思議な存在が、この大陸へとやって来ている。

・その存在は〝来寇者〟とも違う存在であり、このアルディオンに住まう者たちではダメージを与えることはできない。

・（アルディオンの）常じよう識しきではかると、かなりおかしな事態が発生していても、それを認にん識しきできる人間がほとんどいない。




カーロス：おかしな事態ってのは、オーレリーのこととかも……？

ＧＭ：そうですね。あれも一例です。

柊：なるほど。

ＧＭ：ゴーダ伯は「ひと言で言うならば、因いん果が律りつがめちゃくちゃなことになっているということだ。つまり世界が根底から崩ほう壊かいし始めている」と言います。

柊：世界が書かき換かえられている感じがする。きっと俺は、それに巻き込まれて、アルディオンへとやって来たんだろう。……そうなると、この状況はどうにかしないといけないな。

ＧＭ：ゴーダ伯は「ありがとう。この話を信じてくれたのは、お前が初めてだ」と言います。

柊：異世界からやって来たせいもあるが……これでも、年の割わりには修羅場をいくつもかいくぐってきたんでな。

ＧＭ：ゴーダ伯は「なるほど。私は、お前とよく似た人物を知っている」と、愉ゆ快かいそうに笑います。

柊：俺の目的は連れを取り戻もどして、元の世界に戻ること。だが、誰かが望むんなら、この異変をどうにかする手伝いをしてやるよ。

ＧＭ：「ありがたい。私がお前にできるアドバイスはただひとつだ。今回の事態に対して、比ひ較かく的てき知識のありそうな者がふたりいる。彼らに会って、話を聞くといい」

柊：どんなやつらだ？

ＧＭ：「ひとりは、レイウォールの軍師、グレイ・ウォーデン。もうひとりは、フェリタニアの軍師、〝臥龍〟ナヴァール」

シェルリィ：そのキャラクターって、プレイヤーはどっちも社長じゃないですか！（笑）

レヴィ：そういうオチか（笑）。

ＧＭ：ゴーダ伯から見ると、ナヴァールはアルディオンについて一番よくしっている人物なのです。裏の裏まで把握しているだろうと踏ふんで、柊に会いに行くようにいったのです。

レヴィ：グレイについては？

ＧＭ：グレイについては、さすがのゴーダ伯も理解できないようです（一同爆笑）。だから、逆にきっと彼だけが知っていることがあるだろうという感じです。

柊：「なるほど。とりあえず、グレイとナヴァールに会いに行けばいいんだな？」と聞きます。

ＧＭ：ああ、そしてできれば世界をもとに戻してくれ。そうすれば、おそらくお前ももとの世界に帰ることができるだろう。

レヴィ：でも、もとに戻ると、また死んじゃうであります。

ＧＭ：ゴーダ伯は、自分の死亡後に起きたことは知らないわけですが、周りからいろいろ聞いて、アンソンがしっかりやっていることに満足しているようです。だから死ぬことに抵てい抗こうはないみたいですよ。

柊：なぁ、アンゼロットの行方について、何か掴つかんでいたりしないのか？

ＧＭ：「お前の同行者についての情報は聞いていないが、ナラクと呼ばれる存在が来ていることは知っている」

柊：奈落か。『スルトの剣けん』のときに、『アルシャードff』の世界へ行ったことあるから、一応知ってるんだよな（笑）。




『スルトの剣』

『アルシャードffリプレイ オーディンの槍やり』に収しゆう録ろくされているリプレイ。そこでも矢野くんは、柊蓮司というキャラクターを演じている。




ＧＭ：それから、〝反逆の皇子〟〝エミュレイター〟〝真教浄化派〟という存在が、奈落と協力していると教えてもらえます。

レヴィ：我々がいた世界由来の敵が来ていると考えればいいでありますな。

柊：柊は〝エミュレイター〟と〝奈落〟は知ってるけど、残りふたつは知らないから、「侵魔の名前かな」と思っている。

シェルリィ：まぁ、そうなるじゃろうな。

柊：たぶん、アンゼロットはこのよっつのどれかにさらわれたんだろう。

ＧＭ：ゴーダ伯は「詳しいことは分からないが、お前にとって敵だというのならば、討うち滅ほろぼすことによって、事態が解決するのではないか？　これほどのことが、自然現げん象しようで起きたとは考えづらい。裏で手を引いている何者かの意い志しがあるはずだ」と言います。

柊：さらわれたってことは、さらったやつがいるってことか。まさしくそのとおりだ。「まぁ、どれがさらったのか、推すい測そくはつく」

シェルリィ：アンゼロット誘ゆう拐かいは、アンゼロットの自作自じ演えんかと思ったら、そんなことはなかったのじゃな（笑）。

柊：俺は、アンゼロットとエミュレイターが手を組んでやってるっていう線を、まだ捨すてきれずにいるけどな（笑）。「手がかりを教えてもらったんだ。あとは自分でどうにかするさ」

ＧＭ：「そうか」とゴーダ伯が言ったところで、ナーシアがドアをノックして入ってきます。「……失礼します。柊」

柊：俺に用か？

ＧＭ：「……街に、変な旅人たちが、来た」

柊：変な旅人？

ＧＭ：「……バートルと、エクスマキナを連れている。服ふく装そうとか、あなたに近い」

柊：ふぅん。じゃあ、会いに行ってみるとするか。

ＧＭ：では、シーンはそのままで、場所だけ変えましょう。




＊　＊　＊




ＧＭ：柊は、シャールズベリの街へと出てきました。

カーロス：オレら登場していいの？

ＧＭ：はい。カーロスが見てきた街と比ひ較かくすると、シャールズベリは、ベルクシーレより小さく、ルコーンよりは大きいです。

レヴィ：リプレイでは読んだでありますが、シャールズベリは思ったよりも田舎いなかでありました……。それにしても、カーロスのバイクは素す晴ばらしいで有りますな！　あっという間にたどり着いたでありますよ。

カーロス：とりあえず、宿でも……。

レヴィ：そういえば、なぜカーロスはニューロデッキのレッガーから外されたでありますか？

カーロス：しょうがねぇだろ！　時代は変わるんだよ！　オレのスタイルだって変わるんだからな!!（一同爆笑）

ＧＭ：メタな会話はそれくらいにしましょう（笑）。カーロスたちが宿を探さがして街を歩いているところに、柊がやって来ます。

柊：ナーシアは変な旅人って言っていたが……確認するまでもなく、この集団のことだって分かるな。「おい、ちょっといいか？」と声をかけようとして、シェルリィが連れてるヴィオレットに気づく（一同笑）。

レヴィ：ヴィオレットは「ＯＨ！」と叫さけんで、柊に抱だきつこうとします。

柊：避さけます（笑）。




『スルトの剣』には、井上さんもヴィオレットとして参加しているのだ。ふたりはそこですでに出会っているのである。

　なお、『スルトの剣』に登場した柊が、この柊と同一人物であるかは、読者の皆みなさんのご想そう像ぞうにお任せします。




レヴィ：レヴィヤたんとしては、目を輝かがやかせながら「下がる男、柊蓮司!?　サ、サインしてください！」と柊に詰つめ寄よる（笑）。

シェルリィ：「レヴィヤたんは、この男のことを知っているのか。すごいな」と感心したように言う。

レヴィ：（くわっと目を見開いて）いいですか、この人はアニメ化された作品のキャラクターであります！　ひれ伏ふすべきでありますよ！

[image: ]

カーロス：アニメって……。

レヴィ：『トーキョーＮ◎ＶＡ』は歴史が長いとはいえ、アニメの力には勝てないでありますよ！（力説）

カーロス：何の勝ち負けなんだよ!?（笑）

レヴィ：（柊を拝おがみながら）アニメ化さまぁ～！

柊：なんか、妙な話になってる気がする。「おい、ちょっと俺から話があるんで、聞いてもらえないか？」（笑）

シェルリィ：あ、はい（かしこまった）。

柊：お互たがい軽く自じ己こ紹介したあとに、「ミッドガルド出身のやつがいるってことは、あんたら、異世界から来たのか？」と尋ねる。

シェルリィ：一応、そうなるようじゃ。

柊：あんまり期待はしてないが……ファー・ジ・アースって単語を知ってるやつはいるか？

レヴィ：知ってるであります！　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のＴＲＰＧ『ナイトウィザード』の世界であります！

柊：ええと……確かに俺は、夜闇の魔法使いウイザードには違ちがいないが……。

シェルリィ：レヴィの言うことはよく分からぬが、どうやら彼女は、我々の世界の歴史をよく知っているらしいのじゃ。

カーロス：オレら、リプレイとかいう記録媒ばい体たいの登場人物らしいぜ？

柊：なんかよく分からねぇけど、こっちの事情を分かっていてくれるなら、話は早い。お前ら、わざわざ集まってるってことは、元の世界に戻る手しゆ段だんとか、探してるんじゃねぇの？

カーロス：ああ、そのとおりだ。その方法を知っていそうな、グレイ・ウォーデンという賢者のところに、行こうとしているのさ。

柊：そりゃあ、いい。もし、〝真教浄化派〟〝反逆の皇子〟〝奈落〟〝エミュレイター〟って単語に聞き覚えは？

カーロス：〝真教浄化派〟は俺の敵だ。

シェルリィ：〝奈落〟は、わしやヴィオレットの世界からやってきた敵なのじゃ。

柊：まぁ、〝エミュレイター〟は俺のところにいるヤツらだ。となると……。

レヴィ：「〝反逆の皇子〟　はて……？」と首を傾かしげるであります。

シェルリィ：忘わすれんなよっ！（爆笑）

柊：あれ？　お前の世界から来た敵とかじゃないのか？

レヴィ：〝反逆の皇子〟って、たくさんいすぎるので、どれのことを指しているのか、分からないでありますよ。

ＧＭ：たしかに、〝反逆の皇子〟とか名乗る悪あく魔まはたくさんいそうだ（笑）。

柊：そうなのか……。まぁ、どうやらお前に関連ありそうだな。

レヴィ：そうでありますなぁ。

柊：ともかく、〝エミュレイター〟たちは、こっちの世界に来てるらしい。

シェルリィ：うむ、知っている。わしは奴やつらを追ってきたのじゃからな。

カーロス：俺も似たようなもんだ。

レヴィ：小官、プラモを買うために出かけたら、アルディオンに迷い込んだであります。

一同：……。

シェルリィ：レヴィヤたんは、不思議な存在じゃなぁ（まろやかな笑顔）。

レヴィ：小官、細かいことは気にしないであります！　スーパーＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．大戦たるこの現げん場ばにいられるだけで、幸せであります！　これは、特別な運命なのでありますよ！

柊：ええと……まぁ、よかったな（笑）。

カーロス：とにかく、まずはグレイ・ウォーデンのところへ行って、話を聞くのがいいんじゃないか？

柊：そうだな。ただ、わざわざ敵対勢せい力りよくもこっちに呼ばれてるんだから、そいつらをぶっ倒してからでないと、元の世界に帰れないんじゃねぇの？

レヴィ：……小官、何を倒たおせばいいでありますかね？（しょんぼり）

柊：〝反逆の皇子〟とやらじゃねーの？

レヴィ：〝反逆の皇子〟は多すぎて、「こいつだ！」という心当たりがないでありますよ!?

柊：〝反逆の皇子〟が複ふく数すう人いたとしても、アルディオンに呼よび込こまれたのは少しだけだろうさ。そいつを叩たたけばいいだけ。

レヴィ：それに、小官、生きつ粋すいの軍人でありますゆえ、上官の命令がないと、動けないでありますよ。自分で判はん断だんして行動するのは、得意ではないであります……。

シェルリィ：ふむ。では、わしが判断してやろう。わしらを傷きずつけようとするものは、みんなで仲良く皆みな殺ごろしにする。ＯＫ？（一同笑）

レヴィ：分かったであります！

柊：いいのかよ、そんな適当で（笑）。

シェルリィ：ほら、優ゆう劣れつをつけるのはよくないから、みんなで仲良くやってしまえばよかろうよ。

レヴィ：ええっ!?　上官になってくれるのではないでありますか!?

シェルリィ：うむ。わしらはあくまで仲間。優劣も上下もなにもない。（優やさしい笑顔で）……じゃから、アニメ化されたからといって、柊が一番偉いわけではない。よいな？（一同爆笑）

レヴィ：うむむ……納得しかねる部分もありますが、とりあえずは了りよう承しようしておくであります。

カーロス：心理的な葛かつ藤とうを乗のり越こえたんなら、俺たちギルド結成してもいいんじゃないか？　目的は似たようなもんだろ？

レヴィ：おお、そのとおりでありますな。

柊：そうだな。協力体たい制せいは取りたいところだ。

シェルリィ：うむ。

柊：「じゃあ、この四人で世界でも救ってみようじゃねぇか」と言う。俺のいる世界じゃ、世界を救うのが日常茶飯事だからな！（笑）

レヴィ：世界を救う……！　甘かん美びな言葉でありますなぁ！

シェルリィ：うむ。わしはその言葉を聞きたかったのじゃ。

カーロス：〝真教浄化派〟とやりあえるんだったら問題ない。……それに、柊みたいに筋すじの通った考え方をするやつは、火星にもそうそういなかったぜ。

柊：か、火星？　あんたは火星から来たのか？

カーロス：ああ。生まれ故郷だ。いいところだ。

柊：そうか……（笑）。ともかく、まずはグレイ・ウォーデンのところに向かうんだな？

カーロス：そうだ。

柊：もうひとり、ナヴァールっていうやつにも会っておくといいみたいだぜ。この街にいたお偉いさんが言ってたよ。

カーロス：なるほど、了解だ。

レヴィ：ほほう！　グレイにナヴァール！　両方とも、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長のＰＣでありますな！（一同笑）

シェルリィ：Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．？　ふふふ、そのような会社、聞いたこともないわ（一同爆笑）。

レヴィ：まだ信じてないでありますか～!?（笑）

ＧＭ：とにかく、みなさんはギルドを結成しました。では、ギルドリーダは誰にするか、ギルド名をどうするか、決めてください。

カーロス：今回は決めなくていいんじゃないか？　さっき、お互たがいに上下関係もなにもなしにしようって話をしたんだし。

ＧＭ：それはそれで、なんかかっこいいね（笑）。まぁ、このギルドが機能するのは今回限りだし、このメンツだから困ることもないでしょう。それでけっこうです。

柊：名前もいらないな。

レヴィ：名もなきギルドなのです。これもなんかカッコイイ（笑）。

ＧＭ：分かりました。

シェルリィ：我々は仲良くなったことだし、お互いにコネクション結んでいい気がするのじゃ。

レヴィ：そうでありますな。では、小官はＰＣ全員に結ぶであります。柊には、（ダイスを振ふる）52。友ゆう情じよう。……ピンとこないので、チョイスする。憧しよう憬けいにするであります。

柊：なんで憧憬？

レヴィ：アニメ化されているので（笑）。カーロスには、（ダイスを振る）興味。シェルリィには、（ダイスを振る）慈じ愛あい？（一同笑）

シェルリィ：慈愛でいいのじゃよ？（笑）

レヴィ：（ダイスを振る）忠ちゆう誠せいに変へん更こうするであります。

シェルリィ：わしは、クエストを取得しておくのじゃ。【力を合わせて異変を解決する】にしておこう。

レヴィ：『アルシャード』っぽくていいでありますな！

ＧＭ：では、カーロスたちに柊も合流し、シャールズベリを出発したところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 05◆ノルドグラムにて




　ひとりから始まったカーロスの旅は、いつの間にか、シェルリィにレヴィヤたん、そして、

　柊という同どう志しを得て、賑にぎやかなものへと変わっていた。

　そんな旅路も、ノルドグラムに到とう着ちやくしたことで、終わりを告げようとしていた。




ＧＭ：次のシーンです。みなさんは、レイウォールの首都ノルドグラムに到着し、グレイ・ウォーデンがいる部屋までやって来ました。

レヴィ：おお、早い（笑）。

柊：ＮＰＣふたりは？

ＧＭ：ああ、この先連れて行っても役に立たないので、リディルのところで預あずかってもらったということで。

シェルリィ：ほんとにダジャレのためだけに出てきたんだな（笑）。

ＧＭ：では、グレイの部屋です。グレイ・ウォーデンは老エルダナーンの男性です。「よくきたな。ワシはグレイ・ウォーデン」

カーロス：あんたが噂の賢者様か。

ＧＭ：「正しくは、レイウォールの王位継けい承しよう権けん第一位であるリディル様に仕えている、軍師じゃ」

柊：けっこうなお偉いさんなのか？

ＧＭ：「そうじゃな。もうしばらくすると、リディル様がこの国の王になる。本来なら、おぬしらのような流れ者がたやすく面会できる相手ではないな」

レヴィ：でも、我々、面会を許ゆるされたでありますよね？

ＧＭ：「あまりリアルリアリティにこだわりすぎてもストーリーがつまらなかろう。そのため、ここでは、ゴーダ伯からの紹しよう介かい状じようがあったため、例外として許されたということにしておこう」（一同爆笑）

レヴィ：もはやキャラクター発言なのか、ＧＭ発言なのか、区別がつかないであります！（笑）

シェルリィ：わしらから見ると、レヴィヤたんと同類に見えるのじゃ（笑）。

ＧＭ：「はっはっは、メタ軍師という設定なのでな。すべてキャラクターの発言だ。だから安心して説明を聞くがいい」（一同笑）

レヴィ：たしかに。「さすがは社長のキャラクターであります！」（笑）

柊：俺らには、お前らが何を言ってるのか、さっぱり理解できないんだが。

ＧＭ：「理解できる範はん囲いで理解してくれればよいのじゃ。ともかく、わしはおぬしらのことを良く知っている」と言いながら、グレイはみなさんにソファーに座すわるように勧すすめます。

シェルリィ：長い話になりそうじゃし、座ることにするのじゃ。

ＧＭ：「まず最初にひとつだけ。……レヴィヤたん」

レヴィ：は、なんでありましょうか？

ＧＭ：「おぬしの仲間も、わしらもすべて、リプレイのキャラだと思っているだろう？」

レヴィ：そうであります。

ＧＭ：「それは確かに正しい。しかし、ひとつ忘わすれていることがあるぞ」

レヴィ：なんでありますか？

ＧＭ：「おぬしも、リプレイに出てくるＰＣじゃからな？」（一同爆笑）

レヴィ：な、なんでありますとーっ!?　小官まで、リプレイのＰＣであると!?（愕がく然ぜん）

カーロス：レヴィヤたんの肩を叩いて「つまりオレたちはみな同類ってことだろ」（笑）

レヴィ：そ、そんな……では、現実はどこに存在すると……。

ＧＭ：「どの世界も存在している。どれも現実なのじゃ。ただ……例えばトーキョーＮ◎ＶＡという世界を、レヴィヤたんはリプレイというドミニオンだと認識している。それだけの話じゃ」

レヴィ：（しばらく黙だまり込こんだあと）つまり、小官は二次元の世界に生きているという考え方でありますな？　二次元にいると思えば、なんだか素晴らしいことな気がしてきたであります！

シェルリィ：それでいいのかレヴィヤたん……（笑）。いや、当人が幸せそうだから、黙っておくのじゃ。

ＧＭ：「さて。では、おぬしらに分かるように、わしが認識出来る範囲で、今回のことを説明するのじゃ」

カーロス：ああ、お願いするぜ。

ＧＭ：では、グレイは、以下のような解かい説せつを口にします。




「ひとつの空間があり、そこは時間が流れ、人々が存在し、歴史や物語が生み出されている。それを、ひとつの世界としよう。

　その世界の外側にある、別の空間を、異世界と呼よぶ」




カーロス：なんか、ピンと来ないんだが。

ＧＭ：「では、ひとつの世界をトーキョーＮ◎ＶＡ、異世界を火星と考えて話を聞くが良い」

カーロス：……まぁ、分かった。

ＧＭ：「ここまでは、おぬしらにも想像できる範囲であろう。だが、ここから先はそうもいかないじゃろう」

レヴィ：そうなんでありますか？

ＧＭ：「ああ。トーキョーＮ◎ＶＡであったり、ファー・ジ・アースであったり……とにかく、いくつもの世界が存在するとしよう。その世界たちの外がい殻かくとして、ゲームの壁かべというものが存在するのじゃ」

一同：ゲームの壁？

ＧＭ：「言葉は理解できずともいい。とにかく、小さな世界をたくさん内包した、大きな世界があると思えばいい。その大きな世界と、また別の大きな世界では、そう簡単に行き来できるものではない。世界によっては、そもそも、本来は別の世界と交こう錯さくしないものもある」

シェルリィ：シェルリィとしてはポカーンとしてしまうが、プレイヤーには分かります。『ＮＷ２』と『ＳＦＭ』は行き来することができても、『ＮＷ２』と『ＴＮＸ』は行き来できないって話ですね。

ＧＭ：そうそう。「本来、アルディオンがあるこの世界……エリンは、他の世界と交わらないはずの世界だった」




エリン

『ＡＲ２Ｅ』の舞ぶ台たいとなっている、アルディオンやエリンディルなどの大陸がある世界のことを指す。




カーロス：ふむ……。

ＧＭ：「エリンは異世界からの侵しん略りやくを受けているが、その異世界ですら、広い意味での世界の法ほう則そくに取とり込こまれている。そこの柊がいるファー・ジ・アースを外の世界から侵略する、侵魔と呼ばれる敵と同じように」

柊：ふむふむ。

ＧＭ：「そして、その『ＡＲ２Ｅ』という世界と、『ＮＷ２』との間に、ゲームの壁というものが存在する」

シェルリィ：なるほど。

ＧＭ：「そのゲームの壁の向こう側には、もっと大きな壁が存在していてな」

シェルリィ：……なんだか、話がマトリョーシカのようになってきたのじゃ（笑）。

ＧＭ：「まぁ、落ち着け。これを聞けば、おぬしらは納得せずとも、プレイヤーは納得するから」

柊：いま、かなり身も蓋ふたもないことを言ったぞ……（笑）。

ＧＭ：「ともかく、ゲームの壁の向こう側には、レーベルの壁というものがあってじゃな……」（一同爆笑）

シェルリィ：レーベルの壁！（笑）

柊：ああ……たしかに、柊としては理解できないが、プレイヤーにはよく分かる概念だ……（笑）。

ＧＭ：「今回は、そのレーベルの壁という巨大な防ぼう御ぎよ壁へきが、不思議な事情によって、取とり払はらわれたようなのじゃ」

一同：おおおっ!?

レヴィ：レーベルの壁を取とり払はらった力とは、一体何でありますか!?

ＧＭ：「わしは意味が分からんが、〝二〇周年記念〟という言葉が鍵かぎとなっているようじゃ」（一同爆笑）

シェルリィ：記念……ふむ、なんらかの祭りが力となって、レーベルの壁とやらを取とっ払ぱらったのじゃな。

ＧＭ：「だが、その隙すきを、我々の敵たちが見み逃のがすわけがない。……端たん的てきに言ってしまうと、エリンにいる邪じや神しんと、ブルースフィアの奈落が、密みつ談だんをしてな。相手の世界に行ってみることにしたようなのじゃ」

シェルリィ：（奈落になって）「ちょっと、そっち遊びに行ってみたいんだけど」（邪神になって）「いいよ。んじゃ、代わりに、お前が留る守すの間、そっちで暴あばれてもいい？」「ＯＫ」

ＧＭ：グレイは「うむ、おおむね、そんな感じじゃったようだ」と頷うなずきます（一同笑）。

柊：適当すぎるだろ!?（笑）

ＧＭ：「ともかく、奈落が、エミュレイターや真教浄化派や反逆の皇子を連れて、このエリンへと攻せめ込こんだのじゃ。そして、それに呼こ応おうするようにして召しよう喚かんされたのが、おぬしらというわけじゃ」

柊：バランスを取るために、召喚されたのか。

ＧＭ：「そのような感じじゃな。〝来寇者〟たちが住まう世界よりもさらに遠くから来た奈落たちは、非ひ常じように強力。エリンに住まう者では、ダメージを与えることはできず……」

シェルリィ：逆に、奈落たちはエリンの者たちを攻撃することができる、のじゃな？

ＧＭ：「そのとおり。強力な力を行使できるがゆえに、エリンの因果律を弄いじることもできる。そのせいで、エリンが崩壊しはじめているのじゃ」

柊：ゴーダ伯が蘇ったのは、そのせいなのか……。

ＧＭ：「おぬしらは、奈落たちを滅ほろぼすために召喚された。ゆえに、その役目を果たせば、おのずと元の世界へ帰れるであろう」

柊：そうだろうと思った。まぁ、分かりやすくていい。

ＧＭ：「もっとも、ユグドラシル宇宙は終しゆう焉えんを迎むかえ、生まれ変わりの最中じゃから……シェルリィが戻る頃ころには、世界が刷新されているのじゃ」（一同笑）

レヴィ：ええっ!?　じゃあ、ここにいるシェルリィは、旧きゆう版はんのシェルリィでありますか!?

シェルリィ：この戦いが終わったら、わしは『トーキョーＮ◎ＶＡ』へ行って、そこでバーでも営いとなんで……。

レヴィ：なんでカーロスについていこうとするでありますか!?（笑）

柊：シェルリィは関係なく、ただ単に、天がカーロスというキャラクターを好きだからだと思います（笑）。

カーロス：ええっ!?　シェルリィは柊に惚ほれるんじゃないのか!?

シェルリィ：柊の中身は矢野だと思ってしまうので、どうしても難しい（笑）。

柊：カーロスと先に遭そう遇ぐうしてるんだから、そのまま、カーロスに惚ほれ込こめばいいよ（笑）。

カーロス：えー……どうせなら、ヴィオレットごと、柊が持って行けよ（笑）。

レヴィ：柊もカーロスも、シェルリィのことを押おしつけ合ってない？（笑）

ＧＭ：そろそろ話を戻しますよ？　「そして、もうひとつ致ち命めい的てきなことが起きておる」

柊：それは？

ＧＭ：壁の向こうへ出かけた邪神とともに、この世界を守しゆ護ごする神しん竜りゆうもいなくなったのだ。

一同：あーっ!!




　実は、この大陸の守しゆ護ご神しんとも言うべき、神竜王セフィロスは、ピアニィの身体に邪神の御み子ことともに封ふう印いんされていた。そして、ピアニィは現げん在ざい『ブルースフィア・デイドリーム』に出演中。

　この大陸にはいない……。




柊：それで、世界の因果律がめちゃくちゃになったんだな。

ＧＭ：たぶんな。死人が生き返り、世界が混まじり合あい、順じゆん序じよが逆ぎやく転てんしている。しかも、ほとんどのものはそれに気がつきはしない。

カーロス：そいつは大惨事だ。

ＧＭ：うむ、ほっておけば、やがてこの世界は消しよう滅めつするだろう。

カーロス：カーロスとしては完全に理解したとは言えないが（笑）、「約束しちまったからには、そんな事態は必ず防ふせいでみせるぜ」と言うしかないな。

シェルリィ：さすが、男前っ！

柊：俺らが倒たおすべき奈落たちがどこにいるかは分からないか？

ＧＭ：「それは、わしが教えるべき項こう目もくではない。ナヴァールの管かん轄かつなので、ノルウィッチに行って、ナヴァールと会えばいいと思うのじゃ」と言って、ノルウィッチへの転送石をくれます。

柊：おお、これはありがたい。

レヴィ：なぜナヴァールは我々の敵がどこにいるか、知っているのでありますか？

ＧＭ：「ワシと違ちがって、ナヴァールは『無印』シリーズを無事に終わらせねばならないという使命を背せ負おっている。それを果たすためなら、何だってするはずじゃ。敵の所しよ在ざいを突つき止とめてあるじゃろう」

カーロス：ええと……ナヴァールはとある使命を果たすために、ついでに俺らの敵のことも知ってるってか？（笑）

ＧＭ：「おおむねそんな感じじゃ」

レヴィ：その言い方だと、グレイはもうリプレイにでないのではないかと思われますが。

ＧＭ：「『メイビー』は完結した。だから、ワシの役目は本来終わっていたはずなのじゃ」と語ります。

シェルリィ：グレイ殿は、そこまでメタな視点で物事を捉とらえているのに、よく正気を失わずに生きていけるな……？

柊：正気に見えるだけで、本当はどうなのかは分からないぞ。

ＧＭ：そもそも『イフ』という企き画かくが生きるために、メタな発言ができるように〝メタ軍師〟などという設定をつけてしまったのだ。それゆえ、のちのちアイディンティティーの維い持じに苦労した……じゃが、それもこれでおわりじゃ」

レヴィ：ちょっとぉ、今にも死んじゃいそうな発言であります！（一同爆笑）

ＧＭ：「今まで命が長らえたのは、ここでお前たちに説明するためだったに違いない。わしの役目はこれで終わった……」と、言うとグレイは砂になってサラサラと消えていきます。

一同：おおおぃっ!!（爆笑）

レヴィ：消えたーっ！（笑）

シェルリィ：社長ーっ、そこまでしなくても!!（爆笑）

ＧＭ：いやぁ、すまん。ちょっと満足感があったから（笑）。

柊：『アルシャード』編へんには、グレイみたいな解説キャラクターはいませんよね？　どうやって解説したんです？

ＧＭ：まぁ……いろいろと、ね。




　いろいろと苦労しました。詳くわしくは、『アルシャード』編を読んでください。




カーロス：とりあえず、ノルウィッチに行って、ナヴァールに会えばいいってことが分かったんだし、先を急いだ方がいいんじゃないか？

柊：そうだな。時間が経てば経たつほど、この世界が壊こわれていくだろうし。

レヴィ：ノルウィッチに行くであります！

ＧＭ：では、みなさんが転送石でノルウィッチに飛んだところで、シーンを終了します。







◆Middle 06◆ノルウィッチにて




　カーロスたちはノルウィッチへと飛んだ。

　そこで彼らを待ち受けていたのは、想像を超える惨さん状じようだった。




ＧＭ：次は、ノルウィッチになります。みなさんは、転送石を使うと、一いつ瞬しゆんでノルウィッチに到着します。

カーロス：はい。

ＧＭ：ぱっと視し界かいが変わって、見知らぬ街……というか、廃はい墟きよにたどり着きます。

柊：……廃墟？

ＧＭ：ノルウィッチは、廃墟と化していたのです。
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シェルリィ：うむ、プレイヤーとしてはこの辺で危き機き感が欲しいところだったので、丁度いい。

柊：おいぃ、後がたいへんだろう！（爆笑）

レヴィ：「おかしいであります。ここはこんな朽くちた場所ではなかったはず……」とりあえず、人がいないか探してみるであります！

ＧＭ：すると、赤い衣装を身にまとった、小こ柄がらな少女がたおれています。

カーロス：もしかして、アキナか？
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ＧＭ：そのとおり。

柊：アキナか……。

ＧＭ：辺りには、奈落たちの残ざん滓しのようなものを感じます。それぞれが対たい応おうする敵の気配を感じ取るといいんじゃないですかね？

シェルリィ：くっ、奈落に先手を取られたか……！

カーロス：オレは〝真教浄化派〟と書かれたカードを握にぎりつぶして、舌した打うちをする。

シェルリィ：アキナには演出で《ヒール》をかけて、癒いやすことにしよう。

ＧＭ：アキナは怪け我がをして気き絶ぜつしていましたが、シェルリィの介かい抱ほうのおかげで、傷は塞ふさがりました。

カーロス：ほっ。他人のシリーズの主人公を勝手に殺さないでくださいよねっ！（笑）

ＧＭ：はっはっは。さてここで「レヴィヤたん」と言って、三人の人ひと影かげが現あらわれます。

レヴィ：三人？　誰でありますか？

ＧＭ：「お前に引きずられて、この世界へやって来たのだ」と、天國護あまぐに・まもる、夜や刀と神がみいぶき、桐生桂花きりゆう・けいかの三人が姿を現あらわします。

レヴィ：ど、どういうことでありますか!?

ＧＭ：偶ぐう然ぜんなんだけどね、今日のメンツは、『別れの日は過ぎて』とまったく同じなんだ。
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一同：ほんとだーっ！

シェルリィ：うんうん、さっき〝反逆の皇子〟って言われたとき、気がついた。

ＧＭ：長くやってると、こんなことが何度もあるもんだねぇ（しみじみ）。

カーロス：というか、同じメンバーで何度もリプレイ収録してるわけなんだ（笑）。

柊：オレたちっ───、

一同：仲良しっ！（爆笑）

ＧＭ：話をもどしましょう。護が「いいか、落ち着いて聞け」とレヴィヤたんを見つめます。「我らの敵は、我々四人で倒した、あいつだ」

シェルリィ：そうそう、かっこよくて、強い敵だった（←『別れの日は過ぎて』の著ちよ者しや）。

レヴィ：だ、誰でありますか？

シェルリィ：だから、忘れんなよっ！（一同爆笑）　名言をメモっていて、何かあるたび読み上げていたヤツだよ。

レヴィ：あの〝反逆の皇子〟ルキウスが暴れているということでありますか!?　だって、あいつは小官たちが倒したでありますよ!?

柊：……いや、死者が蘇ったケースを、オレは目の当たりにした。グレイの言ってた、因果律の乱みだれというやつのせいだな。

ＧＭ：護も「どうやら、奈落の力で蘇ったようだ」と言います。

レヴィ：奈落……でありますか？

ＧＭ：もうひとつのクロスオーバーリプレイが『アルシャード編』なので……『アリアンロッド』の邪神と交代して、こちらで猛もう威いを振ふるっているのは、奈落なのです。

レヴィ：厄やつ介かいな話でありますなぁ。天と地がひっくり返ってしまうであります。

シェルリィ：死者が甦よみがえってくるわけじゃな。

レヴィ：黙もく示し録ろくが始まるでありますか!?　ならば、一いつ刻こくも早く元の世界に戻もどらねば！

柊：俺は周囲の惨状を見回したあと、「でも、奈落とかを叩いたところで、この世界は元に戻るのか？　すでに犠ぎ牲せいは出てるんだろ……？」と呟つぶやく。

ＧＭ：桂花は「我々がしたことも、ヤツらがしたことも、すべては跡あと形かたもなく消えるだろう」と言います。「因果律が元に戻り、何もかもがなかったことになるんだ」

シェルリィ：その際さい、わしらの記憶はどうなる？

ＧＭ：「もちろん、一緒になくなるだろうな」

柊：すべてがなかったことになるなら、記憶も消えるのが自然だな。

レヴィ：ええっ!?　こんな面白い体験、そうそう味わえないでありますのに……。

ＧＭ：護はレヴィヤたんに向かって、「あのときだって、そうだっただろう？　誰も我々のことを憶えていなかった」と言います。

レヴィ：そうでありましたね……。

シェルリィ：そうそう（←『別れの日は過ぎて』の著者）。

柊：もしそうだとしても、このおびただしい数の死がなかったことになるんだったら、俺はそれでいい。

シェルリィ：わしはもともと、人に記憶されるために戦っているのではない。何ら問題ないのじゃ。

柊：「さっさと奈落たちをどうにかしないといけないようだな。あとで因果律は戻もどされるとはいえ」と言って、もう一度周囲を見回して「……これは、あまりにもひどい」と言う。

レヴィ：は、そうでありますな。ただ、柊たちとの記憶までなくなってしまうのは寂さびしいでありますが。

カーロス：……あんまりロクな記憶じゃないし、消えてもいいんじゃないか？（笑）

シェルリィ：間ま違ちがってわしを殺しそうになったことを、なかったことにしたいんじゃな？（笑）

カーロス：まぁ……真面目な話、記憶が消えても、心には何か残るだろう。それに、なにかを成なし遂とげたという事実までは、なくなったりしないさ。

柊：……そうだな。

カーロス：ここでなにかを成なし遂とげれば、ちょっとした弾はずみで、記憶だって復ふつ活かつするかもしれないだろ。

レヴィ：さ、さすがカーロスであります！

カーロス：感動するのはまだはやいぜ。（ニヤリと笑って）……記憶を消されるためには、まず、因果律を戻もどすという大仕事をこなさなきゃならないんだからな。

レヴィ：そうでありますな！　何かを終わらせねば、先に進めないであります！

シェルリィ：それに、レヴィヤたんの世界なら、リプレイとやらで今回の出来事が記録されるのではないか？

レヴィ：それはないであります。小官が出ているリプレイが発売されていれば、小官がリプレイのＰＣであると認識できたはずでありますから。

柊：まぁ、どっかの世界で、リプレイとして記録されるかもしれないだろ。それで十分じゃないか。

シェルリィ：そうじゃな……。その物語で、誰かの心を温め、勇気を与えることができれば、それでよい。

カーロス：因果律が戻ったとしたら、オレらも元の世界に戻れる。だが、その先に、対たい処しよしなくてはいけない事じ件けんが待ってるということでもある。

柊：そうだな……。

ＧＭ：護たちは、レヴィヤたんの肩に手を置くと「あとは頼たのんだぞ。我々は役目を終えた。ひと足先に我々の世界に戻って、お前の帰還を待ってる」と言います。すると、その姿がすうっと消えていきます。

レヴィ：きっと、役目……【ＳＡ：レヴィヤたんに情報を渡わたす】を果たしたでありますな。

シェルリィ：レヴィヤたん、アニメの録画、桂花に頼んでおけば、なんの憂うれいもなく戦えたんじゃ……？

レヴィ：はっ、そのとおりであります！　桂花殿、アニメの録画を……！

ＧＭ：桂花たちはもういません（一同笑）。

レヴィ：おおおおおお……！（慟どう哭こく）

柊：ま、まぁ、さっさと終わらせて、帰って、それで録画予約をしろ。な？（笑）

ＧＭ：さて。みなさんが介抱したアキナが目覚めたところで、マルセルがやって来ます。アキナがマルセルに事情を説明すると、マルセルは「うちのギルドリーダーが世話になったようだな。礼を言う」と頭をさげます。

柊：礼はいい。ところで、この辺にナヴァールという賢者がいると聞いてやってきたんだが……。

ＧＭ：マルセルが「あの男は、ピアニィ様のお側にいて、その身をお守りしているはずだ。壊かい滅めつしてしまったノルウィッチにいるはずがない」と言ったとたん、瓦が礫れきの向こうから、アルとベネットを連れたナヴァールがやって来ます。

カーロス：マルセルがナヴァールに向かって「……今ごろ来ても、遅おそいというのに」と憎にくまれ口ぐちを叩いたりするんだな（笑）。

ＧＭ：ナヴァールが「我々がいたところで、何もできなかったはずだ。それは、お前も分かっているだろう？」と言うと、マルセルは「それは、そのとおりだが」と答えます。

レヴィ：小官はベネットに抱だきつくであります！

ＧＭ：ベネットはひょいっとレヴィヤたんの抱ほう擁ようを回かい避ひしました（笑）。

カーロス：レヴィヤたん、何をやってるんだ（笑）。

レヴィ：ううっ、ベネットはこの世界のアイドルでありますよ、アイドル！

ＧＭ：するとベネットは急にご機き嫌げんになって「あっしがアイドル？　ふっ……あんたはよく分かってるでやんすねぇ！」とレヴィヤたんとガッチリ固い握あく手しゆを交わします（一同笑）。

シェルリィ：アルはどうしてる？

柊：俺がアルの演出をやっちゃうと、柊が喋しやべらなくなっちゃうので、アルのことはＧＭに任まかせます（笑）。

ＧＭ：ナヴァールが静かになったアルを見て「ひとつのシーンに、プレイヤーが同じであるＰＣがふたり以上登場すると、リアルの問題により、片かた方ほうが黙だまらざるを得なくなるのだ。へたに動かそうとすると、大惨事が起きかねない」と呟く（一同笑）。

カーロス：ああ、そうなりますね……（笑）。

シェルリィ：では、ナヴァールに向かって「おぬしがナヴァールか？」と尋たずねよう。

ＧＭ：ナヴァールは「そのとおり。あなたがたは、異世界から来た勇者だな？」と言います。

シェルリィ：うむ。さぁ、早く、わしらが倒すべき敵をくれ！（笑）

レヴィ：思い切りぶっちゃけたであります～!?（笑）

ＧＭ：ナヴァールは「まず、現げん状じようを説明させて欲しい」と言います（笑）。




　ナヴァールは、ピアニィが忽こつ然ぜんと姿を消し、アルディオンはすでに滅ほろびているという。

　エリンから剥はがされかけたアルディオンを押おさえ込こんでいたピアニィがいなくなれば、当然のことだったようだ。

　そして、本来ピアニィがいたはずの場所、エストネルの元首都エル・ウィン・フリットには、異世界から来た魔族たちが、アルディオンを蹂じゆう躙りんするための拠きよ点てんを作っているようだ、と。




レヴィ：つまり、ピアニィというくさびがなくなったから、アルディオンはエリンから解とき放はなたれてしまい、奈落たちが好き勝手に荒あらし回まわっているでありますな？

ＧＭ：「ああ、そのようだ。魔族たちの本ほん拠きよ地ちは、エル・ウィン・フリットに作られている」

シェルリィ：わしらは、エル・ウィン・フリットに赴おもむき、奈落を根ね城じろごと排はい除じよして、ピアニィを呼よび戻もどせばよいのか？

ＧＭ：すると、シェルリィのシャードが輝かがやき、「ピアニィと名乗る人から伝言だ。『あたしはブルースフィアにいて、必ず自力で帰還します。だから、アルディオンで発生している問題に集中して対処してください』だそうだ」と教えてくれます。

シェルリィ：なるほど。「ナヴァール、安心召めされよ。ピアニィは、わしがいた世界にいて、自力で帰還するためのすべを模も索さくしておられるようだ」

レヴィ：では、小官らは、アルディオンにいる奈落たちを排除すればよいでありますな！　シンプルで素晴らしい作戦であります！

柊：そうだな。俺たちの世界から来たやつらは、俺たちが落とし前をつけよう。

ＧＭ：ナヴァールは「すまない、ありがとう」と頭を下げたあとに「奈落が本拠地としている城があり、造つくりは五階かい層そうになっている」と説明します。

カーロス：連戦になるってことか？

ＧＭ：階と階の間には休きゆう憩けいエリアがあります。簡単にいうと、シーンの切れ目があるので、限げん定てい的てきな回かい復ふくならばできますよ。

シェルリィ：親切設せつ計けいじゃな（笑）。ポーション類を補ほ充じゆうしておいた方がいいじゃろうか。

柊：俺、所持金０だから、店に行っても何も買えない（笑）。

ＧＭ：「本拠地である以上、きっと向こうにもポーション類はあるだろう」

シェルリィ：じゃあ、足りなくなったら、それをかっぱら……有ゆう効こう活用しよう。

柊：それじゃ、いっちょ奈落の本拠地とやらに乗のり込こむとするか。

ＧＭ：では、そろそろシーンを終了してよろしいでしょうか？

レヴィ：あ、小官、ルキウスに対して、【絆きずな】を取得するであります。関係は……［怒いかり］にするであります。「ルキウスは人の心を持ってないであります。魔ま物ものとしては下の下……人間の心と魔物の本ほん性しようで揺ゆれ動うごくからこそ、美しいでありますのに」

カーロス：まだ【絆】の枠わくがひとつ空いてるんじゃないか？

レヴィ：もうひとつは、ベネットに［憧憬］で取得するであります。なにせ、アルディオン大陸のアイドルでありますからな！

ＧＭ：では、ミドルフェイズを終了します。
















ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆魔まの巣そう窟くつへ




　アルディオン大陸中央部、旧きゆうエストネル王国跡あと地ち。

　かつては裁さい定てい者しやの国として大きな影えい響きよう力りよくを持っていた国は、大地に穿うがたれた巨きよ大だいなクレーターの中に沈しずんでいた。過か去この栄えい華がの面おも影かげはなく、異い形ぎようの怪かい物ぶつ───妖よう魔まや魔族が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする荒こう野やだけが広がっている。

　そんな危き険けん地帯を、一行は突つき進すすむ。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ。シーンプレイヤーはカーロス。全員登場になります。

一同：おう！

ＧＭ：ノルウィッチを出たみなさんはさらに南下し、広大な荒野を越こえ、無事に目的地───エル・ウィン・フリットへとたどり着きます。かつてエストネル王国の首都として栄えた面影かげはなく、ただ瓦が礫れきだけが転がる廃はい墟きよが目の前にあります。
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シェルリィ：おや、もうついたのか。道中、何か危険があったりはせんのか？

ＧＭ：荒野を渡わたる際さい、異形の怪物───妖魔に襲おそわれたりはしましたが、特に問題にはなりません。彼かれらは〝レーベルの壁かべ〟を超こえられないので、みなさんに指一本触ふれられません。

カーロス：そういうことか。

柊ひいらぎ：さて、目的地についたんなら、早速探たん索さくを始めようぜ。ナヴァールの話によると、ここに敵てきの本ほん拠きよ地ちがあるらしいしな。

ＧＭ：それについては、街が見えるのと同時に、街だった場所の中心に漆しつ黒こくの五ご重じゆうの塔とうが建っているのを発見できます。

柊：街の中心……『アリアンロッド・サガ・リプレイ』で、ピアニィがアルディオン大陸を世界に繋つなぎ止とめるために、氷の結界を張はってた場所か？

ＧＭ：そうです。ちなみに、ピアニィが消えてしまったため、アルディオン大陸は再ふたたび世界からの浮ふ上じようを開始しています。

カーロス：つまり、このまま放っておくと、俺おれたちも異い次じ元げんに吹ふっ飛とばされる？

ＧＭ：ご明察。アルディオン大陸が世界から切きり離はなされたあと、みなさんが無事でいられるかは分かりません。少なくとも、大陸に住む一いつ般ぱん人じんの大半は死ぬでしょうが。

レヴィ：なんと！　そんな非ひ道どう、許ゆるすわけにはいかないでありますよ！

シェルリィ：世界融ゆう合ごうを引き起こしている元げん凶きようを一いつ刻こくも早く叩たたき、ピアニィをこの世界に引ひき戻もどさねばならんのう。

柊：どうやらあまり猶ゆう予よはないみたいだな。さっさと塔とうの中に入るぞ。

ＧＭ：なお。塔の通路はとても広いので、バイクでも余よ裕ゆうで通れます。

カーロス：助かるぜ。オレは騎き乗じよう状じよう態たいでないと真しん価かを発はつ揮きできないからな。

ＧＭ：さて、みなさんが塔に入ってしばらく進むと、二〇メートル四方ほどの部屋にたどり着きます。何もない殺風景な部屋の中、みなさんを待ち受けているのは───。




　それはひとりの男だった。身長三メートルに届とどこうかという、恵めぐまれた体たい躯くの持ち主だ。

　彼は鍛きたえ抜ぬかれた肉体を鋼はがねの鎧よろいで包み、腰こしに巨きよ人じんすら両りよう断だんできそうな大たい剣けんを佩いている。

　ただ立っているだけだというのに、その身から発せられる威い圧あつ感のすさまじさ。目の前にいるのが人間ではなく、猛もう獣じゆうなのではないかという錯さつ覚かくに襲われる。




ＧＭ：さらに身に着けている武ぶ具ぐから、アルディオン大陸の人間だと推すい測そくできます。道中で見かけた騎き士しが身に着けていたものと似にた感じがするので。種族はヒューリンですね。

シェルリィ：ヒューリンで、猛獣のような大男。それって───。

柊：ベルフトか！




ベルフト・バウエス・レイウォール

　アルディオン大陸の大国のひとつ、レイウォール王国の王子。

　圧あつ倒とう的てきな力と苛か烈れつな行動力を備そなえ、若わかくして数多くの武ぶ勲くんを打ち立ててきた。大陸最強との呼よび声ごえも高い、不世出の武ぶ人じんである。
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ＧＭ：正せい解かい。ベルフトは大音声で話はなし掛かけてきます。「来たか、異界の勇者たち！　俺の名はベルフト！　貴き様さまらと一戦交えるため馳はせ参さんじた！」

レヴィ：うっひょーっ、ベルフトでありますよ！　小官、興こう奮ふんを隠かくせないであります！

ＧＭ：彼はさらにこう言います。「俺は奈な落らくの力を受けた！」

シェルリィ：わざわざ言ってくれるのか！（笑）

カーロス：てか、あんたに奈落の力って必要なのか？　そんなものなくても鬼おにのように強いように思えるんだが。

ＧＭ：「奈落の力を受けないと、お前たちにダメージを与あたえられないのだ」（一同笑）

柊：そ、そうか。ベルフトでも自力で〝レーベルの壁〟を超こえることはできないんだな。

ＧＭ：「奈落の力によって、俺はこの大陸最強の存そん在ざいになった！　この塔を進むのであれば、大陸最強の猛も者さたちが次々とお前たちを襲おそう。覚かく悟ごを持ってかかってくるがいい！」

カーロス：えーっと、一階ひとりとして、五重塔だから……最低でも五人の最強がいるってことか？　どうせなら、まず最強同どう志しで競い合って、真の最強を決定してからきてくれると嬉うれしいんだが（一同笑）。

ＧＭ：「それぞれ最強の方ほう向こう性せいが違ちがうのだから仕方あるまい」（笑）

シェルリィ：ふむ。武ぶ力りよく最強とか知ち略りやく最強とか、みんな得意とする分野が違うみたいな？

ＧＭ：「そういうことだ」こくりと頷うなずくと、ベルフトは剣けんを一ひと振ふりして構かまえます。

シェルリィ：……アルディオンの勇者よ。奈落と手を組んだ者の魂たましいが無事であった試しはないぞ。今ならまだ間に合う。剣を速やかに納おさめるがよい。

ＧＭ：「たしかに、奈落などくだらぬもの。自らの力でもぎ取ってこその勝利だからな」

レヴィ：なら、どうして奈落に!?

ＧＭ「それには深い理由がある。……いろいろ考えてみた結果、この塔では最強っぽいやつを次々と出そうと思った。ゆえに俺が出るしかなかったのだ！」（一同笑）

柊：それ、ベルフトのセリフじゃなくて、社長の気持ちでしょっ！（爆笑）

ＧＭ：じゃ、言い直します。「このベルフト、大陸最強を自負している。この世界で、俺とまともに戦える者は多くない。ならば、異界の勇者と戦えるこの機会、逃のがすわけにはゆくまい！」

レヴィ：強者と戦うため！　なんとベルフトらしい！　納なつ得とくしたであります！（笑）

カーロス：意外とお祭り好きなんだな、あんた……（笑）。

柊：つっても、今の俺たち、１レベルだけどな（一同笑）。

ＧＭ：「まあ、奈落の力を得た結果、俺も本来の強さを発揮できなくなっている。条じよう件けんは五分といえよう」具体的にはレベルが十分の一になってます。奈落の力を借りると、どうも弱体化してしまうようですね。

カーロス：おやおや、そんなになってまで戦おうってのか。難なん儀ぎなやつだな。

ＧＭ：「戦いを前に同どう情じようとは余裕だな。そんなことでは首が胴どう体たいから飛ぶことになるぞ。俺は俺らしく攻こう撃げきする。それを忘わすれぬことだ」

柊：ベルフトらしく、ねえ。

ＧＭ：忠ちゆう告こくしたベルフトは、話を打ち切り、剣を握にぎる手に力を込こめ、戦意を身体にみなぎらせていきます。さあ、戦せん闘とうを始めましょう。




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　ベルフト　　　　７

　レヴィ　　　　　６

　柊　　　　　　　４

　カーロス　　　　４

　シェルリィ　　　３
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ＧＭ：まずは第１ラウンドのセットアッププロセス。ベルフトは何もしませんので、ＰＣ側で何かあればどうぞ。

レヴィ：特になしであります。

柊：《ディバインコール》！　月衣から魔剣を呼よび出だして装そう備びだ。「何か、呼よび出だすだけなのに疲つかれるんだよな……何でだ？」（一同笑）

シェルリィ：「異い世せ界かいにきて力が変へん質しつしたのではないか？」別の特とく技ぎなってるしの（笑）。

ＧＭ：そうですね（笑）。カーロスとシェルリィは……特になしと。イニシアチブプロセスに移うつります。最初のメインプロセスはベルフトから。

レヴィ：く、くるでありますよー！




　こうして始まった対ベルフト戦。

　勇ゆう猛もう果か敢かんなベルフトとの戦いは、小細工なしのぶつかり合いとなった。

　奈落の影えい響きようで弱体化したとはいえ、そこは大陸最強の男。一行を激はげしく攻せめ立たてる！

　だが、ＰＣたちもさるもの。ベルフトの攻撃を柊とシェルリィが受け止め、一気に反はん撃げきに転じる。第１ラウンドは一いつ進しん一いつ退たいのまま終わりを迎むかえることとなった。




ＧＭ：「やるな、異界の勇者たちよ！　この俺の相手にして、最初の一分を乗のり越こえるとは褒ほめてやる。だが、次に俺が一いち撃げきを放つとき、戦いは終わる！」

カーロス：なんだと？

ＧＭ：「見せてやろう、このベルフトの真の力を！」というわけで、全員が行動終しゆう了りようになったので、クリンナッププロセスへ。そして、第２ラウンドに移ります。




●第２ラウンド
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ＧＭ：第２ラウンド目のセットアッププロセス。ここでベルフトが動きます。

カーロス：ちょ、ちょっと待て！　ベルフトのセットアッププロセスといえば───。

柊：いやな予感が……。

ＧＭ：ベルフトは《鬼き神じんの波動》を使用！




《鬼神の波動》

　大陸最強といわれるベルフトを象しよう徴ちようする特とく殊しゆ能のう力りよく。

　使用すると同一エンゲージにいる自分以外のキャラクターの【ＨＰ】を０にする。




一同：おおぉおおおいっ!?

シェルリィ：あぼら───っ!?

柊：〝ぽぅーんっ！〟と首が飛んで俺たちは死ぬ（笑）。

レヴィ：柊殿どの、シェルリィ殿───っ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：なんで、そんな嬉うれしそうに自分の死を演えん出しゆつしてるんですか（笑）。

カーロス：《インタラプト》かな？

ＧＭ：ちょっと待ってください《鬼神の波動》の説明はまだ終わってないですよ。先ほどの解かい説せつには続きがあるんです。




　───ただし、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』出身のキャラクターにのみ有ゆう効こう。




一同：なんだって───っ！（笑）

カーロス：じゃあ、『ＮＷ２』出身の柊、『ＡＬ２』出身のシェルリィには効こう果かなしか。

シェルリィ：び、びびらせおって！（笑）

ＧＭ：無む傷きずの柊とシェルリィにベルフトは驚おどろきますが、すぐ獰どう猛もうな笑みを浮うかべます。「俺の渾こん身しんの一撃を受けて倒たおれぬどころか無傷とはな！　嬉しいぞ、異界の勇者たちよ！」




　喜びに打うち震ふるえながら、再び攻こう勢せいに出るベルフト。

　だが、さしものベルフトでも、弱体化した身では、ここまでが限げん界かいであった。最後はレヴィの召しよう喚かんした万ばん能のう潜せん水すい艦かんリヴァイアサンの呪法ミサイルを受け、地に倒たおれたのである。




ＧＭ：再び放たれた万能潜水艦リヴァイアサンのミサイル攻撃が命中すると、ベルフトは爆ばく発はつで空中に吹ふき飛とばされ、そのまま床ゆかに激げき突とつ。限界を迎むかえたベルフトに、もはや立ち上がる力は残っていません。戦闘終了です。

レヴィ：よっしゃー！　撃げき沈ちんであります！

カーロス：恐おそろしい敵だった……。

柊：この世界の住人だったら勝てなかったぜ。

シェルリィ：いやぁ、わしら異世界人でよかったわい！

ＧＭ：勝利を噛かみしめるみなさんに、床の上で大の字に倒たおれているベルフトが語りかけます。「見事だ、異界の勇者たちよ。これほど血が滾たぎったのは、妹と戦った以来か」

カーロス：満足したかい、タフガイ。

ＧＭ：「ああ、満足だ」そう答えるベルフトの身体は、ゆっくりと霧む散さんして消しよう滅めつします。

シェルリィ：奈落に呑のまれた者の末路か……。

レヴィ：うう、ベルフト殿ーっ！

柊：レヴィヤたん、泣くな。この馬ば鹿かげた事じ件けんを起こした黒くろ幕まくを倒たおせば、世界融合はなかったことにできるんだ。そうすりゃ、ベルフトだって元どおりに蘇よみがえるさ。きっとな。

レヴィ：……そうでありますね！　小官、がんばるであります！

カーロス：その意気だ。それじゃあ、先に進むとするか。




＊　＊　＊




ＧＭ：では、みなさんは部屋の奥おくにある階かい段だんを上り、二階へと向かうのですが、その途と中ちゆうで休きゆう憩けいルームを発見します。

レヴィ：休憩ルーム!?（笑）

ＧＭ：階段の途中の踊おどり場ばに棚たながあり、ソファがあり、休憩できるようになっています。回かい復ふく系けいのスキルやアイテムなど、自由に使って構かまいません。あと、棚に三種類の薬瓶びんが二本ずつ置いてあります。薬瓶にはラベルが張ってあって、ひとつは〝下がるお茶〟───。

柊：ぱりーん!!（薬瓶をたたき割わる音）

シェルリィ：いきなり何しとるんじゃ！　捨すてられた薬瓶をキャッチ！

ＧＭ：えーっと、とりあえず最後まで話は聞いて下さい（笑）。改めて説明しますね。ひとつは〝下がるお茶（フェイトが回復）〟と書いてあります。次は〝上がるお茶（【ＨＰ】が回復）〟、最後は〝リラックスするお茶（【ＭＰ】が回復）〟とあります。

柊：これ、アンゼロットの自作自じ演えんだろ!?（笑）

ＧＭ：アンゼロットはこの場にはいないので、確たしかなことは分かりません。ちなみにこのお茶は、この部屋でしか使えません。持っていこうとすると中身が腐くさってしまいます。

柊：そうか……。ところで誰だれもフェイト使ってないよな？

カーロス：使ってないな

柊：じゃあ〝下がるお茶〟をたたき壊こわす！

シェルリィ：だから待たんか！（笑）　《ヒール》にフェイトを使って、消費した分を〝下がるお茶〟で回復するという手もあるじゃろうが！

柊：うるさい！　これだけは許さん！（一同爆笑）




　一行はトラウマを刺し激げきされた柊をなだめ、改めて三種類のお茶について検けん討とうを始める。

　その結果は次のとおり。

　まずシェルリィが《ヒール》を自分と柊に使って【ＨＰ】の全ぜん快かい。うち一回はフェイトを１点消費して回復量を増ぞう加かしている。

　その後、シェルリィと柊が〝リラックスするお茶〟で【ＭＰ】を回復した。

　そして、次に一行が手に取ったのは───。




シェルリィ：さて、いよいよ運命の時間じゃな。〝下がるお茶〟を飲むぞ！　ぐびぐび。

ＧＭ：では、１Ｄ……マイナス２点、フェイトを回復してください。最低保ほ障しようはないので、出目次第では減へることもあります（笑）。

シェルリィ：げえぇええええ！（一同爆笑）

ＧＭ：ちなみにこのダイスロールにはフェイトを使えますよ。ただし、ダイス１個こ追加するごとに、マイナス２の修しゆう正せいが入りますけど（笑）

シェルリィ：フェイト１点消費するごとに、２Ｄマイナス４、３Ｄマイナス６と増ふえていくのか！　ぐぬぬ……よし！　フェイト２点消費！　３Ｄマイナス６でいく！




　勢いきおいよく振ふられた三つのダイスが、テーブル上を転がっていく。

　一同の視し線せんが集中する中、停止したダイスの出目は───１、２……６！




シェルリィ：よっしゃーっ！　９から６を引いて３点回復。ギリギリ全快じゃ！

一同：おお───っ！

カーロス：６が出てよかったな。下手したらフェイトがスッカラカンになるとこだった。

シェルリィ：うむ。１、２と出たときは、心しん臓ぞうが止まるかと思ったわい（笑）。

柊：はぁ……。なんで休憩場所でこんな疲つかれてんだ、俺たち（一同笑）。




　ちなみに、「なぜフェイト１点回復するためにこんなにコストをかけるのか」と、思われる方のために解説しておこう。

　ダイスを一個振ったときの期待値は＋１．５点、使用するフェイトの分を引いても０．５点、つまりプラスなのである。ダイスによる事故を減らし、なるべく期待値に近づけるには、多くのダイスを振った方がよいのだ。シェルリィの選択は、高度な計算に裏付けされたクレバーなものなのである。

　……ということに、しておこうや。




レヴィ：結果よければすべてよし。さあ、二階に向かうでありますよ！

ＧＭ：では、みなさんが休憩ルームをあとにしたところで、シーンを切りましょう。







◆Climax 02◆三人の魔族




　五重塔二階。ただ広い部屋は形けい状じようこそ一階と変わらないが、雰ふん囲い気きが異ことなっていた。

　質しつのよいアンティークのソファとテーブルが置かれ、不ふ可か思し議ぎな格かつ好こうの三人組が談笑している。他に人ひと影かげはない。どうやら彼らがこの階の守しゆ護ご者のようだ。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはレヴィヤたん。みなさんが二階に上がってきたところから始まります。

レヴィ：二階はどんな感じでありますか？

ＧＭ：一階と同様、二〇メートル四方ほどの部屋ですね。ただ、こちらはテーブルやソファなどの調度品が置かれていて、ソファには女じよ性せい、男だん性せい、少年の三名が腰こし掛かけています。

カーロス：そいつらがこの階の守護者かな。

ＧＭ：そのとおり。最初に三人について簡かん単たんに解説を。まず女性ですが───。




　腰まであるロングヘアの持ち主で、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが魅み力りよく的てきな人物。肌はだの露ろ出しゆつの多いきわどい衣い装しように身を包んでおり、背せ中なかには蝙蝠こうもりのような羽が生えている。妖よう艶えんな笑みを浮うかべているが、同時に油ゆ断だんならない狡こう猾かつな雰囲気が感じられる。




柊：琥珀色の瞳の魔族……。もしかして、アザゼルか？

ＧＭ：正解です。




〝報復者フラガラツハ〟アザゼル

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』に登場したキャラクター。

　アルディオン大陸の戦せん乱らんを歴史の影から操あやつる秘ひ密みつ結社バルムンク。その四人の首しゆ魁かいのひとり。嗜し虐ぎやく的な性格の持ち主で、さまざまな策さく謀ぼうを張はり巡めぐらせ、多くの悲ひ劇げきを生み出した。
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ＧＭ：次に少年ですが───。




　透すき通とおるような銀ぎん髪ぱつの持ち主で、深海の底を彷ほう彿ふつとさせる暗い青の瞳をしている。身に纏まとうのはフードつきのローブ。薄うすい笑みを口元に張はり付つかせているが、目には相手を値ね踏ぶみするような、得体の知れない輝かがやきが宿っている。




カーロス：ローブ姿の少年……。たぶん、マーリンだろう。

ＧＭ：またまた正解！




〝血の螺旋ダーインスレイブ〟マーリン

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』に登場したキャラクター。

　バルムンクの首魁のひとり。残ざん忍にんかつ自じ己こ中心的な魔族で、人間を玩具おもちやに遊ぶことを好む。また、予言者を名乗って相手に近づき、さまざまな情じよう報ほうを与あたえて操ることを得意とする。
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ＧＭ：では、最後に男性について。




　黒くろ髪かみ、黒目、鍛きたえられた肉体を持つ偉い丈じよう夫ふ。皮鎧を身に着け、傍かたわらには身みの丈たけほどもあろうかという、禍まが々まがしい意い匠しようが施ほどこされた真しん紅くの大剣を置いている。背中にはやはりコウモリのような黒い翼がある。目つきは鋭するどく、まるで抜ぬき身みの刃やいばのような印象を与あたえる人物だ。




一同：……。

ＧＭ：……。

一同：…………誰？（笑）

柊：えっと、アザゼル、マーリンってきたら、こいつもたぶん『アリアンロッド・サガ』関連のキャラクターだよな。

レヴィ：いやでも、こんな奴やついたでありますか？

カーロス：身の丈ほどもある剣を持った男……。ちょっと思い当たる人物がいないな。

シェルリィ：うーん……分からん！

ＧＭ：みなさんが分からないのも無理ないかと。なぜなら、彼がこの姿を見せるのは、今回が初めてだからです。この男性の名は、ベリアルといいます。

一同：ベリアル！




〝剣の王ノートウング〟ベリアル

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』に登場したキャラクター。

　バルムンクの首魁のひとり。凶きよう悪あくな魔ま獣じゆうを召喚して世界を混こん乱らんに　陥おとしいれようと画かく策さくした魔族だが、英えい雄ゆうによって討うたれた。長い時を経へて、魔獣の肉体を得て復ふつ活かつしたが、彼の復活計画に気づいた者たちの活かつ躍やくによって再び滅ほろぼされた。
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シェルリィ：こいつ、本当の姿はイケメンじゃったのか！

柊：驚おどろくのそこかよ！（一同笑）

カーロス：そういえば、ベリアルだけは本当の姿が謎なぞのままだったんだよな。シリーズ開始時点ですでに滅ほろんでたし。その謎が、まさかここで明かされるとはな（笑）。

ＧＭ：せっかくの二〇周年記念なので、サプライズを入れようと思いまして（笑）。というわけで、二階は『アクロス』『ブレイク』『ゲッタウェイ』と、『アリアンロッド・サガ』三シリーズのラスボス級魔族がそろい踏ぶみとなっています。

レヴィ：豪ごう勢せいな面子であります（笑）。

ＧＭ：三人の魔族は、みなさんに気づくとソファから立ち上がります。「来たね」「ここまで上がってくるやつがいないから、暇ひまでしょうがなかったわ」「ようやく我われらの出番か……」

柊：いや、上がってくるやつも何も……この塔が建ったの、最近じゃねえの？（一同笑）

レヴィ：きっと何人かアルディオン人が挑ちよう戦せんにきたでありますよ（笑）。

ＧＭ：どうやらそのようです。ただ全員、ベルフトに返かえり討うちにされましたが。

カーロス：あいつに勝てるやつは、そうそういないだろうしな……。

ＧＭ：様子を窺うかがうみなさんにアザゼルが言います。「ベルフトを倒たおすとはやるじゃない、異界の人間。あなたたちとは初対面だし、自己紹しよう介かいしておこうかしら。私わたしは〝報復者フラガラツハ〟アザゼル。この世界を混こん沌とんに導みちびく魔族よ」

カーロス：こいつはご丁てい寧ねいにどうも。美女に挨あい拶さつされちゃ無む視しできないな。一礼を返す。「ついでにそっちの男ふたりも自己紹介してもらえると助かるんだが」

ＧＭ：「僕ぼくは〝血の螺旋ダーインスレイブ〟マーリンだよ」「〝剣の王ノートウング〟ベリアルだ」マーリンがにやにやと笑いながら、ベリアルは厳いかめしい顔つきで応こたえます。
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柊：マーリンにベリアルね。それで、あんたらもベルフト同様、奈落の力を得た口で、オレたちの邪じや魔まをするのか？

ＧＭ：柊の質しつ問もんに、マーリンが答えます。「そうだね。僕らはこの世界で一度死んだ魔族だけど、奈落の力で甦よみがえった。だから、奈落を排はい除じよされるのはすごく困こまるんだよ」

カーロス：奈落の力を失えば、再び無に還かえるからだな。さっきのベルフトのように。

ＧＭ：今度はベリアルが口を開きます「そのとおりだ。ゆえに、この先へは進ません」そして、彼はチョークで自分たちとみなさんの間に一本の線を引きます。

レヴィ：線？

ＧＭ：「貴様らはこの線から先に進むことはできない」嘲ちよう笑しよう混まじりにベリアルが告げます。

シェルリィ：なにを訳わけの分からんことを言っとる。気にせず前に進むぞ。

ＧＭ：すると、目に見えない壁に阻はばまれ、先に進むことができません。三人の魔族が協力して張った結界の壁が、部屋の中央部を仕切っているのです。

シェルリィ：ぬう、こしゃくな真似まねを！

カーロス：まいったね。通せんぼされちまった。普ふ通つうに戦うんじゃないのか？

ＧＭ：では、二階の戦闘について説明しましょう。




・二階を突とつ破ぱするには、三人の魔族が張った結界を破は壊かいしなくてはならない。

・結界には【ＨＰ】が設せつ定ていされており、０になるとクリンナッププロセスに破壊される。

・また、ある条件が満たされている場合、クリンナッププロセスに反撃を行なってくる。




カーロス：ふむ。必要分のダメージを与えても、いきなり結界が壊こわれるわけじゃないのか。

レヴィ：なにか、仕し掛かけがありそうな感じありますな。ちなみに反撃の条件は……。

ＧＭ：秘密です（笑）。勝利条件は結界を破壊のみ。三人の魔族は特にデータを持っていません。結界さえ突破できれば、勝手に消滅します。

カーロス：……ちなみに、戦闘開始前に《カミワザ》を使えば突破できないか？

ＧＭ：「残念だが、ここは《カミワザ》で突破することはできない」とベリアルが（笑）。

カーロス：くそ、『トーキョーＮ◎ＶＡ』ならば！（一同笑）

ＧＭ：「そうだね、故こ郷きようならいけたんじゃない？」とマーリンが言い、続けて「でも、異世界に来ちゃったんだからしょうがないわよね」とアザゼルが喋しやべります。

カーロス：くそー、郷ごうに入っては郷に従したがえと！　火星火星言っているオレは空気が読めないやつだと!!　そう言いたいんだなっ!?（一同爆笑）

シェルリィ：か、カーロスが怒いかりに震ふるえておる（笑）。

柊：楽に行かせちゃくれないか。なら、とっとと結界をぶっ壊こわしちまおう。

ＧＭ：敵は結界のみ。こちらから能のう動どう的てきな行動は取りませんので、位置やエンゲージは気にしなくていいです。それでは、戦闘を開始しましょう！




　こうして、魔族の展てん開かいした結界を破壊する戦闘が始まった。

　第一ラウンド目───少ない情報の中、一行は結界を全力で叩たたくことを選せん択たく。次々と攻撃を放ち、結界の【ＨＰ】を瞬まばたく間に０にしてしまう。




シェルリィ：なんじゃ、あっさりと結界の【ＨＰ】を０にできたのう。

カーロス：さすがにこのまま終わるとは思えないな。さて、どうなるやら。

ＧＭ：では、全員が行動終了したので、クリンナッププロセスに移ります。すると結界は一度崩ほう壊かいしますが、すぐさま全ぜん回かい復ふくして元どおりになります。

一同：なにぃ───っ!?

レヴィ：あっさりしすぎだと思ったら、やはりなんらかのギミックが！

ＧＭ：壊こわしたはずの結界が修しゆう復ふくしていくのにみなさんが驚おどろいているところで、反撃です。演出としては結界の奥に隠かくれていた魔族たちが攻撃を仕し掛かける形になりますね。

シェルリィ：むおっ！

ＧＭ：累るい計けいダメージ75点なので、みなさんに25点のＨＰロスをプレゼント。結界の崩壊と再さい構こう築ちくの合間に、マーリンが赤黒い風の刃を、アザゼルが光の奔ほん流りゆうを、ベリアルが剣圧をみなさんに飛ばします。

一同：ぐはっ!?

レヴィ：一気に持ってかれた！　残り【ＨＰ】５点しかないであります！

シェルリィ：なんという威い力りよくじゃ！　ＨＰロスでは《プロテクション》もできん！

ＧＭ：ふふふ、焦あせっていますね。結界の仕掛けを見み破やぶらない限かぎり、みなさんの勝利はありませんよ。さあ、次のラウンドへ行きましょう。




　予想以上の被ひ害がいに一行が焦あせる中、戦闘は第２ラウンドへ移い行こうする。

　さすがに無む策さくに突つっ込こんでは全ぜん滅めつすると、慎しん重ちようになったＰＣたちは、一気に慎重になった。

　第２～第３ラウンドまで、情報収しゆう集しゆうに終始したのだ。

　戦闘の中で得られるわずかな情報を集積していく。

　結界の【ＨＰ】が50点であること。最大【ＨＰ】を超こえたダメージを与えると、その超ちよう過か分ぶんと同どう値ちのＨＰロスが反撃として与あたえられること。また、結界は毎ラウンド【ＨＰ】が全快することなど。少しずつ結界の全ぜん貌ぼうを暴あばいていく。

　そうして突とつ入にゆうした第４ラウンド。彼らはひとつの結けつ論ろんに到とう達たつする。




レヴィ：結界の破壊の鍵かぎはやはりダメージであります！　最大【ＨＰ】を超ちよう過かしないように削けずるのではないかと！

柊：単たん純じゆんだけど難むずかしい条件だな……。

カーロス：なに、50点ぴったりとは限かぎらんさ。ある程てい度どの幅はばがあるかもしれない。５点、10点までなら超こえてもＯＫってな具合いにな。悩なやんでも仕方ない。一度試すとしよう。




　一行は予よ測そくが正しいことを祈いのりながら行動に移うつる。

　このラウンド、ＰＣたちはダイス運にも恵めぐまれ、結界の【ＨＰ】をぴったり50点削ることに成功した。そして、運命のクリンナッププロセスが訪おとずれる。




ＧＭ：では、クリンナッププロセス。無数の亀き裂れつが入った結界は粉々に砕くだけ散ちり、消滅していきます。先ほどのように、再構築される気配はありません！

一同：よっしゃ───っ！

ＧＭ：そして、結界が砕くだける散るのと同時に、アザゼル、マーリン、ベリアルもまた断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて消滅します。「そんな───」「僕たちが───」「人間ごときにぃいいっ！」

柊：ふう、なんとかなったな。

ＧＭ：ちなみに結界の【ＨＰ】は50点。ダメージの許きよ容よう範はん囲いは55点までで、それを超えると超過分と同値だけＨＰロス与える仕掛けでした。

カーロス：だいたい、予想どおりだったな。

ＧＭ：魔族の結界を突破したみなさんは、三階へ向かうことになりますが、その途中で再び休憩ルームを見つけます。今回は壁に「ブルックス商会」と書かれた看かん板ばんがついてます。

カーロス：ほう。さっきの戦いでの消しよう耗もうもあるし、回復アイテムがあると助かるな。店主には悪いが、ちょいあさらせてもらうとしようか。




　室内に設せつ置ちされた商しよう品ひん棚だなを調べた一行は、ハイＨＰポーションとハイＭＰポーションを三本ずつ発見。その後、アイテムやスキルを駆く使しして【ＨＰ】と【ＭＰ】の回復を行なった。




柊：ここにあったポーション類のおかげで、かなり回復できたな。これで次もいけそうだ。

カーロス：それじゃ、三階へ行ことしようか。

ＧＭ：では、みなさんが休憩ルームを出て、三階への向かったところでシーン終了です。







◆Climax 03◆因いん縁ねんの敵




　五重塔三階。そこで待ち受けていたのは三人組の男たちだった。今までの敵とは異ことなる雰囲気の敵たち。彼らもまた異世界からアルディオン大陸に召喚された存在だと思われる。

　そんな敵の中にひとりに、カーロスの目は釘くぎ付づけとなった。

　死んだはずの過去が、今再び甦よみがえる。




ＧＭ：では、次の階へと向かいます。シーンプレイヤーはカーロス。三階に上がると、先ほどとは違う三人組がみなさんを待ち受けています。

カーロス：また三人組か。今度はどんな連中だ。

ＧＭ：今回は、みなさんが知っている顔もいます。

シェルリィ：さしずめ、わしらといっしょに〝レーベルの壁〟を超えてきた連中じゃな。奈落とか……。

カーロス：浄化派とか……。

ＧＭ：その通りです。

柊：ＰＣそれぞれの因縁の敵、ってところか。誰だろうな？

ＧＭ：まずひとり目！

レヴィ：誰の知り合いか、楽しみであります（わくわく）。

ＧＭ：……誰も会ったことのない人物ですね（笑）。

一同：おいっ！（爆笑）

ＧＭ：よく考えてみると、こいつだけ直ちよく接せつの顔見知りがいませんでした。他と比くらべて奈落の気配が強い、顔の左半分に大きな古ふる傷きずがある隻せき眼がんの男です。

柊：隻眼の男って───。

シェルリィ：おぬし、ヒュペリオンか！

ＧＭ：「そのとおり！　我こそはティターン神族が一柱、ヒュペリオン！」




ヒュペリオン

『明日へのプロファイル』および、『アルシャード・トライデント』シリーズに登場したキャラクター。

　オリュンポスの神々との戦いに敗れて、奈落の奥おく底そこに封ふう印いんされたティターン神族のひとり。一度不完全ながらも復活したが、クエスターたちの活躍によって再び封印された。
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シェルリィ：懐なつかしいな。いや、わしは出会う前にミッドガルドに帰ったので実じつ際さいは知らんが！（笑）プレイヤー的には縁えん深いんだけども。

ＧＭ：初出が矢野くんが執しつ筆ぴつした『明日へのプロファイル』で、その後、天のリプレイで再さい出しゆつ演えんしたんだよね。

柊：（素すになって）はっ！

シェルリィ：そのとおりです！

ＧＭ：「かつて俺は奈落巨神ティターンの一柱として戦うも、志こころざし半ばにして倒れた。しかし、どういうわけか復活を果たしたのだ。俺はこの地に、ティターン神族がのんびりと暮くらせる、ささやかだが絶ぜつ望ぼうに満ちた、暖あたたかいこの世の地じ獄ごくを作ろうと思う」

レヴィ：どんな世界でありますか！（笑）

柊：なんか面白いやつになったな、こいつ（笑）。他のふたりはどんなやつなんだ。

ＧＭ：もうひとりは背せ広びろを着た眼鏡めがねの男ですね。金きん髪ぱつをオールバックにした穏おん和わそうな人物ですが、瞳の奥には氷のごとき冷たさを漂ただよわせています。「久ひさしぶりですね、カーロス・マウリシオ・ダ・シルバ。恋こい人びとは元気ですか？」

カーロス：俺を知ってる!?　しかも恋人って……お前はまさか！　ウィリアム多聞!?




ウィリアム多聞

　オープニングでも触れたが、すでに忘れている方もいらっしゃるだろうから、もう一度詳しく説明しよう。

　巨大企き業ぎようテラウェアの最高経けい営えい責せき任にん者しやにして、狂きよう信しん的てきテロリスト集しゆう団だん〝氷の静せい謐ひつ〟の重要幹かん部ぶ。穏和な紳しん士しの仮か面めんの下に、世界粛しゆく清せいの理想を隠かくす危険人物だ。

　カーロスにとっては、惚ほれた女をテロ計画の犠ぎ牲せいにされた因縁の相手である。
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カーロス：てめえは死んだはずだ！

ＧＭ：「そうだな。しかし、ここに来るまでに死んだやつが出てくるって言われていただろう？　ゴーダ伯はくがなぜ出てきたかというと、私たちのような者が出てきてもおかしくないという伏ふく線せんだったのだ。決して人気取りなどではない！」

カーロス：そ、そうか（笑）。この馬ば鹿かげた騒そう動どうにはうんざりしてたが、この時ばかりは感かん謝しやするぜ。いつの間にか死んでたてめえと直接決着をつけられるんだからな！

ＧＭ：ちなみに、もう一度言いますが、最新版の『ＴＮＸ』では、ウィリアム多聞は消息不明です。死んだかどうか書かれない予定だ。




　何度か説明したが、収録の時点では『ＴＮＸ』はまだ制作中であった。




カーロス：まぁ、もしウィリアム多聞が実際に倒されることになったとして、直接闘うのはユーザーのＰＣになるだろうなぁ。

シェルリィ：そりゃそうじゃな。して、最後のひとりは誰じゃ？

ＧＭ：丸眼鏡をかけた青年です。巻まき毛げ気味の茶ちや髪ぱつの持ち主ですが、前まえ髪がみだけ銀色になっていますね。彼は懐ふところからメモ帳を取り出して、それを読み出します。「ボードレール曰いわく、〝過去は幻げん影えいとしての刺激を保たもちながら、その生命と光を取とり戻もどして現げん在ざいとなる〟」

レヴィ：（ピンときて）わざわざメモ帳に人間の格かく言げんを書き記して読み上げる……。その男の正体、わかったであります！　悪あく魔まルキウス！

ＧＭ：「いかにも。僕は〝反はん逆ぎやくの皇おう子じ〟ルキウス！」




〝反逆の皇子〟ルキウス

『ビーストバインド エヴァンジェル』掲けい載さいのリプレイ「別れの日は過すぎて」に登場。

　人間に対して歪ゆがんだ愛あい情じようを抱だく悪魔。人間の格言を好み、気に入った言葉を記したメモ帳を常つねに持ち歩いている。
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柊：今度はレヴィヤたんと因縁のある相手か。

レヴィ：（こくりと頷うなずき）かつて天界との協定を破やぶって好き勝手してたのを、小官が仲間共に粛清したのであります。ルキウス！　ここで会ったが……何年目だっけ？（笑）

ＧＭ：初出は二〇〇五年ですね。

レヴィ：ということは、八年目でありますな。そうか、もう八年……長い時が流れたなぁ。

ＧＭ：「ああ、本当に長かった。だから、ここで登場したときは〝誰？〟と言われると思っていたんだ！　だって今はもう手に入らない書しよ籍せきに登場した敵だから！　みんな、覚えていてくれてありがとう!!」（一同爆笑）

シェルリィ：安心せい。たとえ世界がおぬしを忘わすれようとも、わしは、わしだけはおぬしを絶ぜつ対たいに忘わすれぬっ!!（「別れの日は過ぎて」のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつ者しや）

ＧＭ：「ありがとう！　我わが生みの親よーっ！」

柊：あー、まあいいや。とりあえず戦うか（一同笑）。

ＧＭ：では、戦闘を開始しましょう（笑）。




　戦いは、もはやお約束となった柊の《ディバインコール》から始まった。

　戦闘準じゆん備びが整うと同時、レヴィヤたんが《サモン・リヴァイアサン》で敵をなぎ払はらう！

　ところが───。




ＧＭ：《サモン・リヴァイアサン》の宣せん言げんと同時に、ウィリアム多聞が、オリジナルのエネミースキル《企業の守護》を使用します。

カーロス：守護……ダメージ軽けい減げん系のスキルかな。

ＧＭ：いえ、もっと強力なスキルです。「対象：範囲」および、「対象：範囲（選択）」の魔ま法ほう攻撃を自動的に失敗させ、さらに10点のＨＰロスを与あたえます。

一同：なにぃいいいいいっ!?




　レヴィヤたんが万能潜水艦リヴァイアサンを召喚するべく魔ま力りよくを開放。空間に波は紋もんが走る。

　しかし、その瞬しゆん間かん、ヒュペリオンとルキウスがウィリアム多聞の肩かたに手を乗せた。

　それと同時に、ウィリアム多聞の周囲に無数のバーチャルディプレイが展開。画面上にプログラムが流れたかと思うと、突とつ然ぜん、空間の波紋が乱みだれて消失した。

　強きよう制せい的てきに魔ま術じゆつを停止されたレヴィヤたんは、行き場を失った自分の魔力に焼かれてしまう！




レヴィ：ぎゃぁああああああっ!?　の、残り【ＨＰ】４点！　いきなり大ピンチ！　なんなんでありますか！　その反はん則そく的な能力は!?

ＧＭ：「私の技ぎ術じゆつ力りよくに同志の助力があれば、魔術の妨ぼう害がいなど容易たやすい。私がいるかぎり、君の力は使い物にならないよ」くいっと眼鏡を上げながら、ウィリアム多聞が言います。

柊：特定の攻撃を無む効こう化かした上で、反撃までするスキルか。こいつは厄介だな。

シェルリィ：今のでレヴィヤたんが死にかけになってしもうたわ。すぐにでも回復したいが───。

ＧＭ：ここからは敵の三人組が連続で動きます（にっこり）。

レヴィ：ひぃいいいっ!?




　奈落側の三連続攻撃。だが、一行もただやられたりはしない。

　シェルリィの《カバーリング》と《プロテクション》による守りに加え、レヴィヤたんが防ぼう御ぎよ判はん定ていでクリティカルを出し、最さい小しよう限げんの被害の被害で乗のり越こえてみせる。




柊：よし、乗り切った！　今度はこっちの番だ！




　敵の攻勢を凌しのぎきり、柊が猛もう然ぜんと攻せめに転じる。

　巨大な魔剣がウィリアム多聞に振ふり下おろされ、彼をとらえるかと思われた……その直後！




ＧＭ：柊の攻撃に対して、ウィリアム多聞は《企業の法ほう則そく》というオリジナルエネミースキルを使用白兵攻撃を自動的に失敗させ、10点のＨＰロスを与えるスキルです。ウィリアム多聞が手を振ふると、虚こ空くうに電子の網あみが浮うかび上あがり、柊の魔剣を弾はじき返かえす！

柊：ちい！　だが、今ので予想はついたぞ！　ウィリアム多聞には射しや撃げき攻撃しか通用しないんじゃないだろうか。

カーロス：試す価か値ちはあるな。よし、ウィリアム多聞に攻撃だ！




　カーロスが腰ダメに構かまえたトンプソンをぶっ放す！

　耳をつんざく銃じゆう声せいが鳴なり響ひびき、無数の弾だん丸がんがウィリアム多聞へと迫せまる！

　しかし───！




ＧＭ：（にやりと笑い）予想の方向性は悪くなかったですが、正解には届とどいていません。カーロスの攻撃にウィリアム多聞が《企業の法則》！　このスキルは射撃攻撃にも使えるのです！　攻撃を失敗させ、さらにＨＰロス10点をプレゼント！

カルロス：くあっ!?

柊：ぐっ、予想が外れたか！　すまん、カーロス！

カルロス：謝あやまらなくていい。今の攻撃も無む駄だじゃなかった。ウィリアム多聞が無む効こう化する攻撃がまたひとつ判はん明めいしたんだからな。

シェルリィ：この戦闘、おそらく三人の敵が異なる攻撃無効化のスキルを持っておるんじゃろうな。それを解とき明あかして、穴あなを空けていくのが勝利の鍵と見た！

ＧＭ：正解です。さて、みなさんは自分たちが倒たおれる前に、敵の防ぼう御ぎよ網もうを突破できますか？

柊：……面白れえ。絶対にクリアしてやるぜ！




　一行は攻撃を重ね、ダメージを受けながらも敵の防御能力を解き明かしていく。

　そして第２ラウンドの半ば。彼らは敵の能力を大まかなあたりをつけるに至いたった。




カーロス：ウィリアム多聞は単体の白兵＆射撃攻撃、さらに範囲の魔法攻撃を無効化する。

柊：ヒュペリオンも単体の白兵攻撃を無効化してきた。すべての敵が白兵攻撃を無効化してくるとは思えない。つまり、ルキウスの弱点は単体の白兵攻撃だ！

シェルリィ：そして、無効化の構こう成せい的てきに、ウィリアム多聞の弱点は単体の魔法攻撃じゃろう。

レヴィ：となれば、ヒュペリオンは単体の射撃攻撃がとおると思われるであります！




　この予想を確たしかめるため、カーロスはヒュペリオンに射撃攻撃を実行。

　ついに攻撃をクリーンヒットさせることに成功する！
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ＧＭ：「馬鹿な！　神が人間ごときに!?」カーロスの放った無数の弾丸に貫つらぬかれ、ヒュペリオンは、どす黒い奈落を血のように流しながら倒たおれます！

カーロス：ビンゴ！　一撃でいけたか。

柊：強力な攻撃無効化能力を持ってる分、【ＨＰ】は低いんだな。このまま押おし込こむぞ！




　ヒュペリオンが倒れたことで、戦いの天てん秤びんは一気にＰＣたちへ傾かたむく。

　途中の演出から、範囲攻撃の無効は三人揃そろっていないと予想した柊は、レヴィヤたんに再び《サモン・リヴァイアサン》による攻撃を要よう請せい。

　それに応こたえて放たれた、レヴィヤたんの攻撃がウィリアム多聞とルキウスを捉とらえる！




ＧＭ：「馬鹿なぁーっ!?」断末魔の叫さけびを上げて、ふたりは同時に倒れます。「おのれ、リヴァイアサン……！」うめくように呟つぶやき、ルキウスが消滅。続いてウィリアム多聞の肉体もさらさらと塵ちりとなって散っていきます。戦闘終了です。

レヴィ：撃沈であります！

シェルリィ：やったな！　手強い敵であった。

カーロス：あいつらには、もう二度と化けて出てきてほしくないな。

柊：まったくだ！　さて、三階をクリアしたから、次は休憩ルームだな！

ＧＭ：では、四階へ向かう途中の休憩ルームへみなさんは移い動どうしました。そこはこれまでと雰囲気が違ちがい、カラオケボックスのようになっています。

シェルリィ：カラオケボックス……ああ、カラオケチェーン〝フォーチュン〟じゃな！




カラオケチェーン〝フォーチュン〟

『アルシャードセイヴァーＲＰＧ』に登場する組そ織しき。

　表向きはただのカラオケボックスだが、奈落との戦いに必要な物ぶつ資しの購こう入にゆうしたり、仕事の斡あつ旋せんを受けたりできるクエスターの支し援えん施し設せつでもある。




ＧＭ：というわけで、この休憩ルームには、カラオケ一式の他、軽食やドリンクバーなどが用意されており、リラックスできる環かん境きようが整っています。ここで身体を休めることで、【ＨＰ】と【ＭＰ】を２Ｄ回復できますよ。

レヴィ：そいつは助かるであります！




　得意の曲を歌う者、食事で腹はらを満たす者、異なる世界の施設に好こう奇き心しんを刺激される者。

　みな、この一時だけは戦いを忘わすれ、心身を休ませる。

　そして回復を終えた一行は、次の敵が待つ、四階へと歩を進めるのであった。







◆Climax 04◆復活の魔ま王おう




　激げき戦せんを潜くぐり抜ぬけて到達した四階。

　次に柊たちを待ち受けていたのは、ひとりの男だった。

　全身をマントで包み、顔に帯びるのは狐きつねの意匠が施された仮面。

　柊は彼を知っている。そう、彼の名は───。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは柊。みなさんは四階に到達します。ここを抜ぬければ、残すは最上階のだけとなります。

シェルリィ：とはいえ、もうぼろぼろじゃよ。

レヴィ：三連戦ってだけでも大変なのに、さっきの戦闘がことさらきつかったであります。

柊：しっかりしろ。あともうちょっとだぞ！　さあ、この階の敵は誰だ？

ＧＭ：この階にいるのはひとりだけですね。その人物は、柊にとって忘わすれられない存在です。

柊：俺？　……あ、まさか！

ＧＭ：もう分かったようですね。彼は柊がついこの間、決着をつけたばかりの宿しゆく敵てき。そして、敵でありながらも多くの人々に愛された冥魔王！

柊：え、エンダースさん！




エンダース

『セブン＝フォートレス リプレイ シェローティアの空くう砦さい』シリーズに登場した敵。

　冥魔王と呼よばれる敵の首魁のひとりながら、さまざまな不幸が重なった結果、ＰＣに完かん封ぷうされてしまったキャラクター。その後、名めい誉よ挽ばん回かいすべく努力するも空回り。その哀あい愁しゆう漂ただよう姿は思わず応おう援えんしたくなるもので、多くのファンを得ることになった。
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ＧＭ：正せい確かくにいうと、奈落によって生み出されたエンダースのコピーですね。彼本人ではないです。微び妙みように衣装のディテールが異なっていたりと、柊には差が分かりますよ。

柊：そ、そうなのか。でも、コピーとはいえエンダースさんがこんな上階にいるなんて！　しかもひとりでとか、なんか強そうに見えるぞ！

ＧＭ：ほら、柊って主人公っぽいじゃないですか。だから、エンダースは別べつ格かくがいいかなと。その結果、彼だけ別フロアとなりました（笑）。ちなみに『シェローティアの空砦』第一話直後のエンダースです。

シェルリィ：懐かしいのう。分身封ふう殺さつされた後のエンダースではないか（一同爆笑）。

ＧＭ：エンダースさんはギラついた目を柊に向けて言います。「来たか、柊蓮れん司じ！　汚お名めいをそそぐため、私は帰って来たぞ！」

柊：エンダースさん……コピーでも、あんたにもう一度会えるなんて！　ほろり（笑）。

ＧＭ：「なんだ、その再さい会かいに感動している目は！　私と貴様は敵てき同どう士しなのだぞ！」

柊：確たしかにそのとおりだ。でも……嬉うれしさがこみ上げてたまらない！（一同爆笑）

ＧＭ：柊は本当にエンダースのこと好きですね（笑）。うれし涙なみだを流す柊にたじたじになりながらも、話を続けます。「と、ともかくもう一度勝負だ、柊蓮司とその仲間たちよ！　一度敗れた私は己の甘あまさを認にん識しきした。そして、分身の術に磨みがきをかけてきたのだ！」

カーロス：技わざを改良してきたってことか。

ＧＭ：「そのとおり！　わざわざ戦闘が始まってから分身する必要など微み塵じんもなかった。そう、セットアッププロセスに分身すれば、隙すきは一切生じぬ！」

柊：生温かい目でエンダースさんを見守ります。

ＧＭ：「なんだ、その哀あわれむような目は───っ！」（一同笑）

レヴィ：小官、この展開に覚えがあるのですが（笑）。

柊：ああ、俺もさ。というか、エンダースさんとの二度目の戦いまんまだな。

ＧＭ：「二回目？　なにを言っているのだ？」エンダースは怪け訝げんそうに首を傾かしげます。

柊：いいか。俺とあんたじゃ、住んでる世界が同じでも時じ系けい列れつが違う。俺はあんたよりも未来に生きてる。さらに言うと、あんたとはすでに三度戦っている！

ＧＭ：「な、なんだとっ!?」（一同爆笑）

カーロス：……ちょっと待てよ。セットアップで分身したのは三戦目じゃなかったか？

柊：あれ、そうだっけ？

カーロス：ほら、オープニングでエキストラで出てきたことがあっただろ？

柊：あーっ、そうだった。

ＧＭ：「貴様らっ、いったいなんの話をしている？」

柊：だから言ったろ、時系列が違う、って。訂正だ。あんたとはすでに何度も戦っている！

シェルリィ：ごまかしたっ!!（笑）

柊：これからだって増えるかもしれないだろっ！（一同爆笑）

カーロス：柊はエンダースさん、大好きだからなぁ（笑）。

柊：今のあんたの発想は、さっきも言ったとおり、何度目かに戦ったときのものまんまだ！　そして、俺はその戦いに勝利している！

ＧＭ：「ば、馬鹿なっ!?　戦う前から私は負けているというのかっ!?」（一同大だい爆ばく笑しよう）

柊：エンダースさん、悪いことは言わない。道を譲ゆずってくれ。俺はこれ以上、あんたと剣を交えたくない……！

ＧＭ：「……ふ、ふはは。はーっはっはっはっ！　なめるなよ、柊蓮司！　我は〝冥燐王〟エンダース！　人間ごときの言葉に惑まどわせれたりはせぬ！　もはや問答無用！　貴様の言葉が正しいかどうか、実際に戦ってためしてやるわ！」

柊：残念だぜ……。こっちにも引けない事じ情じようがある。押おし通らせてもらうぞ！

ＧＭ：エンダースと柊、ふたりの戦意がぶつかりあったところで、戦闘開始です！




●第１ラウンド

▼行動値

　エンダース　　　９

　レヴィ　　　　　６

　柊　　　　　　　４

　カーロス　　　　４

　シェルリィ　　　３
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ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセス。まずエンダースが《分身の術・改》を使用。四体の分身を呼び出します。

レヴィ：早速分身を！

ＧＭ：「ふっふっふっ、我が本体は五人中一体だけ。見事本体を当てられるかな？」というわけで、エンダースＡ～Ｅまでの五体が別々のエンゲージに配置されます。

シェルリィ：どれが本物かは……。

ＧＭ：実際に攻撃してみないと分かりません。ちなみに本体を倒せば、そちらの勝利です。

柊：了りよう解かい。こっちは俺が《ディバインコール》で武ぶ器きを呼び出して、セットアッププロセスは終了だ。「いくぞ、エンダースさん！」

ＧＭ：「こい、柊蓮司！」




　より磨みがき上あげられた分身の術を見せつけ、自信満々のエンダース。

　彼は自分の行動では待機を選択する。




ＧＭ：エンダースは不ふ敵てきな笑みを浮かべて言います。「さあ、攻撃してくるがいい。貴様らが動いたが最後、痛つう烈れつなカウンターを食らわせてやろう！　下手に動けば本体がばれてしまうしな！」（一同笑）

カーロス：自分からは動かずに、リアクションで対たい応おうするタイプか。

レヴィ：ならば、一番手は小官が取らせてもらうであります。憧あこがれのエンダースさんに、万能潜水艦リヴァイアサンの秘密兵器を叩たたき込こむでありますよ！

シェルリィ：秘密兵器？

レヴィ：その名も〝魔ま界かい超ちよう広こう範はん囲いミサイル〟！（笑）　マイナーアクションで《アニマルパクト》、メジャーアクションは《サモン・リヴァイアサン》。これで［場面（選択）］の対象に魔法攻撃が可か能のうに。本体も分身も、丸ごと吹っ飛ばすであります！

ＧＭ：いきなり切り札を!?　ちょ、ちょっと待───。

レヴィ：ファイア───っ！




　万能潜水艦リヴァイアサンから放たれる、これまで見たこともない一ひと際きわ巨大なミサイル。

　その威い容ように呆ぼう然ぜんとするエンダースの前で、ミサイルは炸さく裂れつした。

　室内を満たしていく炎ほのおと光に、エンダースは呑のみ込こまれていき───。




ＧＭ：……爆煙が晴れると、そこには地面に倒れるエンダースの姿が。

一同：エンダースさぁあああああんっ!?（爆笑）

カーロス：えっ？　これで終わり、なのか？

ＧＭ：はい、エンダースは戦闘不ふ能のうになりました。このエンダースの【ＨＰ】は１点。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔法防御力】共に０です（笑）。

レヴィ：えーっ!?（笑）

シェルリィ：あ、あの、反撃というのは……。

ＧＭ：分身に攻撃した場合、反撃していました。そして、いい気になったエンダースがどれが本物のヒントを出すはずだったんです。「ＤとＥのどちらかが本物だ」とか、「ＡとＣとＥはすべて本体ではない」みたいに。

シェルリィ：順番問題か！（笑）

ＧＭ：ところがレヴィヤたんがなぎ払はらってしまったので、すべて御ご破は算さんに。エンダースは屈くつ辱じよくに震えながら消えていきます。「クイズすら言わせてもらえないとは……！」がくり（一同笑）。

レヴィ：す、すまん！　エンダースさん、すまんでありますぅうううううう!!

柊：消えちまったか……。何もできずに死んでいくところとか、最初のエンダースさんそっくりだったぜ。とてもコピーとは思えない（笑）。

カーロス：というか、本物だとばれないよう、微び動どうだにせずに死んでいくとか、お前はどんだけ分身に命をかけているんだよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：エンダース亡なき今、その疑ぎ問もんに応こたえる者はいません。

柊：あばよ、エンダースさん。俺たちは先に進むぜ。




＊　＊　＊




ＧＭ：では、みなさんは最後の休憩ルームへたどり着きます。ここには魔力のこもった泉いずみが設置されていて、横には泉の水を飲むための柄ひ杓しやくが置いてあります。

柊：……これ、もしかして回復の泉か？




回復の泉

『セブン＝フォートレス』シリーズ、『ナイトウィザード』シリーズに登場するトラップ。

　飲むと【ＨＰ】や【ＭＰ】が回復するありがたい泉なのだが、ある条件下において、とんでもない凶きよう器きとなり得る、恐おそるべき泉でもある。




ＧＭ：正解。この泉の水を飲むと、【ＨＰ】【ＭＰ】のどちらかを２Ｄ点回復できます。使用できる回数は五回まで。同一のキャラクターが複ふく数すう回かい飲むのもありです。

シェルリィ：助かるのう。

ＧＭ：ただし！　この休憩ルームでは《ヒール》など回復スキルを使うことができません。また、ここでだけ特殊なルールが適てき用ようされます。

カーロス：なに？

ＧＭ：この部屋では全員がクリティカル値10、ファンブル値５に変へん更こうされます。さらにクリティカルが出た場合は達成値に＋10、ファンブルが出た場合は達成値にマイナス10されるようになります！

一同：げぇえええええっ！（笑）

カーロス：クリティカルとファンブルの処しよ理りが、ここでは『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』と同じになるのか！

シェルリィ：つまり、ファンブルしたら回復するどころか、ダメージを受ける!?

柊：え、それって普通だろ？

シェルリィ：わしの世界じゃ普通じゃないわい！（一同爆笑）




　思いがけないルール提てい示じに、頭を抱かかえる一行。

　とはいえ、ここまでの消耗を考えると、回復しないで行くのは厳きびしい。

　柊たちは、戦せん々せん恐きよう々きようとしながらも、回復の泉を使うことにした。

　一回、二回、三回……特に問題なく回復は行なわれていく。




シェルリィ：これで四回目と。ファンブルせんでよかったわい。さあ、先に行くとしようか。

柊：こら待て！　今のお前の【ＭＰ】は21点だぞ。まだ回復が足りてない。そして、回復の泉はあと一回使える。あとは分かるな？

シェルリィ：（がたがたと震えながら）「い、いやじゃぁあああああっ！　もうこんな泉の水は飲みたくない！」ああ、しかし、両手両足を押おさえられた状態で飲まされるわし！　やめてくださいませ！　やめてくださいませ！（一同大爆笑）




　暴あばれるシェルリィに、泉の水を飲ませる柊。

　ちなみに判定でファンブルは出ず。シェルリィは無事に【ＭＰ】を30点まで回復した。

　残念！




ＧＭ：いや～、盛もり上あがりましたね。『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』のクリティカルとファンブルは、やはりとてもいいルールだと思います（笑）。

シェルリィ：ダイスを振るこっちは生きた心地がせんわい！（一同爆笑）　ええい！　もう一分一秒でもこんな部屋にいられるか！　最上階に行くぞ！

ＧＭ：では、みなさんが回復の泉を後にしたところで、シーンを切りましょう。







◆Climax 05◆最強の女王




　塔の最上階は、一際異い様ような雰囲気に包まれていた。設置された巨大ステージ、きらびやかなライトの輝きが室内を満たし、そこかしこから大だい音おん響きようの音楽が流れてくる。

　ステージの上に立つのは、見目麗うるわしいひとりの女性。

　彼かの女じよが世界融合の元凶たる奈落───なのだろうか？




ＧＭ：では、いよいよ最上階に到達します。シーンプレイヤーはカーロス。扉とびらを開けて室内に入ると、まず視し界かいに飛とび込こんでくるのは、巨大なステージとその上で歌っている綺き麗れいな女性の姿です。

一同：……は？

柊：え、なに？　なに、これ？（笑）

レヴィ：えーっと、つまりアイドルのステージみたいな感じでありますかね？

ＧＭ：はい、バックバンドを背はい景けいに女性は美しい声で歌を紡つむいでいます。ちなみにその女性には、みなさんは会ったことがありません。ですので、プレイヤーに説明をしますが、彼女の正体はティナ・アヴェルシアです。

一同：ああー！




ティナ・アヴェルシア

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズの主人公ピアニィの母親。

　穏おだやかな性格の、多くの人々に愛された女性。その一方で、幼おさない娘むすめに〝戦闘の際はまず神官から倒すこと〟といった戦法を教おしえ込こんだり、凶悪なトラップの数々を仕し込こんだダンジョンを残したりと、なかなかにエキセントリックなところのある人物でもあった。

　ちなみに『アリアンロッド・サガ・ファンブック　Fellowship of Stone』同どう梱こんのボイスドラマにおいて、声せい優ゆうの井上喜久子いのうえ・きくこが声を当てている。
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ＧＭ：菊きく池ちさんと相談して、「アルディオン大陸最強はこの人以外にいない！」という結論に達し、最後の敵はティナ様となりました（笑）。

カーロス：うーん、プレイヤー的には納得だ（笑）。

シェルリィ：まあ、キャラクターはティナを知らんから、ぽかんとしてしまうがな（笑）。何じゃ？　歌手がおるぞ？

ＧＭ：なお、ドラムとベースとギターと、バッグバンドをつとめるのは三人の少女で、道中で会ったピンク髪がみの女の子───リージュという子にそっくりです。

カーロス：む？　あれは……クローンか？

ＧＭ：そこでみなさんは気づくのですが、ステージのバックには看板がかけてあり、そこにはこう書かれています。




〝ティナ・アヴェルシアwithピアニィクローンズ　feat.奈落〟




柊：〝ふぃーちゃりんぐ（feat.）〟ってなにっ!?

ＧＭ：ほら、ミュージシャンがコラボとかするときに、そう言うじゃないですか。

柊：コラボリプレイですからね、なるほど───じゃなくてぇ！

ＧＭ：これも菊池との相談の結果でして。奈落に乗のり移うつられて復活したティナ様は最強じゃないか、という結論に至ったのです。

レヴィ：小官はリプレイを読んでいるので大だい興こう奮ふんでありますよ！　きゃ───っ！　ティナ様ー！　最強、最強でありますよー!!（笑）

シェルリィ：わしはティナのことは知らぬが、歌の良さには気づくぞ。いい歌ではないか。

柊：いや、そうじゃねえだろ（笑）。と、とりあえず、話を聞いてもらってもいいか？

ＧＭ：では、歌が終わったところで、ぴたりと演えん奏そうが止まり、ティナがステージから降おりてきます。「よくぞ来た、異界の勇者たちよ。まさかここまで来るとは思っていなかったぞ」

レヴィ：きゃー！　サインしてくださいー！　サイン色紙を差しだす！

ＧＭ：えーっと……じゃあ、ティナはにこりと微笑ほほえんで、サインしてくれました（笑）。

カーロス：けっこうノリがいいな（笑）。

ＧＭ：さて、サインを終えたところでティナは話を再さい開かいします。「我こそはティナ・アヴェルシア。ピアニィの母であり、この大陸最強の存在！」

シェルリィ：自分でそれを言ってしまうのか！（笑）

ＧＭ：「奈落が乗のり移うつった今、そこに遠えん慮りよなどありはしない！」

レヴィ：すばらしいほどにふてぶてしい！　素す敵てきであります！

シェルリィ：井上喜久子が奥おくゆかしさを捨すてた！　確かに最強かもしれん！（笑）

カーロス：まあ、もともと「最初に神官を殺せ」と教えているあたり、奥ゆかしさのなさを発揮しているのではないだろうか（笑）。

ＧＭ：ティナはフッと口元を歪ゆがめ、邪じや悪あくな笑みを浮かべて言います。「無む駄だ口ぐちを叩く余裕があるとは大したものだ。しかし、心するがいい。私はお前たちが今まで戦ってきた相手とはレベルが違う！　なぜならば！　私はまじめに戦闘をするからだ！」（一同笑）

カーロス：くそ！　ラスボスまでメタなこといいやがって！（笑）

ＧＭ：ちなみに奈落と触ふれる機会の多かったシェルリィには分かりますが、ティナこそ奈落の気配の大元です。また、奈落の気配は背はい後ごで演奏しているピアニィクローンたちからも感じられます。

シェルリィ：むう。みなの者、油断するな。その女性だけではない、背後に控ひかえる者たちもまた、奈落に染そまっておるぞ！

カーロス：ボスに配下はつきものか。やれやれ。

シェルリィ：ヒュペリオンなど、この奈落に乗り移られたティナに比くらべれば小物にすぎぬ！　だが、恐おそれるでない。シャードの導みちびきが……ない！（一同笑）

ＧＭ：いや、シャードの導きはありますよ。シェルリィを応援するように、シャードが明めい滅めつしたりします。まあ、加か護ごはないですけど。

シェルリィ：加護がねぇと意味がねーんだよっ!!　くそがぁ!!　がしゃーん！（一同爆笑）

レヴィ：割わるなよ!?（笑）

カーロス：あっという間にグデグデだな（笑）。

ＧＭ：やいのやいのと騒さわがしいみなさんの姿に、ティナはくつくつと笑いながら言います。「世界の命運を握る勇者とは思えん連中だな。まあいい。お前たちさえ倒せば、この世界は私のものになるのだからな！」

柊：おっと大口を叩くのは早いぜ。お前たちを倒して、この世界は俺たちが救わせてもらおう！　主八界じゃ、世界の滅めつ亡ぼうなんざ日にち常じようの一部！　この程てい度どの事件、さくっと解かい決けつさせてもらうぜ！

ＧＭ：そこでティナは言います。「ほう。面白いことを言う。貴様、大器の片へん鱗りんが見えるぞ。どうだ、我が娘のひとりをお前にやろう。私の味方にならぬか？」

柊：いらない（きっぱり）。

シェルリィ：こいつは女に興きよう味みがないのじゃ！

柊：なに言ってんだお前!?（一同爆笑）　そうじゃねえよ！　興味のある女はいるけど、元の世界に置いて来ちゃったから、早く帰りたいんだよ！

レヴィ：ほほう。なかなか興味深い話でありますなぁ（笑）。

柊：なんか好奇心刺激されちゃってるよ！　いや、俺のことはどうでもいいんだよ！　今は目の前の敵をなんとかしようよ！

レヴィ：そうは言われても気になるであります！　柊殿の想い人って誰でありますか？

柊：……。

レヴィ：（好奇心に満ちたきらきらした目で柊を見つめている）

柊：…………。

一同：……………（笑）。

柊：ああ、もう分かったよ！　くれはだよ、赤羽くれは！　お互たがいの気持ちも確かく認にんしてるし。「女に興味がない」って言われてるのは、くれは一ひと筋すじだからだよ！




赤羽くれは

『ナイトウィザード』シリーズに登場するキャラクター。

　柊蓮司の幼おさな馴な染じみで、彼の〝秘密〟を握にぎっていると言われる少女。

　陰おん陽みよう師じの名門、御み門かど家の分家である赤羽家の長女にして、ファー・ジ・アースの守護者代行でもある。現在は世界の平へい穏おんを守るため、仕事に忙ぼう殺さつされる日々を過すごしている。
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レヴィ：おお！　ひとりの女性への想いを貫つらぬく。すばらしいでありますな！

柊：そいつはどうも！　てか、なんで俺の恋話になってんだよ！　俺たちは奈落を倒しにきたはずだろうが！（一同爆笑）

カーロス：はっはっはっ、話の流れってやつさ。

柊：勘かん弁べんしてくれ。なんかもう、どっと疲つかれた……（笑）。

ＧＭ：というところで、ぐったりしている柊に追い打ちをかけるように、可憐な声が聞こえてきます。「柊さん、やはり助けに来てくださったのですね！」

柊：……すげえ嫌な予感がするんだが。ギギギと錆さびついた機械みたいに、ぎこちない動きで声のした方を見る。

ＧＭ：するとそこには身体を拘こう束そくされた、大変可憐な少女の姿があります。柊にとっては見知った顔……世界の守護者アンゼロットですね。

柊：やっぱりか───っ！（笑）

シェルリィ：柊よ、急に頭抱かかえてどうした。なんだか絶対助けなければいけなさそうな、可憐な少女ではないか！　これはなんとしても倒たおさねば……いや、倒してどうするんだよ！　倒しちゃダメだ！　助けないと！

柊：（超ちよう嬉うれしそうに）シェルリィが言うんじゃしょうがねえなっ！　よーし、アンゼロットをぶっ倒すぞー！（一同爆笑）

カーロス：急に柊のやる気が上がった!?（笑）

シェルリィ：柊、ストップ！　ウェーイト！　割わりとまじめに言い間ま違ちがえた！　倒しちゃいけない！　彼女を救うのじゃ！（笑）

柊：冗じよう談だんだよ。あんな奴でも世界の守護者だからな。ちゃんと助けて還かえらないといけないって分かってるさ。

ＧＭ：アンゼロットがいないと、ファー・ジ・アースが困こまったことになりますからね。

柊：そうなんだよなぁ。まったく、なんであんな奴が世界の守護者なんだか……。

シェルリィ：おぬし、助けに来たんじゃよね？　なんでそんなに嫌そうなんじゃ？（笑）

柊：いろいろあるんだよっ！（笑）




　柊蓮司、魂の叫びであった。




ＧＭ：柊にもいろいろと思うところはあるでしょうが、今のアンゼロットは力を封ふうじられた哀あわれな少女です。女の子座すわりをして、頼たよりなげな目を向けていますよ。「助けて、柊さん」

柊：助ける！　助けるよ、もうっ！（一同笑）　ティナに向かって言うぞ。「これ以上、無む駄だ話ばなしはいらねえだろう。決着をつけようぜ！」

ＧＭ：やけくそ気味に叫さけぶ柊に、ティナは尊そん大だいな態たい度どで答えます。「よかろう。あくまで刃は向むかうというのであれば是ぜ非ひもなし。貴様らの命、狩かりとってくれる！　こい、我が娘たちよ。共に愚おろかな人間を抹まつ殺さつするのだ！」




　ティナの言葉に応え、ステージ上で演奏していた三人のピアニィクローンたちが、壇だん上じようより降おり立たつ。




ＧＭ：というわけで、敵はティナとピアニィクローン三体。なお、ピアニィクローンは二種類いて、一体は魔術用の杖つえを、二体は二丁の魔導銃───キャリバーを装備しています。

カーロス：魔術による後方支援役と、近きん接せつでも攻撃可能なキャリバーを装備した壁役……といったところか。なかなか厄介そうだな。

ＧＭ：ふふふ。さあ、それでは戦闘に入りましょう！




●第１ラウンド

▼行動値

　ティナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　７

　レヴィ　　　　　　　　　　　　　　　　　　６

　ピアニィクローン（魔導銃キヤリバー）Ａ、Ｂ　　　　　５

　ピアニィクローン（魔術）　　　　　　　　　５

　柊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４

　カーロス　　　　　　　　　　　　　　　　　４

　シェルリィ　　　　　　　　　　　　　　　　３
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ＧＭ：第１ラウンドのセットアッププロセス。こちらは全員、特にすることなしです。

柊：《ディバインコール》で魔剣を装備する！

ＧＭ：他になにかする方はいませんね？　では、イニシアチブプロセスです。まずは行動値７のティナのメインプロセスからです。

カーロス：さて、どんな攻撃を仕掛けてくる？

ＧＭ：ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《マジックブラスト》！

シェルリィ：範囲攻撃か！

ＧＭ：メジャーアクションはオリジナルエネミースキル《ティナマジック》！

一同：《ティナマジック》!?（笑）

柊：いきなり面白くなったな（笑）。

シェルリィ：というか力が抜ぬけたぞ。何というか、こう……絶ぜつ妙みような痛いた々いたしさが（一同笑）。

柊：まあ、名めい称しようのことは置いておこう（笑）。それよりも、オリジナルエネミースキルによる攻撃か……。どんな効果か分からないし、止めておいた方がいいか？

カーロス：いいぜ。止めるなら雑魚ざこより親玉の攻撃だろうしな。《ティナマジック》に《インタラプト》！




「おやおや、麗しいご婦ふ人じんに野や蛮ばんな行こう為いは似に合あわないぜ」

　今まさに魔術を放とうとしているティナに向けて、カーロスが不敵に告げる。

　彼は帽ぼう子しの鍔つばに手を掛かけると、そのままティナへ投とう擲てき。

　帽子は美しい弧こを描えがいて飛び、ティナの視界を覆おおう。




ＧＭ：視界を奪うばわれたティナは「くっ！」と怯ひるみながらも強引に魔術を発動させますが、放たれた氷の嵐あらしは、カーロスの帽子を凍いてつかせるだけに留とどまります。

一同：おおーっ！

シェルリィ：かっこいい！　スラッシュだと思ったらマイケルだったわぁ～！　きゅんと来たぁ～！　すごいかっこいいわぁ～！　ポォ───ウッ！（一同爆笑）

柊：お前、誰だよ！　もうシェルリィでもなんでもないじゃねえか！（笑）

シェルリィ：だって、しょうがないじゃないか！　カーロスがかっこよすぎるんだから！

カーロス：お、おう……（笑）。

レヴィ：しかし、攻撃を防ふせげたのはよかったけど、大事な帽子が氷漬つけになってしまったでありますな。

カーロス：「ああ、気にするな。ストックならいくらでもある」そう言って、懐から新しい帽子を取り出して被かぶる（一同笑）。

レヴィ：おお、一安心。やはりカーロス殿は帽子を被ってた方がしっくりくるであります！

カーロス：そうだな。帽子を被ってないと頭が涼すずしくていけねえ。

ティナ：「おのれ、猪ちよ口こ才ざいな！」カーロスに軽くあしらわれ、ティナがギリッと歯は噛がみしました。これでティナの行動は終了。次はレヴィの番ですね。

レヴィ：了解であります！　ちなみに確認でありますが、ティナ殿の許もとへ移動する際、ピアニィクローン（魔導銃）のエンゲージは無視できる？

ＧＭ：いえ、横を通とおり抜ぬけることはできません。一度エンゲージしてから離り脱だつして先に進むことができますが。

レヴィ：となれば、柊殿が進む道を作る必要がありますな。ここは《サモン・リヴァイアサン》でピアニィクローン（魔導銃）Ａ、Ｂに攻撃であります！

シェルリィ：そうじゃ、レヴィ！　ディスイズイット！　今がそのとき！（一同笑）

レヴィ：やかましいわ！（笑）　訳分からんこと言うなであります！

シェルリィ：だって、カーロスがすごいかっこいいんだもん！

柊：言いたいことはなんとなく分かるが、話が繋つながってないぞ。

カーロス：なんか、さっき帽子投げた瞬間にスイッチ入っちまったみたいだな（笑）。

レヴィ：と、ともかく命中判定いくでありますよ！　たぁ！（ダイスを振る）わっ、低い！　３Ｄ振ふって８!?　達成値17であります！

ＧＭ：出目が悪いのに達成値高いなぁ。こちらは３Ｄ＋２で回かい避ひです。（ダイスを振る）Ａは達成値８で失敗。Ｂは……（ダイスを振る）くは！　やはり達成値８で命中した！

レヴィ：よかったよかった。ダメージは４Ｄ＋３であります。（ダイスを振る）うわっ！　また低い!?　18点の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージであります！

ＧＭ：万能潜水艦リヴァイアサンが発はつ射しやした無数の呪法ミサイルが炸裂しますが、もうもうと立ち、こめる煙を引ひき裂さき、ピアニィクローン（魔導銃）Ａ、Ｂが飛び出してきます。傷は負ってますが、この程度では倒たおれませんよ。

レヴィ：くっ、仕し留とめられなかったでありますか！

ＧＭ：今度はこちらの番です。行動値５でピアニィクローン（魔術）の行動です。ムーブアクションでティナとエンゲージを分けます。マイナーアクションはオリジナルエネミースキル《隠かくしきれぬ殺意》！

一同：殺意きた───っ！（笑）

柊：クローンとはいえ、やはりピアニィなら殺意のひとつやふたつ、操あやつれないとな！

ＧＭ：微笑ほほえむピアニィクローン（魔術）の身体から怖おじ気けをもよおす、すさまじい殺意が溢あふれ出だします。これによって、このメインプロセスの間、このキャラクターが行なう魔法攻撃へのリアクションに、マイナス１Ｄのペナルティがつきます。

シェルリィ：笑顔なのに、なんという殺意か！　か、隠し切れていない！（笑）

カーロス：隠すつもりもない！（笑）

ＧＭ：そしてメジャーアクションは「《フロストプリズム》！」と───。

柊：雑魚敵が上級魔術を使う!?

ＧＭ：あ、本当に《フロストプリズム》を使うわけではないです。ただのかけ声ですね。実際は《魔術攻撃：水》による攻撃です。

シェルリィ：び、びっくりさせるな！　１レベルのわしらが《フロストプリズム》なんて食らったら、一発で昇しよう天てんしてしまうではないか！（笑）

ＧＭ：いやー、ピアニィといえば《フロストプリズム》じゃないですか。せめてかけ声だけでもと思いまして（笑）。対象は……ランダムに決めましょうか。（ダイスを振る）柊で。

柊：うお、こっち来た！

ＧＭ：ピアニィクローン（魔術）はプンプンと怒りながら、杖の先せん端たんを柊へ向けます。「よくもあたしを振ったわね！」

柊：いや、その……なあ……（笑）。

ＧＭ：「故郷にいい人でもいるの!?　いるのね！　お幸せに！」

シェルリィ：自己完結しおったぞ（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。命中判定いきますよ。（ダイスを振る）達成値は13です！

柊：殺意でリアクションがマイナス１Ｄされてるから、回避は不ふ可か能のうだな。

シェルリィ：ならば、わしが《カバーリング》じゃ！　「ヴィオレット、行けい！」

ＧＭ：「イエス、マスター！」シェルリィの指し示じで飛び出すヴィオレットに、氷の魔術が迫せまります。（ダイスを振る）出目が低いですね。18点の魔法ダメージ！

シェルリィ：自分に《プロテクション》！　この程度の魔法、軽く弾はじき返かえして……（ダイスを振る）ピンゾロォオオオオオ!?（一同爆笑）

ＧＭ：天、相変わらずおいしい出目してるなぁ。では、杖から放たれた氷の殺意が、ヴィオレットの防御と、魔力障しよう壁へきのふたつを抜ぬけて、シェルリィを貫つらぬいていく！

シェルリィ：【魔法防御力】もあわせて６点軽減。12点食らった！　痛ぇっ!?　くそっ、このポンコツ！　くそぉー!!（笑）

柊：ヴィオレット殴なぐってる!?（笑）

レヴィ：（ヴィオレットになり）「マスター、やめてクダサーイ！　八つ当たりはみっともないデース！」

シェルリィ：やかましい！　自分が悪いなんてわかっとるわ！　それでも何かに怒いかりをぶつけずにはいられなかったんじゃ───っ！（一同笑）

ＧＭ：ひ、ひどい……（笑）。シェルリィが憤ふん慨がいしている隙に、今度はピアニィクローン（魔導銃）Ａ、Ｂが動きます。「あらあら、仲なか間ま割われかしら。今の内に殺っちゃいましょう」

カーロス：おっと、敵がくるぜ。シェルリィ、そろそろ落ち着きな。

シェルリィ：お、おう。ふう、ふう……もう大だい丈じよう夫ぶじゃ。さあ、くるがいい！

ＧＭ：まずはピアニィクローン（魔導銃）Ａから。柊たちのエンゲージへ入ります。

カーロス：うわっ！　接敵するのか！

ＧＭ：キャリバーはエンゲージしてても撃うてますからね。マイナーアクションでオリジナルエネミースキル《無む邪じや気きな殺意》。このメインプロセスの間、ダメージに＋１Ｄします。

シェルリィ：なんか、きゃっきゃして始めたぞ。

ＧＭ：そうそう。「戦闘楽しいですね♪」と、にこにこと笑顔でスキップなんかしながら、両手のキャリバーを突つきつけてきます。

柊：怖えよ！（笑）

ＧＭ：こちらも対象は単体なので、ランダムで決めましょうか。（ダイスを振る）あ、また柊ですね。では、ピアニィクローン（魔導銃）Ａは急にぷんぷんと怒り始めます。「よくもあたしを振ったわね!?」（一同笑）

柊：え、そうなんの!?

シェルリィ：なぜかクローンたちに好かれておるな（笑）。

レヴィ：ずるいであります！

柊：別に嬉うれしくねえよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：いや、色男は大変ですね（笑）。さあ、命中判定いきますよ。（ダイスを振る）いい出目！　達成値16！

柊：６ゾロのみ。（ダイスを振る）まあ、無理だな。回避失敗だ。

ＧＭ：ダメージロールは４Ｄ＋10で、物理ダメージになります。

シェルリィ：《カバーリング》するか？

柊：いや、物理ダメージなら耐たえられる。今回は俺が受けよう。

ＧＭ：（ダイスを振る）おお、出目がめちゃくちゃいいですね。出目だけで20点いってます。というわけで、30点の物理ダメージ！

シェルリィ：柊に《プロテクション》！（ダイスを振る）５点軽減してくれ。

柊：サンキュ！　【物理防御力】も引いて13点ダメージだ。残り【ＨＰ】14点！

ＧＭ：いい感じに削けずれてきましたね。続けてピアニィクローン（魔導銃）Ｂの行動。ムーブアクションでやはり柊たちに接敵。マイナーアクションで《無邪気な殺意》を、メジャーアクションはキャリバーで攻撃！　対象は……（ダイスを振る）レヴィです。

レヴィ：小官でありますか!?

ＧＭ：「ちょっと、あなた生意気なんですよっ！　あたしが教育してあげます！」

レヴィ：そ、そんなー！　小官、ティナ様やピアニィ様の一ファンでありますよ！　見み逃のがしてくれると嬉しいであります！

ＧＭ：「ダメです！」素す早ばやく両手のキャリバーの銃じゆう口こうをレヴィにあわせると、問答無用とトリガーを引きまくります。（ダイスを振る）命中判定の達成値は13！

レヴィ：とうっ！（ダイスを振る）無理でしたー！

シェルリィ：《カバーリング》じゃ！

レヴィ：ひ～、すまんであります！

シェルリィ：なんの、仲間を守るのがわしの役目。気にする必要なぞないわい。

ＧＭ：ダメージロールは先ほどと同じく、４Ｄ＋10になります。（ダイスを振る）さっきからダメージロールになると出目が走りますね。28点の物理ダメージ！

シェルリィ：自分に《プロテクション》！　（ダイスを振る）今度はいい感じじゃ。【物理防御力】と合わせて21点軽減。７点食らって残り【ＨＰ】16点。まだまだ！

ＧＭ：やりますね。ヴィオレットが槍やりを旋せん回かいさせて弾丸を弾はじき、抜けてきたものはシェルリィの魔力障壁が弾はじいていく。この息のあったコンビネーションに、ピアニィクローンもびっくり。「馬鹿な！　これがさっきまで仲間割れをしていた人たちの動きなの!?」

シェルリィ：ふ、貴様らには分かるまい。あれもまたコミュニケーションの形のひとつなのじゃよ。

レヴィ：（ヴィオレットになり）「そうデース。私とマスターはとっても仲良し！　ふたりが力を合わせれば、できないことなんてアリマセーン！」そして、がっしり肩を抱だき合あう。

シェルリィ＆レヴィ：「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡッ！」（一同笑）

柊：仲いいな、お前ら（笑）。

ＧＭ：えーっと、ピアニィクローン（魔導銃）Ｂは、理り解かいできないと頭を抱えてしまいました（笑）。これでこちらの行動は終了です。次はカーロスと柊の手番ですね。

柊：カーロス、先に頼たのむ。

カーロス：おう、露つゆ払はらいは任まかせな。ムーブアクションで離脱して、５メートル後こう退たい。そして、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　対象はピアニィクローン（魔導銃）二体！

ＧＭ：カーロスがバイクのスロットルを吹ふかして急速離脱。一気に距きよ離りを取ると、トンプソンをぶっ放す！

カーロス：念のため命中判定にフェイトを１点入れるぜ。食らいやがれ！（ダイスを振る）きた！　クリティカル！

一同：おおっ！

ＧＭ：このタイミングでクリティカルとは！　しかも出目が全部６とはすごい！

柊：すばらしい！　カーロス、すばらしいぞ！

カーロス：火星のことわざに、「日ひ頃ごろの行ないがいいときは、女神が微笑んでくれる」っていうのがあるのさ。どうやら勝利の女神はこっちに微笑んでるようだぜ。

ＧＭ：やるなぁ。こちらの回避は……（ダイスを振る）ピアニィクローン（魔導銃）Ａ、Ｂ共に失敗！　ダメージをどうぞ！

カーロス：ダメージロールはクリティカルのボーナスも含ふくめて６Ｄ＋12！（ダイスを振る）うぐ、出目がちょっと低いな。ダメージは28点の物理だ！

ＧＭ：こちらの【物理防御力】は３点で、他に軽減系のスキルはなし。ダメージは25点になります。これに先ほどの受けたレヴィのダメージを加えて……（計算して）合計43点。これはさすがに耐たえられません！




　ＢＬＡＭ、ＢＬＡＭ、ＢＬＡＭ！

　火薬が爆はぜ、無数の弾丸が風を切りながら獲え物ものへと殺さつ到とうする。

　カーロスの攻撃は狙ねらい過あやまたず、ピアニィクローンたちに命中。

　すでに傷きずついていた彼女たちは、悲鳴を上げる暇もなく、一いつ瞬しゆんで意い識しきを刈かりとられた。




カーロス：銃口から上がる硝しよう煙えんをフッと息で吹ふき消けして言うぜ。「悪いなシニョリータ。女を撃うつ趣しゆ味みはないが、この戦いに、負けるわけにはいかないんでな」

シェルリィ：ぎゃ───っ！　カーロス格かつ好こいい───っ！　もうゴロゴロしちゃう！　ゴロゴロゴロ！（一同爆笑）




　もはや田中天、だだ漏もれである。




柊：えーっと……そこでゴロゴロしてる奴は置いておいて（笑）。次は俺の行動だな。まず邪じや魔ま者ものに退たい場じようしてもらおう。ムーブアクションとマイナーアクションで全力移動。ピアニィクローン（魔術）に接敵して、メジャーアクションは《バッシュ》で殴なぐる！

ＧＭ：一直線に自分の許に駆かけてくる柊の姿に、ピアニィクローン（魔術）は頬ほおを手で押おさえて身もだえします。「きゃー♪　反省して、あたしの旦だん那なになるって決めたのね！　って、そんなことはないって顔してるわね！」

レヴィ：また自己完結してるであります（笑）。

柊：悪いがこれ以上、あんたの話に付き合ってる暇はないんだ。これで決めるぜ！（ダイスを振る）命中判定の達成値は16だ。

ＧＭ：回避はクリティカルのみです。ん～、こい！（ダイスを振る）残念、クリティカルせず。達成値13で回避失敗です。

柊：プラーナを１点使ってダメージロールに＋１Ｄする。４Ｄ＋12だ。よっと！（ダイスを振る）出目が走った！　30点の物理ダメージ！

ＧＭ：ピアニィクローン（魔導銃）と比べて、こちらは【ＨＰ】がちょっと低いんですよね。柊の振ふるった魔剣を受け、ピアニィクローン（魔術）は一撃で倒れます！

柊：よっしゃー！

カーロス：綺き麗れいに掃そう除じができたな。これであとはティナ、あんただけだぜ！

ＧＭ：「おのれ……！　よくも私の娘たちを倒してくれたな！」ピアニィクローンが全滅させられたティナは、ちょっと怒おこっていますね。

レヴィ：ちょっと怒おこるだけで済すむのか（笑）。

ＧＭ：最後はシェルリィの行動です。

シェルリィ：レヴィと一いつ緒しよにいるのがよさそうじゃな。この場に留とどまったまま、メジャーアクションで自分に《ヒール》をしよう。（ダイスを振る）発動成功。（ダイスを振る）15点回復して【ＨＰ】31点まで戻もどったぞ。

ＧＭ：ぐぬぬ。せっかく減へらしたのに回復されてしまいましたか。これで全員、行動終了ですね。クリンナッププロセスで処理することは特になし。第２ラウンドへ移りましょう。




●第２ラウンド

▼行動値

　ティナ　　　　　７

　レヴィ　　　　　６

　柊　　　　　　　４

　カーロス　　　　４

　シェルリィ　　　３
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ＧＭ：第２ラウンド目のセットアッププロセスです。みなさん、することは……ないですね。では、イニシアチブプロセス。ティナの行動からになります。「先ほどは邪魔されたが、今度はそうはいかぬ！　貴様ら全員、氷漬づけにしてやろう！」

レヴィ：ひぃいいいいっ！　メチャクチャやる気満々であります！

カーロス：《インタラプト》はきっちまったから、もう攻撃は止められねえ。ここは自力でがんばってくれ！

ＧＭ：行きます！　マイナーアクションで《マジックブラスト》を使って魔術の対象を［範囲（選択）］に変更、メジャーアクションで《ティナマジック》！　魔術による魔法攻撃を行ないます。対象はシェルリィとレヴィ！

レヴィ：範囲攻撃なら複ふく数すうの対象を取れるこっちを狙ねらうのは当然でありますな。

シェルリィ：よかろう。くるがよい！

ＧＭ：命中判定は３Ｄのみ。（ダイスを振る）む、出目９。しょ、しょぼい。

シェルリィ：ふ、どうした。怒りのあまり、手もとが狂くるったか？

ＧＭ：むむむ。これはさすがにこのままだと当たりませんね。なので、ティナはオリジナルエネミースキル《ヘイムダル》を使い、判定をクリティカルにします。

柊：なっ!?

シェルリィ：か、加護を使うじゃと───っ!?




《ヘイムダル》

『アルシャードセイヴァーＲＰＧ』のデータのひとつで、加護と呼ばれるもの。

　虹にじの橋の番人ヘイムダル神の力を得て、メジャーアクションで行なう判定をクリティカルに変更する。本編では、『ＡＲ２Ｅ』にあわせて《邪神の力》と同じとしている。




ＧＭ：そんなに驚くことはないでしょう。今のティナは奈落をその身に宿しているんです。加護を使えてもなにも不思議じゃありません。

レヴィ：おお、言われてみればそのとおりであります！

シェルリィ：ぬぐぐ！　余裕で避さけてやろうと思ったのに、ピンチになってしもうたわ！

ＧＭ：ちなみに『アルシャードセイヴァーＲＰＧ』の《ヘイムダル》に比くらべると、効果は弱めです。向こうは同じく加護でないと対たい抗こうできませんでしたが、こちらは普通にリアクションできますので。

レヴィ：とはいえ、こちらもクリティカル出すのは厳しいでありますよ！（ダイスを振る）ぐむう、５の５で命中したであります。

シェルリィ：（ダイスを振る）こっちも失敗じゃ！　せめて被害を減へらすぞ。レヴィを《カバーリング》＋《アイアンカバー》で守る！

ＧＭ：ティナの魔力が解とき放はなたれて氷と光の嵐が現げん出しゆつするのと同時、シェルリィがヴィオレットと共に飛び出し、みずからの身体を盾たてにする！

レヴィ：シェルリィ殿───っ！

ＧＭ：ダメージロール！　《ヘイムダル》によるクリティカルのダイス増加は＋１Ｄ固定ですので、ダメージロールは３Ｄ＋18になります。たあっ！（ダイスを振る）結けつ構こういい感じですね。30点の〈水〉〈光〉属性、魔法ダメージです！

シェルリィ：大した威力じゃな。ならばこちらも本気で行く！　《プロテクション》にフェイト２点を注そそぎ込こんで４Ｄで行くぞ！

ＧＭ：シェルリィを中心に膨ぼう大だいな魔力が渦うず巻まき、迫せまり来くる氷と光の嵐を阻はばむ壁となる！

シェルリィ：せいやっ！（ダイスを振る）14点軽減！　《アイアンカバー》の効果で現在の【魔法防御力】は16点。ぴったり全止めじゃ！

一同：おおぉおおおおおっ！




　すべてを凍てつかせる絶対零れい度どの嵐がシェルリィを呑のみ込こむ。

　圧あつ倒とう的な冷気を前に、あらゆる生物はただ凍いてつき砕けるのみ。

　しかし、シェルリィの瞳に、諦あきらめの色はない！




シェルリィ：冷気に呑のみ込まれた直後、わしが「アヴァロン！」と叫ぶと、右手の剣十字からエクスカリバーの英えい霊れいたちが展開、攻撃をすべて弾はじく！

ＧＭ：必殺の魔力を込こめた攻撃を防ふせがれ、ティナ───正確には、彼女と融合するシャドウガイアが叫びます。「貴様、ユグドラシル宇う宙ちゆうからきた者だったのか！」

シェルリィ：いかにも！　奈落よ、おぬしの好きにはさせぬぞ。そちらに闇やみの加護あるならば、我に人の魂ありじゃ！

レヴィ：おお！　かっこいいであります！

柊：さっきまでカーロスに熱を上げてたやつとは同一人物とは思えないな（一同笑）。

シェルリィ：ふっ、わしだって決めるときは決める！

ＧＭ：むう。まさか１点もダメージが通らないとは。仕方ありません。ティナは自身の行動が終了した後のイニシアチブプロセスで《フレイヤ》を使用して追加行動を得ます！




《フレイヤ》

『アルシャード』シリーズに登場した加護のひとつ。

　その効果はイニシアチブプロセスに、追加のメインプロセスを行なえるというもの。

　ただし、最新版の『ＡＬ２』ではまだ実装されていないので、本ほん編ぺんでは効果を変更。追加のメインプロセスを行なえる効果のみとしている。『ＡＲ２Ｅ』の《アデンダム》と同じである。




ＧＭ：「いい気になるなよ、アルフ！　ならば、貴様を守る魂ごと凍てつかせてやる！」マイナーアクションで《マジックブラスト》！　メジャーアクションで《ティナマジック》！　再さい度ど、シェルリィとレヴィに攻撃！（ダイスを振る）クリティカル！

レヴィ：もぎゃーっ!?

シェルリィ：にっこり顔のまま、上半身だけ消し飛びます（一同爆笑）。

柊：まだダメージも受けてないのに死ぬな！（笑）

ＧＭ：とりあえず、ふたりとも防御判定をお願いします（笑）。

レヴィ＆シェルリィ：回避失敗！

シェルリィ：う、ぐう……。このままではふたりとも倒れてしまう。レヴィをカ……カ、カバー……！

カーロス：シェルリィが死の恐きよう怖ふと戦いながら、《カバーリング》しようしている！（笑）

柊：待て、《カバーリング》はなしだ！　まだ《蘇そ生せい》が残ってる！　《カバーリング》するより、ＨＰを回復して耐たえた方が、ふたりとも生き残れる可か能のう性せいがあるだろ！

シェルリィ：お、おお！　なるほど！

レヴィ：ふたりとも生き残れる可能性があるならば、そちらに賭かけるであります！

シェルリィ：レヴィの肩に手を回す！　耐たえるぞ、悪魔！

レヴィ：イエッサー！

ＧＭ：では、《カバーリング》せずに、それぞれ耐えると言うことで。ダメージロールいきます！　クリティカルのボーナスも入れて４Ｄ＋18！　それっ！（ダイスを振る）31点の〈水〉〈光〉魔法ダメージです！

シェルリィ：【魔法防御力】分を減らして27点食らうが、残り【ＨＰ】４点で耐えた！

レヴィ：ぐぐ、小官は５点オーバーで倒れてしまうであります！

シェルリィ：ならば《プロテクション》！（ダイスを振る）よし！　12点軽減じゃ！

レヴィ：おお！　残り【ＨＰ】７点！　立ってるー！　助かったであります！

ＧＭ：「な、なんと……!?」まさか《蘇生》も切らずに耐えるとは！　これにはティナも驚きを隠かくせません。

シェルリィ：ギリギリじゃったがな。全身凍とう結けつされつつも、わしらふたりとも、まだ立っておるっ！

ＧＭ：「そんな、なぜ……どうして倒たおれない！」ボロボロになりながらもなお立ち上がる姿に、ティナは狼ろう狽ばいして叫びます。これでこちらの行動は終了です。

シェルリィ：なんとか凌ぎきったか！

柊：とはいえ、こっちは【ＭＰ】がほとんど残ってねえ。戦いが長引くほど厳きびしくなるぞ。

レヴィ：ならば、烈れつ火かの如ごとく攻め立てるでありますよ！　《サモン・リヴァイアサン》でティナ殿に攻撃！（ダイスを振る）達成値は19！

ＧＭ：回避ー！（ダイスを振る）ぐはっ！　出目１、２でまったくダメ！　先ほどの攻撃で倒しきれず、ティナはちょっと気が抜けているようです。ダメージをどうぞ！

レヴィ：（にやりと笑い）アルディオン最強の存在に攻撃できるとは、光栄であります！　軍人の誉ほまれであります！　残ってる愛のすべてこの攻撃に！




　レヴィに温かな力が集まっていく。

　それはすべてを優やさしく包つつみ込こむ〝愛〟───。

〝愛〟を動どう力りよく源げんに、万能潜水艦リヴァイアサンが、もてるすべての力を攻撃に集中させる。




レヴィ：リヴァイアサン、全門斉せい射しや───っ！（ダイスを振る）がびーん、出目３ばかりであります（笑）。

カーロス：せっかく格好よく演出したのに、しまらない結果に結果になっちまったな（笑）。

レヴィ：ダイスゲーゆえ致いたし方なし（笑）。23点の〈無〉属性魔法ダメージ！　１点でもダメージが入ったら［スリップ］も入るでありますよ！

ＧＭ：【魔法防御力】は５点なので、18点食らいました。［スリップ］も受けます。炸裂するミサイルの爆ばく風ふうにあおられたティナは体たい勢せいを崩くずして、顔をわずかに歪ゆがめます。「この私に膝ひざをつかせるとは……！」

レヴィ：これが魔ま物ものと人間の狭はざ間まで生きる、半魔の力でありますっ！

カーロス：よし、レヴィに続くぜ。メジャーアクションで《ワイドアタック》を使い、命中判定の達成値に＋１する。さらにフェイトを１点使って、３Ｄ＋９で判定だ。（ダイスを振る）出目悪い！　でも、達成値は16だ。

ＧＭ：こちらはクリティカルのみですね。（ダイスを振る）駄だ目めだった。８で回避失敗。

カーロス：最後のフェイトを入れてダメージロールは３Ｄ＋12だ！　よっ！（ダイスを振る）うわっ!?　１、１、４！（一同笑）

柊：これはひどい！（笑）

カーロス：こんな日もあるさ（笑）。20点の物理ダメージ。

ＧＭ：【物理防御力】で８点弾いて、12点食らいます。着実にダメージは蓄ちく積せきしていっていますが、まだティナを倒すには足りませんよ。

柊：なら倒れるまで攻撃し続けるまでだ。ムーブアクションでティナに接敵。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》！（ダイスを振る）命中判定の達成値は20！

ＧＭ：ここでクリティカルが出れば！（ダイスを振る）うーん、さすがに出ませんか。達成値９で回避失敗です。

柊：よし、当たった！　フラガラッハの能力を使って【物理防御力】【魔法防御力】を０にする！　さらにフェイト４点全部投入だ！

ＧＭ：くう、決めに来てますね！

柊：こっちももう余裕はないからな。いくぞ！（ダイスを振る）42点直ちよく撃げきだっ！




　柊は魔剣の力を解かい放ほうし、光の刃を形成。

　すべての力を注そそぎ込こみ、必殺の意い志しを持ってティナへと刀身を叩たたきつけた。

　斬撃が命中すると同時に光は爆ぜ、世界が真っ白に塗ぬりつぶされる。

　眩まばゆい輝きの中に、ティナの姿が呑み込まれていき───。
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シェルリィ：やったか！

ＧＭ：柊の攻撃の余よ波はが治まり、視界が元通りに戻っていく。魔剣の一撃が炸裂した中心点。そこには───いまだ、ティナが両の足で立っています！

一同：うわぁあああああっ!?

ＧＭ：累るい積せきダメージ72点！　満まん身しん創そう痍いながらも、ギリギリでティナは耐たえました。「今の連続攻撃はやばかった。だが、私を倒すには、ほんの少しだけ足りなかったな……！」

レヴィ：あ、あわわ！　あれで倒れないなんて！

カーロス：このままだと、またティナに行動が回っちまう！

柊：ぐぐ……まだだ！　相手にだって余裕はないはず。あと一発たたき込こめれば……！

レヴィ：なら、シェルリィ殿が攻撃すればどうでありますか！

シェルリィ：……無理じゃ。向こうの【物理防御力】は８点ある。素す手でで攻撃するしかないわしでは、倒しきれんだろうよ。フェイトも残っておらんしな。

レヴィ：ガーンッ！

シェルリィ：今のわしにできるのは、レヴィ、おぬしを守ることだけ。無駄な【ＭＰ】は使わぬ。わしは行動放ほう棄きじゃ。

ＧＭ：了解です。盛もり上あがってきましたね。では、第３ラウンドへ移ります！




●第３ラウンド

▼行動値

　ティナ　　　　　７

　レヴィ　　　　　６

　柊　　　　　　　４

　カーロス　　　　４

　シェルリィ　　　３
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　ついに迎むかえた運命の第３ラウンド。

　勝つのは奈落か、それとも人か……。

　先に動いたのはティナ。己に刃向かう愚おろか者ものを抹殺するべく、魔力を開放する！




ＧＭ：では、ティナの行動からいきます。「そんなに守る大事なものを、私が奪うばってみせよう！」マイナーアクションでオリジナルエネミースキル《母なる殺意》を使用！

柊：まだ隠かくし球だまを持ってたのかよ！（笑）

カーロス：こいつはやばそうだ。効果は？

ＧＭ：このメインプロセスで行なう魔術の効果に＋１Ｄし、さらにこの魔術にリアクションを行なうことができず、《カバーリング》を行なえず、ダメージ軽減もできないっ！

一同：げげぇーっ!?（笑）

ＧＭ：ただしっ！　……『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』出身のキャラクターにのみ効果があります（一同爆笑）。

シェルリィ：び、びびらせるでないわ！　ベルフトといいティナといい、この世界の王族はなんで心臓に悪い連中ばかりなんじゃ！（一同爆笑）




　ティナの身体から発せられる殺意が、空間を満たし、支し配はいしていく。

　だが、その圧倒的な殺意も、異界の勇者たちの心を縛しばることはできない。




ＧＭ：メジャーアクションは《ティナマジック》。対象はレヴィです！（ダイスを振る）達成値は13！

レヴィ：回避───っ！（ダイスを振る）ぐむう、達成値10で回避失敗であります。

ＧＭ：「我が殺意を受けて動くだと!?　だが、逃にがさぬぞ！」ティナは驚きながらも魔術を完成させる。放たれた氷と光の嵐が荒あれ狂くるい、レヴィの逃にげ道みちを塞ふさぎます！

シェルリィ：《カバーリング》！

ＧＭ：「ば、馬鹿な！　貴様も動くのか！　ええい、ならばまず貴様から消えよ！」狼狽しながらも、ティナは渾身の魔力を魔術に込こめる！（ダイスを振る）32点の〈水〉〈光〉の魔法ダメージ！

柊：ここで《蘇生》だ！




　破壊の魔力に囚とらわれ、シェルリィの肉体が粉々に砕ける───。

　そんな絶望の影が差したその時、シェルリィの持つシャードが眩い輝きを放った。

　シャードに秘ひめられし、神々の力が彼女の身を守る！




シェルリィ：《蘇生》により【ＨＰ】が全快した後で、28点のダメージを食らうぞ。そして、わしの【ＨＰ】は37点。残り９点で耐えたぞ！

一同：よっしゃああああああっ！

ＧＭ：「あり得ぬ……こんなことは断だんじてあり得ぬ！」もはやティナは呆然とうめくことしかできません。

シェルリィ：なかなかの技じゃが……所しよ詮せんは数百年の戦で鍛きたえ上あげられた技。数千年戦い続けてきたエクスカリバーには通用せん！

ＧＭ：「な、なんということ……。異界の連中には、私の力は効きかぬというのか……！」と、ティナは愕がく然ぜんとします。

レヴィ：今こそ決着の刻とき！　《蘇生》で回復した演出として、小官は魔獣化するであります。気づくとちんちくりんな少女の姿は消え、大人の小官が立っているであります！（笑）

カーロス：なっ！　レヴィが成長した、だと!?（笑）

レヴィ：小官は厳おごそかに告げる。「我われ々われが生きる理由は力なきものを守るため。我々はそのために数千年、数万年と刻きざんできたのだ。お前ごときに、到達できる領りよう域いきではないっ!!」

ＧＭ：威い厳げんに満ちたレヴィの姿に、ティナは圧倒され、言葉を失います。

レヴィ：「決着をつけよう」メジャーアクションで《サモン・リヴァイアサン》！（ダイスを振る）命中判定の達成値は20!!

ＧＭ：くうっ、クリティカル出ろ！（ダイスを振る）惜しいーっ!!　６、５でクリティカルならず！

一同：危ねぇ───っ!?（笑）

ＧＭ：「避さけること叶かなわずか……！」ダメージをください！

レヴィ：（ダイスを振る）14点の〈無〉属性魔法ダメージ！　「さあ、幕まくを引くとしよう。愚かな妄もう執しゆうに囚われし者───奈落よ！　ファイア！」




　レヴィの宣言と共に、万能潜水艦リヴァイアサンが、最後の呪法ミサイルを発射する。

　放たれた呪法ミサイルは一直線にティナへと飛び、その威力を炸裂させた。

　ティナは己の身体を防御で固めようとするが、魔力の込こめられた呪法ミサイルは、それを食くい破やぶり、暴ぼう威いを振ふるう。

　爆炎と轟ごう音おんが広がり、すべてを呑み、そして───。




ＧＭ：最後の力を振ふり絞しぼったレヴィの呪法ミサイルがティナを捉える！　【魔法防御力】分を引いて、受けたダメージは９点。累計ダメージは81点！　そして、ティナの【ＨＰ】は───80点！　１点オーバーで倒れます！

一同：やった───っ！




　呆然と立ちつくしティナの身体が崩くずれ、無へと還かえっていく。

　灰はいは灰に、塵は塵に。死者があるべき姿へと戻もどるのだ。




　ティナが消滅すると同時、柊たちは一いつ斉せいにその場にへたり込こんだ。

　長い戦いの果て、彼らの心身は限界を迎えていた。

　しかし、疲ひ労ろう困こん憊ぱいする彼らの顔には笑顔がある。

　それはやり遂とげた者だけが浮うかべることができる勝利の笑みだった。




　奈落は消え去り、世界は元の姿を取とり戻もどす。

　世界は今まさに───救われたのだ。




ＧＭ：というところで、クライマックスフェイズを終了します。
















ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆帰き還かん




　ティナは倒たおれ、奈な落らくの脅きよう威いはアルディオンより去った。

　これで狂くるっていた因いん果が律りつは正せい常じよう化かし、世界はある姿すがたへと還かえる───。

　だが、それは同時にこの混こん成せいパーティーの解かい散さんをも意味していた。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入りましょう。シーンを始める前に、菊池さんに帰ってきてもらいます。

一同：おーっ！（パチパチパチ）

きくたけ：（部屋に入ってくる）みんな無事かーっ!?　柊、死んでないか？

柊：残念ながら───（顔を伏せる）。

きくたけ：なんだってーっ!!

柊：あ、すいません（笑）。ウソです。無事です。

シェルリィ：全員無事、アルディオン大陸もこれで正常にもどるはずじゃ。

カーロス：どうやら、予定通り最終回をやれそうです（笑）。

きくたけ：ほっ。

ＧＭ：ということで、シーンの演出を始めます。前のシーンの直後になります。五ご重じゆうの塔とうの最上階にて、ティナは倒れ伏ふし……そのまま、光となって消えていきます。

シェルリィ：奈落はどうなったのじゃ？

ＧＭ：奈落もティナのように消え、先ほどまでの喧けん噪そうが幻まぼろしであったかのように、場は静せい寂じやくに包まれます。フロアに残されたのは、キミたちと縛しばられたアンゼロットだけです。

きくたけ：「柊ひいらぎさん───」　彼かの女じよは、縛られたままに目を細めて涙なみだすら浮うかべる。彼女は、最初からわかっていたんだ。必ず、柊が万ばん難なんを排はいしてこの場に現あらわれるだろうということを。

シェリル：〝信しん頼らい〟、じゃの。

きくたけ：そうだ。長年、共に戦ってきたふたりだ。他の者にはわからない想いが、気持ちが───彼女の中にあってもそれは不思議なことではない。

柊：アンゼロット……？

きくたけ：柊の、そのどこか神しん妙みような表ひよう情じように気づき……アンゼロットは我われに返る。慌あわてて顔を横に向け、頬ほおを赤く染そめ───。

一同：……っ!?

柊：お、おい？　アンゼロット……さん？

ＧＭ：「……ひ、柊さんは、私わたしがもっとも信頼しているウィザードにして、最高の魔ま剣けん使つかいです。だから、ここに現われるってわかっていただけです。もし来なかったら、またなにか下げるだけのことですっ」

柊：なにかってなんだよっ!?　……それにな、ここに来られたのは、俺おれの力だけじゃない。一いつ緒しよに戦ってくれた、こいつらのおかげだ。

きくたけ：「わかっています。柊さんが信頼に足ると思った人たちなのでしょう？　お三方とも、きっとも素す晴ばらしい戦士なのでしょうね」（一同笑）

シェルリィ：ア、アンゼロットにほめられた……（笑）。

レヴィ：なにこの奇き跡せき。

カーロス：柊、この女がお前が探さがしていた連れなんだろ？　鎖くさりを解といてやったらどうだ？

柊：あ。

レヴィ：それとも、やっぱりこの女は助けたくないでありますか。

きくたけ：（にこやかな笑顔で）「うふふ、まさかあ。柊さんが、私を助けたくないとか考えるはずがありません。ね、柊さん？」（一同笑）

シェルリィ：……普ふ通つうに会話してるだけのはずなのじゃが、妙みように信用ならぬと思ってしまうのはなぜじゃろう？（笑）

ＧＭ：今回はお祭り企き画かくですから、アンゼロットはちゃんといい人で、ヒロインとしてキャラ立てをするつもりで……。

きくたけ：「そうそう。今回は、立りつ派ぱにヒロインを務つとめあげました。だから、もっと私をもり立てなさい」（一同笑）

シェルリィ：とうとうアンゼロットがＧＭを脅おどし始めたのじゃ（笑）。

柊：まあ、見み捨すてて帰るわけにもいかねぇからな。とりあえず、アンゼロットを縛り上げてる鎖を切せつ断だんするわ。

きくたけ：「ありがとうございます、柊さん」　笑顔で、彼女はちゃんとお礼を言った。

柊：どういたしまして。……ところでな、アンゼロット。俺ら、このあとどうやって元の世界に帰ればいいんだ？

きくたけ：「さして難しいことではありませんわ。その方法は……」

ＧＭ：と、アンゼロットが柊の疑ぎ問もんに答えようとした時……ふいに、五重塔が〝……どん！〟という爆ばく発はつ音おんと共に大きく揺ゆれます。

一同：…………。

ＧＭ：振しん動どうは収おさまることなく続き、塔全体が軋きしみをあげ……やがて崩くずれ始めます。

シェルリィ：ふむ、奈落が駆く逐ちくされたので、五重塔が形を保たもてなくなったのじゃな。

ＧＭ：そのとおりです。このままでは、みなさんぺしゃんこですが……。

柊：まあ、そこまで慌あわてるもんじゃない。なあ、アンゼロ……。

きくたけ：「ど、どけいっ！」

一同：どけいっ!?

きくたけ：アンゼロットは、スカートを両手でつまんで持ちあげたまま、ぴゅーっと器用に出口に向かって走り去った。

一同：お前──────ぇっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

シェルリィ：い、いやいやいや……いやっ……えぇ──────っ!?

ＧＭ：菊きく池ちさんっ、ヒロイン……っ、正せい当とう派はヒロイン……っ!!

レヴィ：ああ……アンゼロットが自らヒロインの座ざを放り投げた……（笑）。

シェルリィ：俺が演えん出しゆつするアンゼロットより、菊池さんが演出するアンゼロットの方がひどいキャラだ。絶ぜつ対たいだ（断だん言げん）。

きくたけ：（咳せき払ばらいをして）「ええと……柊さん？　私を安全な場所まで連れて逃げてもいいのですよ？」（笑）

柊：今さらデレてるつもりかそれはっ!?

ＧＭ：……と、そんな時です。みなさんの体が、徐じよ々じよに透すき通とおりはじめます。

一同：え？

レヴィ：アンゼロットを助ければ、元の世界に戻もどれると思っていたでありますが……実は、そうではなかったでありますか？

ＧＭ：そうです。事じ件けんの首しゆ謀ぼう者しやともいえる奈落がいなくなったため、因果律は自動的に修しゆう復ふくされていきます。つまり、この世界の異い物ぶつと言えるキミたちは、因果律が完全修復されると同時に──。

柊：帰れる、か。

カーロス：じゃあ、アンゼロットの意味は……。

ＧＭ：ただのエキストラですよ。だから、最初に「アンゼロットは何もできない」って言ったじゃないですか（一同笑）。本当に、普通のヒロインですよ。

一同：普通じゃねえっ!?

きくたけ：ほんとに。

ＧＭ：アンタのせいだろうっ!?（一同爆ばく笑しよう）

柊：い、いやまあ……連れて帰ろうか……（笑）。

きくたけ：えらいな柊！　ささ、なんの力もないアンゼロットを、ちゃんと救出して！

レヴィ：アンゼロット、助ける必要はなかったとしか思えないであります。

柊：そんなことはない！　もし、ここで見捨てて俺だけ帰っちまうと、あとでアンゼロットが自力で戻もどってきて、余よ計けいややこしい事じ態たいになるんだよっ！　それに……アンゼロットを置いて帰ると、アルディオンに迷めい惑わくがかかる！　俺の良心が耐たえられない……！（笑）

シェルリィ：素晴らしい。柊よ、おぬしは本当に勇者じゃな。

きくたけ：どこがだ。

柊：俺は、勇気を振ふり絞しぼってアンゼロットの首根っこを掴つかんでだな……。

きくたけ：「あら、柊さん。少しくらい、アルディオンを観光してもいいと思いませんか？　こんな機会、そうそうは……」と名残なごり惜おしそうにアンゼロットは……。

柊：俺は！　早く！　戻りたいのっ！（笑）　ていうか、強きよう制せい的てきに還されるんだよ！

きくたけ：「がっでむ」

柊：かわいく言ってもだめだ。

カーロス：……（笑）。ともかく、このまま元の世界に帰れるみたいだし、オレたちはここでお別れか。

レヴィ：お別れと思うと寂さびしいであります。小官はすべての愛を使い尽つくしたので、すべてを忘わすれてしまうのでありますよ。

シェルリィ：おぬしだけではない。因果律が戻ることにより、みな等しくこの冒ぼう険けん譚たんを忘れてしまうのじゃ。

カーロス：忘れちまうには惜しい記き憶おくだな。

シェルリィ：すべては夢む幻げんのきらめき。たとえ一夜で消えようとも、またいずれ祭りの夜はやって来る。そのときにまた思い出すこともあるかもしれん。

レヴィ：そうでありますな。我われ々われには、無む限げんの時間と可か能のう性せいがあるでありますからなぁ！

カーロス：ははは。残念ながら、オレは人間だ。無限の時間は約束されてねぇ。

柊：俺もだ。

カーロス：……だが、オレらの子孫や縁えん者じやが、あんたらとまみえることはあるかもしれない。

柊：そうだな。それに、何かの機会とやらは、案外すぐやって来るかもしれないしな。

シェルリィ：柊。できればおぬしは、我わがエクスカリバーに招しよう聘へいしたいのじゃが。

きくたけ：（間かん髪はつ入いれず）「ダメです。柊さんは、みんなのものです！」

柊：うるせえよっ！（笑）　あー……お誘さそいはありがたいが、俺には帰らなきゃいけない場所があるんだよ。

ＧＭ：このあと、個こ別べつエンディングが用意してありますが、ＰＣ同士が会話できるのは、このシーンが最後になりますので、思い切り語り合ってください（笑）。

シェルリィ：カーロス！　わしはおぬしのことが本当は……（一同笑）。

柊：最後だとわかった途と端たん、愛の告白をするのかよ！（笑）

カーロス：もしすべてを忘れて、それでも心のどこかに引っかかりがあれば……そのときは、夜空を見上げてくれ。夜空に輝かがやく赤き星かせいを見てくれれば、オレのことを思い出せるさ。

シェルリィ：……ああ、わかったのじゃ。

カーロス：オレは柊に「あんた、いい男だったぜ。お前の帰き還かんを待ってるだろう仲間たちによろしくな」と言っておく。

柊：あんたもな、カーロス。

レヴィ：小官は、リプレイのキャラクターと一緒に冒ぼう険けんができて、楽しかったであります！　特に、アンゼロットは、リプレイよりも全然すごかったであります……（一同笑）。

カーロス：それじゃあ、本当におさらばだ。達者でな。

シェルリィ：消える瞬しゆん間かんに、カーロスの帽ぼう子しをこっそり握にぎっておくのじゃ（一同笑）。

ＧＭ：では、アンゼロットを含ふくめ、みなさんが消え去ったあと、五重塔が崩くずれ落おち……爆ばく発はつを起こします。

シェルリィ：悪の最後、じゃな。

ＧＭ：そして、キミたちと入いれ替かわるように、天空から一ひと条すじの光が……いや、光こう球きゆうが、羽根のように大地へと舞まい降おります。

きくたけ：地上へと降おりたそれは、淡あわい光を放ち……やがて光が消えるとそこに現あらわれたのは、大きな氷の塊かたまり。その中にある人ひと影かげは───。

ＧＭ：ここで、みなさんが去ったところで、最後にアルディオンの様子を少し演出しながらシーンを締しめましょうか。えー……。




　ナヴァールがアルとベネットと共にエル・ウィン・フリットに戻ると、風景は一変していた。アルはそこに突つき立つ柱を見つめ、安あん堵どの息を吐はく。

「どうやら……終わったみたいだな」

　氷柱の中には、アルディオンを押おさえ込こむべく、全力を尽つくしているピアニィの姿。

　それを目の当たりにした時、ナヴァールは彼女に微笑ほほえみかける。

「ピアニィ様がご帰還なされたか」

　ナヴァールの言葉に、ベネットが頷うなずく。

「これで、ようやく始まるでやんすな。あっしらの……」

　万感と決意を胸むねに、ベネットはその言葉を紡つむいだ。




「───あっしらの、最後の戦いが」







◆Ending 02◆新たなる世界へ




　ミッドガルドにある、とある宿屋の一室───。

　ひとりの精せい悍かんな男だん性せいが、周りに人がいないのを確かく認にんしたあと、窓まど辺べにそっと金に輝くコインを置いた。

　それは、少女が〝世界〟に帰還したことを示しめすものだった。




ＧＭ：では、個別エンディングに移うつります。まずはシェルリィからいきましょうか。

シェルリィ：おお、こっちからか。

ＧＭ：舞ぶ台たいはミッドガルドのどこか。そうだな、場所は……どこか、街の外れにある小さな宿です。その一室で、ある精悍な男が窓辺にコインを一いち枚まい置きます。

シェルリィ：コイン？

ＧＭ：そうです。コインはやがて光を放ち、夕ゆう暮ぐれの迫せまった薄うす暗ぐらい部屋の中に、ひとりの少女の姿を映うつし出だしました。

きくたけ：ああ、その少女がシェルリィか。

ＧＭ：そのとおりです。ちなみに、その男は名もなきクエスターですね。

シェルリィ：なんて珍めずらしいシーンの登場の仕方だ（笑）。つまり、その名もなき……しかし資し質しつがある者。わしの啓けい示じを受けるようと言うのじゃな。

きくたけ：なるほど（笑）。では、男はひざまずき、頭を垂たれて言う、と。「───導どう師し、〝青の〟シェルリィよ」

シェルリィ：これは、ラグナロク後のミッドガルドじゃな。では、「これより汝なんじに使命を授さずける。新たなる世界を守る剣、〝エクスカリバー〟の一員よ」と言うのじゃ。

きくたけ：「光栄です、シェルリィ様。我が生命は、世界のために。我が心は、おんために。このシャードに懸かけて誓ちかいましょう。我は、奈落を断たち切きるための剣になると」

シェルリィ：───うむ。わしの加か護ごもまた、そなたと共にある。

一同：…………。

レヴィ：……いきなり、ずいぶんと綺き麗れいなシェルリィになったでありますな？

カーロス：憑つきものをアルディオンにでも落としてきたんだな。

シェルリィ：そう、たしかにわしは、どこかに大事ななにかを忘れてきたのかもしれんのう。思い出すことはできぬが、大切な思い出と、なにか大事な気持ちを───。

カーロス：大事な気持ちってなんだ。

シェルリィ：最後にわしはカーロスからもらった帽子を大事に抱だきしめて……（一同笑）。

カーロス：待て待て待てっ、帽子はあげてないから！　あと変なフラグを立てるなあっ！

ＧＭ：（笑）。ではシーンを終しゆう了りようにしましょう。







◆Ending 03◆池いけ袋ぶくろの町まち並なみに




「ゾゴック～ゾゴック～♪」

　レヴィヤたんは満面の笑みを浮うかべ、池袋の町並みをスキップしていた。

　だが、その心の内に……靄もやのようにわだかまるなにかがあることに、彼女は気づいていた。




ＧＭ：次はレヴィヤたんのエンディングです。レヴィヤたんは池袋へと戻ってきました。他のみんなと同じように、アルディオンにいたときの記憶はすべて失っています。

レヴィ：小官、オープニングフェイズでは「ゾゴック～ゾゴック～♪」と歌いながらくるくる舞まっていたので……その続きで、トンと着地するであります。

ＧＭ：舞まい上あがってたその一いつ瞬しゆんのうちに、アルディオンで大だい冒ぼう険けんして還かえってきた（笑）。

レヴィ：そうそう（笑）。そして……「ん？」と池袋の空を見上げ、けげんな顔を見せる。「───小官は、何か、すごく楽しい夢ゆめを見ていたような気がするであります」

ＧＭ：おお、いいね。

レヴィ：そう、それはゾゴックよりもきっと大事な何か。心になにかがひっかかり、胸が、ざわつくでありますよ。共に戦ったはずの仲間のことを想ってか、それともあの大陸の行く末を気にしているのか……。窮きゆう地ちに立ったあの世界のその後は、気になるでしょうなあ。

ＧＭ：しかし、もはやあなたにそれを知ることはないわけで……。

きくたけ：あ。ではそこで、レヴィヤたんの視し界かいに一軒けんの書店が入った。そして、この店にに入らなくてはいけない───おもむろに、そんな想いに囚とらわれたのだ。

レヴィ：よくわからないでありますが、ふらふらとお店に入っていくであります。

きくたけ：そして、とある棚たなで目に入ったのは、おそらくは発売されたばかりの本。キミは、無む意い識しきにそれを手に取った。理由はわからない。ただ、強くその本が気になったのだ。

レヴィ：ほうほう。では、本を開いて読みふけるであります。

一同：買おうよっ!?（笑）

ＧＭ：どのくらいの時が経たったのか。キミは、誰だれにも邪じや魔ますることもなく……やがてその本を読み終えた。そして、さっきまで心の内側でくすぶっていたキミの心は、充じゆう足そく感に満ちる。

レヴィ：あ、オチが見えたであります！（笑）　では、満たされた心で本屋を出て……さあ、ゾゴックを買いに行くでありますっ！

ＧＭ：では、レヴィヤたんがスキップをしながらプラモデルを買いに行き……。

きくたけ：ええ。最後に、彼女がさっきまで読んでいた本がアップになったところでシーンを終わりましょう。そう、その本のタイトルには、こう書かれている。




「……『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑫　悠ゆう久きゆうのラストクィーン』、と」







◆Ending 04◆Ｎ◎ＶＡの街角で




　それは、トーキョーＮ◎ＶＡの夜の街角。

　目に映うつる、その錆さび色いろを思わせる街の景色にカーロスはどこか安堵した。

　それは長い旅より街へと帰り、住すみ慣なれた自分の部屋のドアを開いた時のあの感覚だ。

　だがこの数ヶ月、カーロスはこの街を離はなれたことはない。

　安堵する心の理由に考えを巡めぐらそうとして、しかしそれをしている場合ではないと悟さとった。




ＧＭ：次はカーロス。カーロスも元の世界に戻ってきました。気がつけばキミは、トーキョーＮ◎ＶＡの、夜の街角にひとり佇たたずんでいます。

カーロス：オレは、なぜここに立っているんだ。アルディオンの記憶をなくしてるんですよね？　なにか、夢でも見ていたような……でもそれを思い出すことはできない。

ＧＭ：そんな感じですね。

カーロス：なにか大事な記憶を、どこかに置き去りにした。でも、決して気持ちの悪い感覚ではなく、むしろすがすがしさすら感じる。

ＧＭ：しかしそれをゆっくりと考えている時間はありません。なぜならカーロスは突とつ然ぜん、背はい後ごから声を掛かけられるからです。「……カーロス、この街から去りなさい。お前は、我々にとって目め障ざわり。拒きよ否ひするようなら、お前は朝を迎むかえることは───」

カーロス：「真しん教きよう浄じよう化か派はの話は聞けねぇな」振ふり向むきざまに、銃じゆう弾だんを叩たたき込こむ。

ＧＭ：だが、すでにその場に〝敵てき〟はいません。銃弾は眼がん前ぜんにそびえ立つビルの壁へき面めんに傷きずを穿うがつのみ。気配は、いつの間にかキミの脇わきに立つ街灯の上にあります。

カーロス：面白い手品だ。にやりと笑んで街頭を見上げる。

ＧＭ：キミの視し線せんの先には、街灯の傘かさに腰こし掛かけてその細い足をぶらぶらさせる女じよ性せいがいる。「つまらない反はん応のう。やはり刃は向むかうのですね。真教浄化派のトップである、この……」

カーロス：───ああ、刃向かうさ。〝黄金の蜘蛛くも〟。

ＧＭ：「…………。本当に退たい屈くつな反応。誰も彼もが、私の予よ測そくの範はん疇ちゆう内の反応しか見せない」　彼女は嘆なげくように、しかし笑顔で天を仰あおいで言葉を続けます。「ああ、お父様。この星は本当に退屈する」

カーロス：では、銃の射しや線せんに彼女を捉とらえてその言葉を継つごう。




「……この星が退屈なら、火星にでも行くんだな」




　そう告げてトリガーを引く。

　頭上にその赤い星が輝かがやいている事実に、なぜか安堵を覚えながら。







◆Ending 05◆第三世界へ




　柊が目を覚ますと、そこは見知らぬ浜はま辺べだった。

　風と潮しおの香かおり、そして空気……そこが地球でも、ラース＝フェリアでもないことを、彼はすぐに理り解かいした。

　状じよう況きようを確認しようと立ち上がった時、彼の背せ筋すじに悪寒が走る。

　それは、背後より迫せまり来くる……とある人物との再さい会かいの予感だった。




ＧＭ：では、最後に柊のシーンに入りましょう。舞台は……。

柊：俺はアンゼロットと一いつ緒しよに、また第三世界へ来ちまった……だよな？（笑）

ＧＭ：そうです（笑）。時じ系けい列れつとしては、オープニングフェイズに戻ってくる形になります。もちろん、柊もアルディオンの記憶は失っていますよ。

柊：わかりました。「ザーフィがやったことを真似まねて上手うまくいくか不安だったが、どうやら成功したみたいだな」とまた呟……。

きくたけ：「お疲つかれ様さまでした、柊さん。今は、その身体を休めることだけを考えてください！」

柊：うおぅ！（笑）　お前、いきなり背後に立つなよっ!?　オープニングではもうちょっと間をとって出しゆつ現げんしただろうっ!?　いきなり背後に立たれるとこえーよっ!?

きくたけ：「いえ、もうエンディングですから長々と演出してもしょうがないかなー、と」（一同爆笑）

柊：お、おう……（笑）。ともかく、俺はアンゼロットをじっと見つめたあと、妙な感覚に襲おそわれる。

きくたけ：妙な感覚？

柊：……「なにか余計なことをした」ような気がする、と。

きくたけ：ひでえこと言うなよっ!?　お前は立派にヒロインを助けただけだよ！　気に病むことはなにもないんだよっ！

柊：この、助けちゃいいけないものを助けた的な感覚というか……。

きくたけ：「柊さん。なんですかその、『さらわれた私を助けたことを後こう悔かいでもしているかのような顔』は」

柊：どんな顔だよっ!?　ていうか、なんでそこまで具体的なんだっ!?　お前、アルディオンのこと、憶おぼえてるんじゃねえのかっ!?（笑）

きくたけ：「は？　なにを言っているのです、柊さん？　ア…ルディオン……？　なんですかそれは？」

柊：い、いや、今のはプレイヤー発言だ。気にしないでくれ……（笑）。

きくたけ：「変な柊さん」　後ろ手を組み、彼女は上うわ目め遣づかいにキミの顔を見上げてきょとんとした表情を見せた。そして……くるり、柊に背を向けて───「さ、行きますよ、柊さん」

柊：い、行く？　ファー・ジ・アースに還るのか？

きくたけ：「では、ひと息ついたところで次の任にん務むです」

柊：おいぃ──────っ！　わ、わかっちゃいたけど、そう言われると盛せい大だいにツッコミたくなる……っ！

カーロス：もはや条じよう件けん反はん射しやだな。

きくたけ：「柊さん。今、この第三世界エル＝ネイシアは滅めつ亡ぼうの危き機きに瀕ひんしています。この窮地を救うのは、あなたに他なりません」

柊：お、おう。でもな、俺……早く、ファー・ジ・アースに帰りたい……（一同笑）。

きくたけ：「ご安心ください」

柊：お前が安心しろと言って、安心できたことが今までに一回でもあったか？

きくたけ：「それは『もうファー・ジ・アースに還かえらなくてもいい』と同どう義ぎであるとわかっての発言ですね？」

柊：笑顔で黙だまり込こみます！

きくたけ：「よろしい」　満足げに頷くと、アンゼロットは咳払いをひとつ……「これからする私のお願いにハイかイ……」

柊：イエスだ、アンゼロット。わかってるだろう？

きくたけ：彼女は、再ふたたび微笑ほほえんで頷うなずき───キミの首根っこを掴つかんで砂すな浜はまを引きずっていく（一同爆笑）

柊：待て待て待て！（笑）　今、俺は普通にお前に答えたよな!?　引きずられるようなシチュエーションじゃなかったよな!?

きくたけ：「あ、いえ。こうしないと、『空そら砦とりで』のエンディングシーンの内ない容ようと矛む盾じゆんが生じますから……」（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。では、アンゼロットに引きずられながら、柊がふっと波なみ打うち際ぎわに視線をやった時、そこに黒いテンガロンハットが落ちていることに気づきます。

柊：あれ……？

きくたけ：そうか、その演出もしないと『空砦』のエンディングとずれるな。えー……「どうかしましたか？　ゴミでも落ちてましたか？」

柊：ゴミって言うなよっ!?　あれは、一緒に戦った仲間の大事な…………と、言いかけて、あれ？　と考え直す。テンガロンハット……？　仲間？

ＧＭ：柊が、再び波打ち際を見入ると……テンガロンハットはすっと消えていきます。

柊：…………なにか大切なことを忘れちまった気がする。

きくたけ：そして、キミの手に握にぎられているのは、ラース＝フェリアで死し闘とうを繰くり広ひろげた、エンダースの欠片かけらだ。

柊：これは憶えている。でも、これとは別の何かが……あったはずなんだ。

一同：…………。

柊：なあ、アンゼロット。引きずられながら、聞く。

きくたけ：「なんでしょう」

柊：俺たちの知ってる八つの世界以外にも、世界ってあるのかな。

きくたけ：「……難むずかしい質しつ問もんですね。でも、私は思います。それは、我々が認にん識しきできないだけで、きっとあるのでしょう。そして、いずれの世界にも危機は迫せまり、人々を救うべく戦っている者たちがいる……必ず」

柊：───だな。

きくたけ：「どうしたのですか？　いきなりそんなこ……」

柊：アンゼロット。

きくたけ：「はい」

柊：とっととこの世界を救って……還かえろうぜ、俺たちのファー・ジ・アースに。

きくたけ：そのいきなりの決意の言葉に、アンゼロットはきょとんとした表情を見せてのちに静かに瞳ひとみを閉とじて……柔やわらかに微笑み、どこか嬉うれしげに頷うなずいた。




「───はい」




＊　＊　＊




　帝てい紀き八一五年一二月。

　歴史の狭はざ間まに消えたひとつの物語は、ここに終わりを告げた。

　カーロス、レヴィヤたん、シェルリィ、そして柊蓮司ひいらぎ・れんじ。

　彼らの戦いが、世界に救きゆう済さいをもたらしたことは明白だ。

　しかし───




　アルディオン大陸の歴史書に、彼ら四人の記録は……なにも残されてはいない。







『アリアンロッド×アルシャード コラボ・リプレイ』

「アルディオン・ナイトメア」

─ＦＩＮ─
















関連商品紹介




　本項では、リプレイ本編で登場したＰＣたちに関連する商品を紹介していく。

　これらの情報を知らなくても楽しめるように本書は書かれているが、関連商品を知ることで得られる面白さもあるだろう。

　リプレイ本編と本項を読み、関連商品に興味を持ったのであれば、そちらも手に取ってみてはいかがだろうか。全国書店、ならびゲームショップにて絶賛発売中である。

　関連商品については、以下のサイトでも紹介されているので、そちらも参照してもらえると幸いだ。




富士見書房公式サイト

　http://www.fujimishobo.co.jp/

ebten

　http://ebten.jp/

FEAR online

　http://www.fear.co.jp/
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あとがき




　先月発売されたコラボリプレイ第一弾だん（ゲームシステムは、『アルシャードセイヴァー』）に引き続き、第二弾となる『アリアンロッド・サガ』リプレイをここにお届とどけしよう！

　というわけで、こちらのあとがきはわたくし、菊きく池ちたけしが担たん当とうする。




　本書を手に取った方はすでにご存ぞんじのことと思うが……この二冊さつのリプレイは弊へい社しやファーイースト・アミューズメント・リサーチの創立二〇周年を記念して企き画かくされたものだ。

　企画の段だん階かいから、本書のコンセプトは実に明めい瞭りようだった。

「……さあ、お祭りを始めよう！　難むずかしいことはなにもいらない。

　エンターブレインというブランドで発売したリプレイの中からキャラクターを選び、富ふ士じ見み書しよ房ぼうブランドで発売されたゲーム……すなわち『アリアンロッド２Ｅ』にブチ込こもう！」

　───だ。

　つまり、このリプレイのキモになるのは、どのリプレイに登場するキャラクターを選ぶか……これに尽つきる。

　そして、集められたのが次の面々だった。




『ナイトウィザード』より、〝下がる男〟柊蓮司ひいらぎ・れんじが。

『トーキョーＮ◎ＶＡ』より、〝火星帰りの男〟カーロスが。

『アルシャード』より、〝青の〟シェルリィが。

『ビーストバインド』より、〝プラモ大好き魔ま界かい潜せん水すい艦かん〟レヴィヤたんが───。




　いずれも、それぞれのゲームを代表する濃こい人物たちばかりだ。

　今回、ＧＭこそ鈴吹太郎すずふき・たろうが務つとめているが、そのシナリオ作成段階から私わたしも彼かれと綿めん密みつ（笑）な打ち合せを行なっている。

　……もっとも、打ち合わせたのはシナリオのストーリーじゃない。

　というか、本リプレイにおいてストーリーなんてものはあってなきがごとしである（断だん言げん）。

　ＰＣの選定が終わってのち、次に大事な要よう素そは「誰だれをヒロインにするか」「誰をＰＣたちの援えん助じよ者しや・依い頼らい者しや」にするか、そして「誰を敵てきとして登場させるか」───すなわち、リプレイに登場させるＮＰＣの選出だ。物語部分の打ち合せはそれこそ最初の十分で終しゆう了りよう……むしろ登場するＮＰＣさえ決まればシナリオの八割わりは完成するぜ！　ってなもんである。

　ネタバレになるが………………いいですか？　リプレイのネタバレしますよ？

　今回のリプレイのボスには、『アリアンロッド・サガ』シリーズに登場するピアニィの亡なき母親ティナ・アヴェルシアが選定されている。

　彼かの女じよが選ばれた理由が、これまた実に単たん純じゆん明めい快かいだ。

「『アリアンロッド・サガ』の世界でいちばん強そうだから……っ！」

　……これである。もちろんデータ的に、もしくは世界観的に強いキャラクターは他にもいくらでもいる。大事なのは、プレイヤーたちがその人物と相対した時……「ぎゃーこいつとは戦いたくね───っ！」と思ってくれる部分に他ならない。

　この思考こそが、二冊のコラボリプレイを的てき確かくに表ひよう現げんするものと言えよう。




　さて、ここで執しつ筆ぴつ部分のエピソードを少し語ろうか。

　本コラボリプレイのメイン執しつ筆ぴつ者しやは鈴吹太郎なのだが、私もあちこちのパートを担当して原げん稿こうを書かせていただいている。

　作業をしていて楽しかったのは……実は、カーロスのエンディングパートだったりする。

　というのも、私はこれまで『トーキョーＮ◎ＶＡ』に関わったことが基き本ほん的てきになかったから新しん鮮せんだった、というが理由のひとつ。しかし最大の理由は、かつて……そう今から一五年ほど前になるか……鈴吹との間で「コラボリプレイ企画をやろう」という話が持ち上がったことを思い出したからである。

　それすなわち鈴吹が『セブン＝フォートレス』を、私が『トーキョーＮ◎ＶＡ』を私がＧＭしてリプレイ本を作る企画だ。

　結局、その企画はさまざまな理由でお流れになってしまったのだが……それに近いネタ企画を、今になって実じつ現げんできるとは思っていなかったのである（笑）。

　あ、ちなみにセッション中にもっとも楽しかった場面は（もちろん何カ所もあるが）……コラボリプレイ第一弾における１シーンだ。過か去このリプレイで死んだはずの長瀬明ながせ・あきらを私が操あやつり、薬王寺結希に迫せまる場面である。




　さてさて、そろそろ紙面が尽つきそうなので締しめに入ろう。

　───私はお祭りが大好きである。

　いずれまた、このようなネタ企画をやりたいと切に願うばかりだ。とはいえ、なにかの節目にしかこのような馬ば鹿かネタはできないだろうから……そう、創立三〇周年の時にまた一考するとしよう。




　───では、みなさま……一〇年後の発表を首を長くしてお待ちいただきたい。







二〇一三年一〇月某ぼう日じつ　菊池たけし
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